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　プロローグ




　夢というものは近くにあるようで、遠い。

　少し近づいたと思ったらそれがまだまだ遠い先にあることに気付かされ、届きそうになったかと思えばスルリと手の中から逃げていってしまう。

　それは手を伸ばせば摑つかめそうで届かない、夜空に浮かぶ星のようなものであると思う。

　だけど、夢はそれを摑もうとする者には必ず応えてくれる。

　心に思い抱いた星に手を伸ばそうと懸けん命めいに努力をしていれば、いつか必ずその手の中に収まってくれる。それは絶対だ。

　電でん撃げき文ぶん庫こ作家になるという奈な央おの夢。

　子供の頃ころのとある出来事から始まり、奈央と俺おれとの出会いによって本格的に動き始めた輝ける星。

　それはいまだ叶かなってはいないけれど、確かく実じつに目に見えるところまで近づいてきていた。

「……」

　この一年以上もの間、色々とあったと思う。

　いっしょに小説の書き方を勉強したり、電撃文庫編へん集しゆう部ぶへ訪問して編集者から厳しくも的てき確かくなアドバイスを受けたり、取材のためにデートをしたり、データ紛失を乗り越えて何とか電撃小説大賞への応募を果たしたり。

　それらの全すべてが合わさり力となり、一つのカタチへと結実しようとしていた。

　夜空に輝いていた奈央の夢。

　電撃文庫作家になって、まだ見ぬだれかに自分の世界を、物語を届けたいという奈央の想おもい。

　それは今、後少しで届くところまできているのであって──
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　　　　１




　その日も十月にしては暖かい小こ春はる日和びよりである以外、特に代かわり映ばえのしない普通の日だった。

　いつも通り朝起きてトメ姉あねの朝食と弁当を作って、いつも通り学校に行って退屈な授業を受けて、いつも通り休み時間には陽よう介すけたちとどうでもいいことで笑い合って。

　そしていつも通り、放ほう課か後ごは城じようヶが崎さき家けの奈な央おの部へ屋やで……執筆の手て伝つだいをする。

「ねえねえ渉わたるくん、ここの展開はどうかな？　いきなり見知らぬ他人同士が同居を始める理由としては少し無理がある？」

「ん、どれどれ……うん、大丈夫だと思う。これくらいなら違和感がないっていうか、いけると思う」

「そっか、ならよかった♪」

　本当に嬉うれしそうに声を上げる。

　今奈央が書いているのは、いわゆるライトノベルと呼ばれているものである。

　カバーにイラストが付いていて挿さし絵えがあることが特徴的な、主に中高生を対象とした小説。

　城ヶ崎奈央の夢はライトノベル作家──電でん撃げき文ぶん庫こ作家になることである。

　子供の頃ころにライトノベルを知ってそれにより救われたという彼女は、自分もまた同じライトノベルを作り出すライトノベル作家になるために日々努力していた。その秘密を一年前にふとしたことから知ってしまった俺おれ──一いちノの瀬せ渉は、その直ひた向むきな姿に心を打うたれて彼女の夢を応援することに決めて、その執筆活動をサポートすることにしたのだった。

　執筆に関する知ち識しきを二人ふたりで学びながら、作品を進めていく毎日。

　そして先日、とうとう奈央の長年の夢であった『電でん撃げき小しよう説せつ大たい賞しよう』に応募したのだった。

　倍率およそ千倍という最さい難なん関かんな賞。直前に原げん稿こうデータが消えてしまうというトラブルにも見み舞まわれたものの、何とか原稿を完成させることができ、応募にこぎつけることができたのだったが。

　結果は──三次選考通過止まりだった。

　最終選考まで残ることができない、その一つ前での落選。もちろん悔しかったけど、初めてのチャレンジにしては健けん闘とうした方だったと思う。

　その結果を知ったのがおよそ一ヶ月前。それから心しん機き一いつ転てんということで、今年度の電撃小説大賞へ向けて新しい応募作品に取りかかっていたんだが。

　──電撃文庫編へん集しゆう部ぶから電話がかかってきたのは、そんな時だった。

　初めの内は母かあさん助けて詐さ欺ぎやら怪しい勧誘電話やらと勘違いしていて出られなかったこと数回。

　留守電に残されていた内容からようやくそれが電でん撃げき文ぶん庫こ編へん集しゆう部ぶからのものだと確かく信しんして慌てて折り返したところ。

『お世話になっております。電撃文庫編集部の和わ田だですけれど、城じようヶが崎さき奈な央おさんの携帯で間違いないでしょうか？』

『え。あ、は、はいっ！　間違いないですっ！』

『ああ、よかった。なかなか繫つながらないから番号が違ってないかと心配してたんです。先日はお疲れさまでした。電でん撃げき大たい賞しようは残念でしたね』

『あ、は、はい……』

『〝幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく〟、よかったですよ。まったりだけどラブコメもありつつで、個人的に僕は推おしてたんだけど、少しパンチ不足だったかなぁ……』

『そ、そうですか……』

『と、まあそれはいいとして……本題なんですけど、一度編集部まで来てもらえませんか？』

『え……？』

『今後のことについて、色々とお話ができればと思って。電話でもいいんですが、こういうことはやっぱり面と向かって直接伝えた方がいいと思って。どうですか？』

『は、はあ……』

　そんな会話を電話越しに交わして、およそ一年ぶりに編集部を訪れることとなって。

　そこで再度和田さんと三み木きさんと対面して、かけられた言葉は。




『──早速なんですが、城ヶ崎さん、本を出してみるつもりはありませんか？』




『え……？』

『電撃小説大賞では残念でしたけど、城ヶ崎さんの作品には光るものがあると僕たちは判断しました。商業レベルに達することができると』

『もちろん改かい稿こうは必要だし、楽な道のりではないと思うけど、挑戦してみる価値はあると思う。どうかな？』

　まさかの提案だった。

　もう今こ年としは無理だと思い諦あきらめていたところに差し伸べられた蜘く蛛もの糸。

　もちろんその降ふって湧わいたような幸運を断る理由なんてあるはずもなく即答で。

『──や、やります……！　やらせてください……っ！』

　そういう経けい緯いで……出版へと向けて新たなスタートを切ることとなったのだった。







　ちなみにこれは後でトメ姉ねえから聞いたことなんだが、電撃大賞ではこういう風に受賞しなかったり最終選考に残らなかったりしても、作品自体が編へん集しゆう部ぶの目に留まればデビューの道が拓ひらけることもあるらしい。受じゆ賞しようしてデビューした作家たちを『受賞組』と呼ぶのに対して、こちらは『拾い上げ組』と呼ぶとか。代表的な『拾い上げ組』としては『キノの旅』の時し雨ぐ沢さわ恵けい一いち先生や『とある魔ま術じゆつの禁書目録インデツクス』の鎌かま池ち和かず馬ま先生や『俺おれの妹いもうとがこんなに可愛かわいいわけがない』の伏ふし見みつかさ先生などがいるらしい。

　うーん、言い得て妙というか何というか。まさしく奈な央おは拾い上げられたわけだ。







　なので今奈央が執筆に取り組んでいるのは、今年度用に考えていた新しい応募作ではなくて、昨年度に応募した『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』である。

　これを改かい稿こうして、商業レベルにしようというのだったが……

「え、えっと、確たしかここの心理描写が不自然だってことだから……」

「何でヒロインが怒ってるのかが分かりにくいって言われたよな？　展開的に唐突に見えるって……」

「あ、そ、そっか。だったらこっちで主人公との会話を増やせばその辺りの説明もちゃんとつくかも……」

「ん、それがいいと思う」

　これがまたなかなか大変だった。

　元々オリジナルとなる原稿は完成しているのだから直しも簡かん単たんだろうと思っていたらとんでもない。やはり四次選考で落とされたということはそれなりの理由があるということで、次から次へと修正すべき箇所が出てくる。あっちを直せばこっちに矛む盾じゆんが出る。こっちを直せばまたあっちがおかしくなる。まさにイタチごっこで、今やっている原稿はすでにオリジナルから数えて四稿目だった。

「ここは状況説明の描写が足りないって言われてたよね。主人公たちがどこにいるのかが伝わりづらいって……」

「ん、たぶんここは場所の説明を少し足せば大丈夫じゃないか？　あんまり書き込みすぎても逆に分かりにくくなるかもしれないし……」

「ん、分かった。じゃあそうする」

　直しができる度たびに、それをメールに添付して編集部に送信する。それを確かく認にんした和わ田ださん三み木きさんが修正点をまとめて、時には電話で、時には編集部まで行って打ち合わせをして、一つ一つそれらを潰つぶしていく。地道な反復作業。だいたい一つの修正を終えるまでかかる時間が二週間ほどであるため、二つ三つも大きな直しをすればあっという間に一ヶ月が過ぎてしまう。特に奈央には学校生活もあったため、時間がいくらあっても足りない状況だった。

　そんなことをしている内にあれよあれよと時間は経たっていき。

　すでに出版に向けての打診から一ヶ月以上が経たち十一月になっていたが、それでも全体からしたらまだ半分いくかいかないかほどの進しん捗ちよくだった。

「え、えっと、こっちの第一節の部分は修正が終わったからそれに合わせて二節も直して……あ、そ、そうだ、こっちのヒロインの行動を変えたから、あっちの部分でサブヒロインとはまだ会ってないことにしなくちゃいけなくて……」

「大丈夫か、奈な央お……？」

「え……？　あ、う、うん、全然だいじょうぶだよっ！」

「でもかなり疲れてるように見えるんだが……」

　いつもの余裕がない感じというか……

「そ、そんなことないって！　渉わたるくんの気のせいじゃないかな？　ほらあたしは元気いっぱい、いつもの城じようヶが崎さき奈央だよ？」

　手をぐっと握る仕草をして元気アピールをしてくる。

「だけどな……」

「ほ、ほんとにだいじょうぶだって！　気にしてくれるのは嬉うれしいんだけど、全然疲れてなんかいないからさ」

「それならいいんだが……」

　本人が大丈夫だと言う以上、あんまり深くは突っ込めない。

　そんな風に少しばかりいっぱいいっぱいな毎日が続いたある日。

「はーい、こんにちわったるーん♪　うふふ、えらいえらい、今日きようもがんばってるわね。わたるん、奈央ちゃん」

「トメ姉……」

「トメお姉さん」

　今日は珍しく俺おれの部へ屋やで作業をしていた俺たちの前に、そんなそこはかとなく頭の悪い挨あい拶さつとともに姿を現したのはトメ姉ねえだった。

　一いちノの瀬せ乙女おとめ──通称トメ姉。

　俺が同居させてもらっている年上の従姉いとこで、編へん集しゆう者しやとして出版社に勤めている。年ねん齢れいは二十七歳で独身彼氏ナシ。基本的に生活能力は皆無であるダメ大人おとななんだが、編集者としては極めて有能らしい。にわかには信じがたいところとはいえ、そのおかげで相当に助けられている部分があるので感かん謝しやはしてるんだよ。

「どう、改かい稿こうは進んでる？　ふんふん、おー、赤字がいっぱいね。おっぱいじゃないわよ？　おっぱいはお姉ちゃんの豊満なボディだけでわたるんは満足だもんね～？」

「……」

　……若干変態なのはどうにかしてほしいところだけど。

「……で、今日は何しに来たんだよ」

「ん、気になる？　お姉ちゃんのおっぱいに興きよう味みがあるの？」

「トメ姉ねえのおっぱいに興味はない！　いやおっぱい全般に興味はな──全然ないわけではないけどそこまで偏執的にはない！」

　ほ、本当にこの変態は……

　今日きようは奈な央おがいることからかろうじて服を着ていてくれているが、普ふ段だんは家ではほとんど全裸待たい機き状態だし……

　身内の立派すぎる変質者っぷりに心の底からため息を吐つく俺おれに。

「で、何しに来たのかよね。そうだそうだ、忘れるところだった」

　そこでトメ姉はまったくもって悪びれた様よう子すもなくぽんと手を叩たたくと。

　まるで天気がいいからこれからちょっと散歩にでも行かない？　みたいな極めて軽いノリでこう口にしたのだった。

「──ねえ、電でん撃げき大たい賞しようの授賞式に、行ってみる気はない？」







　　　　２




　電撃大賞授賞式は、信濃しなの町まちにある某所で行われる。

　昭しよう和わ二十二年に開かい館かんされたという歴史ある建造物。

　その中にあるこれまた伝統感溢あふれる豪華な広間で、例年十一月の上じよう旬じゆんに、数千もの応募を勝ち抜いてきた受賞者たちに相応ふさわしい華やかな式が盛大に開催されるらしい。

　その情報はネットやトメ姉の話で知っていて、そこはかとなく興味は持っていたんだが……

「わ、わあ、す、すごいね、明めい治じ時じ代だいのお屋や敷しきみたい……」

「お、おう……」

　二人ふたりして思わずそんな声を上げてしまう。

　まさか……自分たちがその場所を訪れることになるとは思わなかった。

　都心部にありながら豊かな緑に囲まれた趣おもむきある建物は、その由ゆい緒しよに負けることのない優ゆう美びさで、奈央と俺の前に堂々と鎮ちん座ざしていた。

「み、見て見て！　あそこ、ドアマンが立ってる……！」

「ホントだ、なんか動作も優雅だな……」

「うん、貴族のお家うちの付き人みたいだよね……」

　口から出て来るのはそんな庶民的な感想。

　こんなノーブル風味溢れるところには、こういった機き会かいがなければ一生縁えんがないかもしれない。

　初めて東とう京きようタワーを前にした昭和の人みたいになっている俺たちに。

「さ、こっちよ。コートとかあったらそこのクロークに預けられるけど、大丈夫よね？」

「は、はい」

「あ、ああ」

　今日きようはスーツ姿でバッチリときめたトメ姉ねえに先せん導どうされて、館かん内ないへと足を踏み入れる。

　館内もまた、建物の外がい観かんから期待される通りの見事な造りだった。

　まず入るなり目に付くまばゆいばかりの光を放つシャンデリアに、高価そうな絨じゆう毯たんが敷しき詰められた廊下。さらに二階へと向かう滑なめらかに円を描いた階段。ほとんど映画だとかドラマだとかの世界で、まるで別次元に迷い込んでしまったかのように錯さつ覚かくさせられてしまう。ホントにすごいな……

　会場の入り口のところで受付を済ませるようだった。

　立っていた受付係らしき人にトメ姉が二言三言話しかけて、何やら首から提げるネームプレートのようなものを受け取る。

「はい、二人ふたりともこれを首にかけておいてねー。今日は関係者扱いだから」

　ぱちりとウインクをしながらそう口にするトメ姉。

　本来授じゆ賞しよう式しきは、その年の受賞者たちと歴代の受賞者たち、それと一部の作家たちしか招待されない特別なものらしい。受賞もしていなければまだ作家ですらない俺おれたちは本来完全に部外者であるわけだけど、奈な央おが原げん稿こうの修正で行き詰まっているのを知って執筆の気晴らしになるだろうということで、特別に関係者として参加できるようトメ姉が例外的に手配してくれたとのことだ。……こういう心こころ遣づかいをさりげなくしてくれるからこの人は大人おとなだって思っちまうんだよ。変態なのに。

　授賞式の会場である広間は、ちょっとした体育館ほどの広さだった。

　広間の前方には一段上がったステージがあり、壇だん上じようには巨大なスクリーンが備え付けられていて、『ＡＭＷ』のロゴが浮かび上がっている。それを中央にして左右に審しん査さ員いんたちの席が用意されており、それぞれの審査員の名前が書かれた紙がテーブルにかけられている。

　ステージ外の席は三つのブロックに分かれているようであり、各席にはテーブルがあり、その上にはコーヒーが置かれていた。

「それじゃあわたるんと奈央ちゃんはこっち側の席に座ってね。あっちは作家さんたちの席だから」

「あ、は、はい」

「ん、了解」

　どうやら前方の左側が招待された作家たちの席で、その隣となりの前方中央が受賞作家たちの席、後方が関係者や編へん集しゆう者しやたちの席であるらしい。

　言われた通りに後ろ側に着席して、辺りを見回す。

「ね、ねえねえ渉わたるくん、見て。たくさん作家さんたちがいるよ……！」

「おお、みたいだな」

「時し雨ぐ沢さわ先生に川かわ原はら先生……あ、竹たけ宮みや先生もいる……っ！　わ、わあ……ほ、本物なんだ……あたし、本当に電でん撃げき大たい賞しようの授賞式に来てるんだ……」

　夢見るような表情でそんなことを口にする。

　確たしかにほんの数週間前には原げん稿こうの修正に追われるばかりで、こんなシチュエーションに自分たちが置かれることになるとは想像もしていなかった。ホント、人生っていうのは色々分からないもんだな……

　辺りを見回しながらそんなことを考えているとふいにふっと部へ屋やの照明が落とされて。

『──皆様、長らくお待たせいたしました』

「お」

　壇だん上じようの司会者からマイクを通してそんなアナウンスが告げられて。




『──それではこれより電でん撃げき大たい賞しようの授賞式を開催いたします！』




　そして──授賞式が始まった。







　授賞式は、ステージ上のスクリーンに流れるオープニングムービーと司会の挨あい拶さつから始まった。

　電撃大賞の歴史を綴つづった一、二分ほどのムービー。

　照明が落とされて暗くなった広間に、それまでの電撃大賞受賞作の紹介が流れる。

　続いてアスキー・メディアワークス社長の挨拶が行われ。

　イラスト大賞の紹介ムービー、そしてイラスト大賞の選考委員の紹介と流れていく。

　選考委員の紹介が終わると、まずはイラストの各賞から発表となるようだった。

　受賞者の名前やイラストなどがスクリーンに映し出され、それぞれの受賞者にトロフィーや楯たてなどが授与されていく。

「ねえねえ渉わたるくん、あのイラストレーターさんのイラスト、すっごくきれいだねー！　色使いがセンス良くて……」

「ああ、何ていうか、透明感があるよな」

「うん！　やっぱり今回の小説大賞受賞作のどれかを担当するのかなあ……」

　さすがに賞を獲とるだけあって、紹介されるイラストはどれも目を引くものだった。

　華やかだったり可愛かわいらしかったりポップだったり。もしかしたらいずれかもしれないけれど、この中から奈な央おの作品のイラストを担当してくれる人が出てきたりもするのかも……って、それは先走りすぎか。

　そんなことを話している内にイラスト部門は終わり。

　いよいよ──小説大賞の発表へと移るようだった。

　まずはイラスト大賞の時と同じように紹介ムービーが流れ、そしてステージ上の選考委員の紹介へと続いていく。

「わ、わあ……高たか畑はた先生と時し雨ぐ沢さわ先生だ……」

「作家の中から選ばれた選考委員だな」

「うん。二人ふたりとも電でん撃げきを代表する看板作家だもんね。『キノの旅たび』も『タイム・リープ』も大好きだし……あ、でも高畑先生の新作、まだかなぁ……『ＨＨＯ』の続き、ずっと待ってるんだけどなぁ……」

　奈な央おが壇だん上じようを見ながら心の底からの響ひびきを込めてそんなことをつぶやいていた。何か思うところでもあるのかね……？

　ステージ上では大賞をはじめとした各受賞作の発表と紹介が始まるようだった。

　司会者の進行に促されて、次々と賞が発表されていく。

「今こ年としの受賞作はどんなのなんだろうなー。傾向的にどっちかと言えば金賞がシリアスで落ち着いたしっとり系の女性的な作品で、銀賞が学園異能とかの男性的なアクション系なことが多いんだけど……」

「そうなのか？」

「うん。でもそういうことが多いかなっていうあたしの勝手な分析だから、一概にはそうとも言えないかもしれないけどね」

「へえ……」

　ずっと電撃大賞に憧あこがれてきた奈央がそう感じているんなら、そういう賞による色みたいなものは少なからずあるんだろう。やっぱりそういった傾向みたいなものはあるんだな。

　そして金賞銀賞などの各賞の発表が終わり……とうとう大賞の発表となった。




『──本年度の大賞受賞作と、受賞者の発表です。受賞作は──』




　そんな司会者の声とともに、大賞の作品名と受賞者の名前がスクリーンにドン！　と映し出され、会場内が一気に興こう奮ふんに包まれる。

「これが今年の大賞……数千の作品の頂点なんだ……」

「そうだな……」

「すごいなぁ……あんな風にしてみんなの前で作品を発表されるのって、どんな気分なんだろう……」

　奈央がほうっと息を吐きながらそんなことを口にする。

　その視し線せんの先、ステージ上では大賞受賞者が審しん査さ委員長からトロフィーを受け取っていた。

　多くの歓声が上がり式が一番盛り上がる瞬しゆん間かん。

　会場中に響ひびく万雷の拍手に包まれて、その顔はどこまでも晴れやかで……

「……」「……」

　その様よう子すを、奈な央おと俺おれは無言で見つめていた。

　何となく……言葉を発せられるような雰囲気じゃなかったんだよな。

　そして最後に大たい賞しよう受賞者の一人ひとりが受賞者を代表して挨あい拶さつをして、式のクライマックスは終わりを告げた。いや、何ていうか圧巻だったな……

　身が引ひき締しまるような独特の雰囲気の余よ韻いんに浸ひたりながらステージに目をやっていると。

「あたしも……あの人たちと張り合えるくらいに、もっともっとがんばらないと」

「え？」

　そう、奈央がぽつりとつぶやいた。

「あたしはまだまだ未み熟じゆくで、作家としての経けい験けんも覚悟も足りてない。賞は獲とれなかったし、それどころか最終選考にも残れなかったけど……だけど、これから作家を目指す以上、立場は同じはずだよね。……ううん、『拾い上げ組』な分だけがんばらないといけないんだから、改かい稿こうが進まないくらいで落ち込んでるヒマなんてないよね。うん、あたしまだまだがんばるよ！　ふぁいとっ！」

　腕を上げながらそう力強く宣言する。

　その顔は真まっ直すぐに前を向いていて、いつもの元気な奈央のものであって……

　うん、その言葉が聞けただけでも今日きようここに来た甲か斐いがあったってもんだな。







　　　　３




　授賞式の後には、続いて隣となりの広間で祝賀パーティーが開かれるという。

　授賞式を一次会とすると、いわばこっちは二次会。

　授賞式の少しばかり格式張った雰囲気とは異なって、こちらは立食形式の比較的緩ゆるい空気で、各おの々おのが自由に動き回りながら談だん笑しようができる時間になっているらしい。トメ姉ねえの計らいで、俺たちも特別に出席できることとなっていた。

「な、なんか緊きん張ちようする……さっきよりも作家さんたちが近い距きよ離りにいるせいか、落ち着かないっていうか……。ほんとにあたしたち、ここにいていいのかな……」

「確たしかにかなり近いよな」

　辺りを見回せば視界の中にはたくさんの現役作家たち。

　皆思い思いに話をしたり、会場に飾られている展示品を眺めたり、用意された料理を食べたりしているようだが、ほとんど手を伸ばせば届くような距離にいる。実際の俺たちとあの人たちとの距きよ離りは見えている以上に遙はるかにあるんだろうけど、こうしていると何だかそこまで遠い存在ではないかのように少しだけ錯さつ覚かくしてしまう。

「え、えっと、あたしたち、何してたらいいんだろうね……？　知ってる人もいないし……」

「う、うーん、そうだな……」

　確たしかにやることがないな……

　トメ姉ねえに何とかしてもらおうにもさっきから挨あい拶さつ回りに行ってしまっていてここにはいない。ホントにあの人肝心な時にはすぐ消えるよな……

「とりあえず料理でも食べてるか？　さすがにいいとこだけあって、すげー美お味いしそうだ」

「あ、そ、そだね。あたし取ってくる！」

「俺おれも行く」

　二人ふたりしていそいそと立食のテーブルに駆け寄って、料理の美味しそうなところを見み繕つくろって集めてくる。

　その後もどうしていいのか分からずに会場の端でローストビーフ（かなり美味い）を頰ほお張ばっていると。

「──お疲れさまです。城じようヶが崎さきさん、一いちノの瀬せさん」

「あ」

「お」

　と、声をかけられた。

　ここ最近は聞きき慣なれた穏おだやかな声。そこにいたのは……編へん集しゆうの和わ田ださんと三み木きさんだった。

　編集部で何度か会った時のラフな格好ではなく、今日きようは二人ともスーツとネクタイで正装していた。

「乙女おとめさんからいらっしゃっていると聞いて。どうですか、授じゆ賞しよう式しきの雰囲気は？」

「あ、す、すっごい感動しました！　何だか目に見えないパワーというかエネルギーをもらった感じで……やる気が出ましたっ！」

「そうですか、それはよかった。祝賀パーティーの方がのんびりとしたムードなんで、楽しんでいってくださいね」

「あ、は、はいっ」

「あ、どなたか紹介してほしい作家さんとかがいましたら紹介しますよ？　だれかいませんか？」

　と、ふいに和田さんがそんなことを言ってきた。

「え？　え？　きゅ、急にそんなこと言われても……」

　奈な央おが困ったようにこっちを見てくる。

　確かにいきなりそう振られても何て答えていいか分からないよな。というかそんな簡かん単たんに紹介してもらえるもんなんだ……

　その言葉に奈な央おはしばらくもじもじとしていたが、やがてばっと顔を上げて。

「あ、じゃ、じゃあ、時し雨ぐ沢さわ先生と鎌かま池ち先生と川かわ原はら先生を……。あ、あと、伏ふし見み先生と蒼あお山やま先生と竹たけ宮みや先生も……って！　こ、こんなにたくさん、図ずう々ずうしいですよねっ……！　す、すみません、一人ひとりに絞ります！　え、ええと、ええと……」

「いえいえ、大丈夫ですよ。それじゃあ紹介するんで、行きましょう」

「え？　あ、え、ええと……」

　まだ目をぱちぱちとさせていた奈央とともににこにこ顔の和わ田ださんと三み木きさんに連れられて。

　様々な作家さんたちのもとへと──案内された。

「あ、時し雨ぐ沢さわさん、ちょっといいですか？　こちらは今回の応募者の一人で、今度デビューする城じようヶが崎さき奈央さんで……」

「は──はじめまして……っ……！　じょ、じょうがしゃき奈央といいます！」

「あ、はじめまして、時雨沢です」
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　……緊きん張ちようしていた奈央が嚙かみまくっていたのはともかくとして。

　どの作家さんも気さくに応対してくれて、サインや握手などの求めにも応じてくれた。特に印象的だったのはどの作家さんも受け答えや言い回しがウイットに富んで面おも白しろかったってところなんだよな。やっぱり普ふ段だんから面白い文章を書く作業をしているとそういう能力が自然と身に付くもんなんだろうか。

　やがてそんな紹介＆挨あい拶さつタイムも終わり。

「…………」

　元いた会場の隅へと戻って来て、隣となりでは奈な央おが夢見るような表情でぼーっと胸の前で手を握りしめていた。

　ほとんど心ここにあらずなふわふわ状態。

　そりゃあそうだよな。小学生の頃ころからずっと夢見てて憧あこがれていた電でん撃げき文ぶん庫この作家と直接挨あい拶さつをして、話をしたんだ。夢ゆめ見み心地ごこち以上の心地になってしまうのはしょうがないってもんだろう。

「……はぁあああ……何だかもう現実じゃないみたい……。本物の時し雨ぐ沢さわ先生たちとお話しして、名前を覚えてもらえたなんて……我が生涯一片の悔いなしだよ……」

「ああ、みんないい人たちだし、よかったな」

「うん……はふぅ……」

　幸せを嚙かみしめるかのようにそう息を吐く。

　そんな奈央を微笑ほほえましく思いながら眺めていて。

　と、その時だった。




「──ちょっと、そこのあなたたち」




「？」

　ふいに声をかけられた。

　どことなく剣けん吞のんな空気の声。

　振り返ると……そこにいたのは何やら訝いぶかしげな目でこっちを見る女の子だった。







「──あなたたち、もしかして今こ年としの『拾い上げ組』？」

「え？」

　どこか確かく信しんめいた問いかけ。

　この辺りでは有名なお嬢じよう様さま女子校の制服姿で、見たところと俺おれたちと同じくらいの歳としに思える。いやむしろ年下なくらいか。胸の所に胸章を付けているから、作家ってことなんだろうが……

「そうでしょう？　だってそこに書いてある名前、電でん撃げき大たい賞しようのホームページで三次選考まで残ってるのを見たことあるもの。城じようヶが崎さき奈央と一いちノの瀬せ渉。確たしか『何とか二世帯共倒れ計画』とかいうのを書いてたわよね」

「……『幸しあわせ二に世せい帯たい同どう居きよ計けい画かく』だ」

「ああ、そうそう、それそれ。紛らわしいタイトルだから間違えちゃった。でもどうしてあなたたちが来ているの？　授じゆ賞しよう式しきに出席できるのは受賞者だけで、『拾い上げ組』は呼ばれないはずだけど」

「あ、それは知り合いの人に呼んでもらって……」

「ふうん、知り合いね……」

　女の子はしばらくじろじろと値踏みするように奈な央おのことを見ていた。

　だがやがて何かを見せ付けるようにその長い髪を後ろにふわさっと撫なで付けると。

「──まあいいわ。私は久く遠おん寺じ三み月つき。れっきとした今年の受賞者にして未来のアニメ化売れっ子作家候補よ。あなたたちとは作家としてのスタートの時点で格が違うしその差は今後も埋まることもないと思うからこの先特に接点はないかもしれないけど、いちおうよろしくね」

　にこりと不敵な笑えみを浮かべながらそんなことを言ってきた。

　いやいきなり超上から目め線せんな挨あい拶さつだな。背は低いのに。

「あ、え、えっと、城じようヶが崎さき奈央です」

「一いちノの瀬せ渉わたるだ」

　とはいえ無視するのもアレなのでそう返すと。

「あなたたち、名刺はないの？」

「え？」

「名刺よ名刺。プロ作家として活動する以上、自分の身元を保証するものとして、また連絡先を示すものとして、用意しておくのが必要最低限のマナーだと思うけど？　ちなみに私の名刺はこれよ」

　そう言いながら何やら半透明の物体を手渡してくる。

　そこには、




『現役高校生美少女小説家　久遠寺三月』




　と書かれていた。

「……」「……」

「ふふん、私のセンス溢あふれる名刺におののいているのかしら？　ちなみに売れっ子になるほど透明なクリアタイプの名刺を使う割合が高いらしいわ。未来の売れっ子候補の私は謙けん虚きよにも今は半透明のやつでガマンしてるけど、すぐに完全クリアタイプにランクアップしてみせるわ。あ、それとその名刺、丈夫だから洗せん濯たく機きで洗っても大丈夫っていう優すぐれものよ。実際に私の担当編へん集しゆうが証明してくれたから間違いないわ」

「……」

　……それ、ズボンのポケットか何かに入れっぱなしにされてそのまま洗われたってことですよね？

　……未来の売れっ子作家の割には雑な扱いのような気が。

　しかも。

「美少女小説家って……」

　確たしかに目の前の女の子ははかわいい方だとは思うけど、自分で言っちゃうんだ、それ……

「何よ、本当のことなんだからいいでしょ。十六歳高校一年生、現役高校生美少女小説家の名に偽りなしよ！　ほら、平伏しなさい！　おほほほほほほほ」

　口元に手を当てながらそんな高笑いをする美少女小説家（自称）に。

「あ、枝毛が三十本出てる」

「え、ど、どこどこ！　今日きようは大事な日だから昨日きのうのうちに入念にトリートメントしてきたのに！」

「いやウソだけど」

「!!　な、何よ！　最低、このうんこ！　今使っているシャンプーが地肌に合わなくてハゲてしまえばいいわ……！」

　顔をかーっと赤くしてそんなことを言い返してくる。

　……ああ、うん、ちょっと頭の弱い子なのかな、この子。

「──と、とにかく」

　女の子──久く遠おん寺じさんはこほんと咳せき払ばらいをすると。

「あなたたちはラッキーよ。将来の大御所たる私と知り合えたんだから。よかったわね、今から強力なコネができて」

　にっこりと笑いながらそんなことを言ってくる。

　うーん、何ていうか色々と分かりやすい子だな……

　まあ色々と突っ込みどころはあるんだがそれはとりあえず流すとして。

「それで、久遠寺さんは何の賞しようなんだ？」

「え？」

「今こ年としの受賞者なんだろ。大賞なのか？　それとも金賞？」

　それは何気なく口にした問いだった。

　話の流れで何となく口から出た、特に他意はない質問。

　だけどその問いに、久遠寺さんは無言になってしまった。

「…………」

「？　久遠寺さん？」

「……」

「……」

「…………よ（ぼそっ）」

「？」

「………………で…………じん……賞しようよ……」

「？　よく聞こえないんだが……」

「…………だ、だから、電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE賞よ！　あ、あなたたち、授賞式に出てたのなら聞いてなかったの！」

　これ以上ないくらい苦々しそうにそう答えた。

「な、何よ、どうせあれだけ言ってて大賞じゃないんだこいつとか思ってるんでしょう！　それどころか金賞銀賞ですらないって……！　しょ、しょうがないじゃない！　狙ねらってたのに獲れなかったんだから……！」

「いやそんなこと思ってないけど……」

　電撃文庫MAGAZINE賞だって十分すぎるくらいにすごいだろう。七千人の中から選ばれた一握りの栄誉だ。すごくないわけがない。それは心からの気持ちだ。

　だけど久く遠おん寺じさんはそうは思ってないのか。

「わ、分かってるんだから！　あの見る目のない審しん査さ員いんども……入いる間ま先生が帯のコメントに書くのも分かるってものだわ……！　何だかんだ言ってもやっぱり大賞の方が序列として上だと思うし箔はくも付いて受賞作品の売り上げも段違いなのよ……！　きっとあっちは大おお阪さか屋やで50位以内に入るんだけど私のやつは４００位台の爆ばく死しレベルで……！　う、ううっ……」

　涙目になりながらそうまくしたてる。うーむ、何かコンプレックスでもあるのかな……

　ともあれ突然テンションがダウンしまくった高校生美少女小説家（自称）にどう対処していいか分からずに困っていると。

「──あのさ、あたしはすごいと思うよ」

「お……」

　それまで黙だまっていた奈な央おがふいにすっと前に出て、そう口にした。

「何ていうかうまくは言えないけど……あたし自身が、最終選考まで残れなかったから分かるんだ。最終選考まで残る……ましてやその先まで行って賞を獲とれるって、それだけですごいことだよ。きっと賞を獲る作品っていうのはどれもみんな一定以上のレベルに達してて、賞が何かなんていうのは本当にその作品の色がどの賞に合ってるかっていう問題なんだと思う。優ゆう劣れつとかじゃなくて……」

「え、ほ、ほんと？　ほんとに、そう、思う……？」

「うん、思うよ。賞を獲るって、それだけでものすごいことだよ！」

　そう言ってにっこりと笑う。

　奈央のその言葉に久遠寺さんは目をパチパチさせたまま声を失っていた。

　だけどやがて我に返ったかのように顔を上げたかと思うと。

「そ──そうよね！　やっぱり私はすごいのよね！　投とう稿こう者しやたちの頂点に立つエリート、未来の超売れっ子作家！　拾い上げ組たちは這はいつくばって敬うやまいなさい！　あーはっはっはっは！」

　途と端たんに口元に手を当てながらそう声を上げて笑う。さっきまで泣いてたカラスがもう高笑いした感じだ。単純だな……







「──ま、まあ色々と見苦しいところも見せたけれど……」

「……」

「その……まあ、これからもよろしくしてあげてもいいわよ。『受じゆ賞しよう組ぐみ』と『拾い上げ組』でだいぶ差はあるかもしれないけど……それでもいちおう同期であることには変わりないわけだしね」

　少しだけ気まずそうにちらりと俺おれたちの顔を見て。

　久く遠おん寺じさんがそう口にした。

「うん、よろしくね、久遠寺さん！」

「よろしくな」

　まあなんか色々と大変そうなキャラだけど、これから先電でん撃げき文ぶん庫こで奈な央おといっしょに作家をやっていく仲間だ。仲良くしておいて悪いことはないだろう。

　その返答に久遠寺さんは満足そうにうなずいて。

「それじゃあ私はもう行くわ。これから『受賞組』は色々挨あい拶さつ回まわりとか懇こん親しん会かいとかがあるから、忙しいの」

「そっか、じゃあまたな」

「またね、久遠寺さん」

「それじゃあ失礼するわ──」

　そう言って久遠寺さんは離はなれていこうとして。

「──あ、そうだ」

「？」

　何かを思い出したかのように振り返った。

「あなたたち、もし何か困ったこととか行き詰まったこととかがあったら、いつでも私を頼ってきていいわよ。『受賞組』の私が責任を持って『拾い上げ組』のあなたたちを導みちびいて助けてあげるから。あ、それとサインがほしい時はちゃんと色紙を持ってきてね。メモ帳とかにサインをするのは好きじゃないから」

「……」

「……」

「それじゃあ、また。おほほほほほほほほ」

　そう言って、今度こそ立ち去っていったのだった。

　その尊大な様よう子すはすでに態度だけは大御所の風格で……ううむ、仲良くなったのは少し早まったかな……

　とはいえこの時の久く遠おん寺じさんの言葉は彼女にとって完全にブーメランになることになるんだが、この時点では俺おれたちはそんなことはまったくもって知る由よしもなかった。
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　そんな感じに最後の方に高校生美少女小説家（自称）との邂かい逅こうを経て、祝賀パーティーは終了した。

　時間にして二時間ほどだったが、倍にも三倍にも感じられた濃のう密みつなひと時。

　ちなみに帰り際にはお土産みやげまでもらってしまった。

　受付のところで渡された大きな袋の中に入っていたのは、去年の受じゆ賞しよう作さくの文庫セットに図書カード、それに有名菓子店の美う味まそうなパウンドケーキのセットだった。

「はー、こんなお土産までもらえるんだー。式もすごかったし料理も美お味いしかったし、ここまでしてもらっていいのかなーって感じだよー」

「だな、至れり尽くせりだ」

「授賞式か……今度は関係者としてじゃなくて、ちゃんと作家として呼んでもらえるようにならないと……」

　今出てきたばかりの授賞式会場を振り返って見て、奈な央おがそう自分に言い聞かせるように口にする。

　その姿を隣となりで眺めて立っていると。

「あ、いたいた。お疲れちゃ～ん、わったるーん、奈央ちゃーん♪」

「お」

　そんなお花畑が咲きそうな軽い声が飛んできた。

　ぶんぶんと手を振りながらご機き嫌げんな様子でこっちにやってきたのは……トメ姉ねえだった。

　今までどこに行ってたんだろうね。まあ挨あい拶さつ回まわりが色々あるってのは分かってるんだが、だけどなんか酔っ払っていやがるようだ。まったく、俺たちを放っておいたクセに……

「ごめんごめん、遅くなっちゃって～。挨拶回りで話が盛り上がって、それでみんなお酒を勧めてくるからついつい飲んじゃった、えへ♪」

「……」

　いやえへ♪　じゃなくて……

「ね、ね、それよりこれから作家さんたち有志の三次会があるみたいなんだけど、奈央ちゃんたちも行く～？」

「え？」

「駅前の喫茶店でやるんだって～。作家さんたちもいっぱい来るわよ～」

　三次会なんてそんなものまであるのか。

　二次会の祝賀パーティーだけで十分に豪勢だったってのに、ホントにどこまでもかゆいところに手が届く感じだな……

　どうするか窺うかがうように奈な央おの顔を見る。

　奈央は少しの間だけ考えるような表情を見せていたが、すぐに顔を上げて。

「──ええと、今回は遠えん慮りよしておきます」

　ハッキリとした口く調ちようでそう答えた。

「あら、そうなのん？」

「はい。行ってみたいのはやまやまなんですけれど……今日きようは、帰って改かい稿こうの続きをやります。あたしはまだまだ駆け出しだから、その分だけがんばらないと。今日もこの場に来られたのはトメお姉ねえさんのご厚意のおかげですし。ちゃんと作家になったって胸を張って言えるようになったら、そういったイベントにも参加したいと思うんです」

「奈央……」

「なんちゃって、ちょっと生意気かな？　あはは……」

「や、そんなことない」

　それだけ今回の授じゆ賞しよう式しきを見て感じるものがあったってことだろう。

　その心意気というか決意は、本当に立派だと思う。

　奈央のその返答にトメ姉も満足したようにうなずいて。

「そっかそっか。うん、分かったわ。そういうことなら今回はパスってことにしておくわね」

「すみません、せっかく誘っていただいたのに……」

「いいのいいの、気にしないで。奈央ちゃんのそういう真まっ直すぐなところはお姉ちゃんも大好きなところなんだから。──じゃあお姉ちゃんはもう少し飲みたいから混ざってくるけど、二人ふたりは気を付けて帰るのよ～」

「あ、トメ姉──」

「ばいば～い」

　そう言ってトメ姉はふらふらと駅へと続く道へと消えていってしまった。まだ飲むのか、というか作家の三次会に普通に混ざるのか、あの人は……

　二人だけになった俺おれたちに、奈央は。

「あのさ、渉わたるくん」

「ん？」

「えっと……そういうわけだからこれから帰ってもうちょっとだけ改稿作業をやりたいんだけど……手て伝つだって、もらってもいいかな……？」

　少しだけ遠えん慮りよがちにそう言ってくる。

「ああ、もちろんだ！」

　断る理由なんてあるわけがない。

　何といっても俺おれは……奈な央おの、パートナーだからな。

　その返答に奈央はぱあっと明るい表情になって。

「やった！　さすが渉わたるくん、ありがと！」

「ん。じゃあ行くか」

「うんっ！」

　奈央がこれ以上ないくらいに元気な声でそう返事をして。

　俺たちは授じゆ賞しよう式しき会場を後にしたのだった。







　こうして奈央のモチベーション回復と少しの出会いとともに、電でん撃げき大たい賞しようの授賞式は終わったのだった。
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　ふとしたことから参加できることとなり色々と得え難がたい体たい験けんをした電でん撃げき大たい賞しようの授賞式を経て、季節は十二月になっていた。

　巷ちまたではこの冬一番だと言われる寒波が到来して肌寒い天気が続く冬真っ盛りな日々。

　そんなヘタをすれば部へ屋やの中でも吐く息が白くなるような毎日の中でも、奈な央おは『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』発売に向けての執筆をがんばっていた。

　授賞式で色々と刺し激げきを受けたおかげで奈央もだいぶ発はつ憤ぷんしたようで、これまでにないくらいの絶ぜつ好こう調ちようとは言わないまでも、前よりは明らかに切せつ羽ぱ詰つまってはいない様よう子すで執筆を進めることができていた。

「ね、ね、渉わたるくん、ここの主人公たちのかけ合い、どうかな？」

「どれどれ……お、よくなってると思うぞ」

「わ、ほんと？」

「ああ、前よりもこっちの方が読みやすい気がする」

「そっか、よかった……！　けっこう大きく修正しちゃったから、ちょっと心配だったんだー！」

「最近がんばってるみたいだけど、大丈夫か？　また疲れたりなんかは……」

「ん、だいじょうぶ！　それはやっぱり全然疲れてないって言えば噓うそになっちゃうけど、でも授賞式でもらったやる気パワーのストックがまだまだあるからだいじょうぶ！　これで作品がよくなるって思えば全然苦労じゃないよ！」

「そっか、がんばらないとな」

「うんっ！」

　前向きに原げん稿こうを進めていく毎日。

　そんなある日──







「──え、『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』に短たん編ぺんを載せる……？」

「うん、そう」

　今日きようも今日とて改稿作業のための打ち合わせで編集部を訪れていた俺おれたちに。

　いつものようににこにこ顔の和わ田ださんが言ってきたのはそんな言葉だった。

「『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の第一話を、マガジン用に少しアレンジする感じで載せたいって思うんだ。もちろん後でちゃんとまとめたものを文庫で出そうとは思ってるんだけど、まずは『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』に掲載することで読者の反応も分かるし、宣伝になるっていうか。もう第一話はだいぶ修正も進んできているし、いいんじゃないかと思って。どう？」

「え、ど、どうって言われても……」

　奈な央おがどうしたらいいか分からないって顔で視し線せんを向けてくる。

「え、う、うーん……」

　そう言われても俺おれにもよく分からなかった。

　和わ田ださんの言っていること。

　つまり……これって『電撃文庫MAGAZINE』に、商業雑誌に、『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の一部を掲載するってことだよな？　それはすなわち奈央の書いた作品が初めて世の中に出るということを意味するわけであり、ということはいわばこれが実質デビューということであって…………え、よく考えてみるとそれってすごいことなんじゃないのか……？

　思わず顔を見合わせる俺たちに。

「ええと、そんなに難むずかしく考えなくても大丈夫ですよ？　細かいレイアウトの調ちよう整せいなどはこちらでやりますから」

「原げん稿こう料りようもちゃんと別に出ますし、いいこと尽ずくめですよ？」

　和田さんと三み木きさんは二人ふたり軽い感じにそう言ってくる。いやそう言われてもそこまで軽く考えられないというか……

　──ともあれこれはチャンスだと思う。

　文庫発売前に、奈央の書いたものが読者たちの目に触れる。

　同時に雑誌掲載というカタチだけど、電撃文庫作家としての奈央の名前が初めて世に出る機き会かいともなる。

　それは奈央の作家としての経けい験けん値ち的な意味でも、商業的な意味でも、やってみる価値は十二分にあるんじゃないか……？

「──やってみよう、奈央」

「え……？」

「これはいい機会だと思う。文庫発売よりも前に『電撃文庫MAGAZINE』に掲載してもらえるなんて、これ以上ないくらいの宣伝になると思う。大変かもしれないしプレッシャーもあるかもしれないけど、絶対に奈央にとってプラスになるはずだ！」

　もちろん実際に執筆をするのは奈央で、俺はサポートをするにすぎないからそこまで大きなことは言えないけど、だけどこれが奈央にとっていい話だってのだけは分かる。

　その言葉に奈央も同じことを思ったのか。

「う、うん……そ、そうだよね！　せっかくのチャンスなんだから、ここで断るなんてもったいないし失礼だよね……！」

　そう大きくうなずくと、和田さんたちの方を見て。




「──わ、分かりました。やってみたいです、お願ねがいしますっ……！」




「そう言ってくれると思いました。それではそういうスケジュールでこちらでは進めておきますね」

「締しめ切りは年末進行で少し早くなりますので、お願いしますねー」

　和わ田ださんたちがそう口にして。

　そういう経けい緯いで、二月発売の『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』に短たん編ぺんを載せることとなったのだった。
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　さて、少しばかり説明が遅くなったが、『電撃文庫MAGAZINE』とは電撃文庫編集部が発行している隔月刊の小説誌であるとのことだ。

　元々出版されていた『電でん撃げきｈｐ』に代わる後継誌として二〇〇七年の十二月に始まった雑誌であり、第一号である『電撃文庫MAGAZINEプロローグ１』の表紙は『灼しやく眼がんのシャナ』などで有名ないとうのいぢ先生が担当した。電撃小説大たい賞しようの中にはその名を冠した電撃文庫MAGAZINE賞もあり、ここに短編を載せてからデビューする新人作家たちも多くいる、いわば登竜門的存在でもあるとか。

　その『電撃文庫MAGAZINE』の最新号に作品を載せることとなったわけだが……

「うう、まさかこんなに早くデビューすることになるなんて……ま、まだずっと先のことだと思ってたのに……」

　編集部から戻ってきて。

　奈な央おが緊きん張ちようした面おも持もちでそんなことを口にする。

「『電撃文庫MAGAZINE』に掲載って、他ほかの電撃作家さんたちといっしょに作品を載せるってことだよね……？　あ、あたしなんてまだまだ全然駆け出しっていうか、賞も獲とってないのに、そ、そんな大それたことしていいのかな……」

「ん、そこは和田さんたちがいけるって判断してくれたんだから、きっと大丈夫だ。それに雑誌掲載だからってそこまでやることは多くないんだろ？　確たしかちょっとした修正だけで……」

「う、うん、それはそうみたいなんだけど……」

　和田さんたちに聞いた話によると、何でも『電撃文庫MAGAZINE』に掲載するにあたっては次のステップを踏むらしい。





①原げん稿こう完成、入稿。

↓

②初校修正。編へん集しゆう部ぶ、校こう閲えつ指摘。

↓

戻し。

↓

③再校修正。

↓

戻し。






　要は基もととなる原稿を送った後に、編集さんやら校閲さんやらからの指摘を受けての二回の修正作業を経て、掲載にまで至るということである。

「まず①の原稿部分はだいぶできてるんだよな？」

「あ、うん。今まで修正してきた『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の第一話部分だから、ほとんど完成してると思う」

　奈な央おがそううなずき返す。

「ならそこは大丈夫だな。今までと違うところと言えば、段組が今まで書いてきたのとは変わるってことか。電でん撃げき文ぶん庫こだと文庫用の段組は四十二文字×三十四行だけど、『電撃文庫MAGAZINE』の場合は二十一文字×二十九行×三段になるみたいだ。あとは雑誌掲載に合わせて内容を少し修正することもあるとかないとか」

「あ、みたいだね。『電撃文庫MAGAZINE』で初めて読んでくれる人のために、それだけで読んでも一つのお話としてまとまるようにすることもあるって」

　そういった配はい慮りよは必要なんだろう。

「②と③では二回に分けて原稿をチェックする感じだよな。やること自体はどっちも同じで」

「うん、これってやっぱり一回だけだとどうしても見落としちゃうところとかが出てくるから、ダブルチェックした方が確たしかだってことだよね」

　納得したように奈央がうなずく。

「──とまあ、大まかな流れはそんなところか。難むずかしいところはなかったはずだから、大丈夫だよな？」

「う、うん……」

　まだ不安そうな奈央。

　うーん、やっぱり『電撃文庫MAGAZINE』に初掲載＆電撃文庫作家としてのデビューっていう事実にプレッシャーを感じてるんだろうな。

　そんな奈央に、俺おれは軽く肩を叩たたいて。

「大丈夫だって、今までだって色々と大変なことはあったけど奈な央おは乗り越えられてきただろ？　それに俺おれだってできることは何だって手て伝つだうつもりだ」

「渉わたるくん……」

「な、だからがんばろうぜ」

　その言葉に奈央は俺の目を見た後にこくりとうなずいて。

「……ん、そ、そだね。もう決めたことなんだし、一度決めたことでいつまでもうじうじ悩むのはあたしらしくないかっ。よーし、反省した！　もう悩まない。やるぞ、おー！」

　そんなこんなで『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』掲載に向けての作業を開始することとなった。

　先ほどのステップに基づいた段階的な作業。

　元々の原げん稿こうがほとんどできていたということもあり、①の原稿を入稿するまでは比較的何事もなく終えることができた。

　そして②の初校修正をすることとなったわけだが……







「──渉くん、届いたよ！　修正用の初校原稿が、昨日きのう家に届いてた！」

「お」

　若干興こう奮ふん気味な奈央が『秘密の小こ部べ屋や』で封筒片手にそう言ってきたのは、原稿を入稿してから二週間ほどが経たった頃ころのことだった。

「わ、わあ……これが初校原稿なんだ。『電撃文庫MAGAZINE』のページをそのまま見てるみたいだよ……」

「ホントだ。もうこの段階でフォントとかフォーマットとかが実際の『電撃文庫MAGAZINE』のページと同じなんだな」

「うん、こうして見てみるとほんとに『電撃文庫MAGAZINE』に載るんだって気になってくるよね。がんばらないと……」

　決意を確かく認にんするみたいにきゅっと初校の束を握りしめる。

「確たしか、修正のやり方はだいたい教えてもらってたよな？」

「あ、うん、きっとだいじょうぶ！　…………だと思うけど、ちょっと心配かもだからいっしょに確認してくれると助かるかも」

　ぺろっと舌を出しながら奈央がそう言ってくる。

　まあ、色々と複雑な感じだったからな。

「ん、分かった、確認するか」

　そういうわけで、編へん集しゆう部ぶで教わった原稿修正の基本的なやり方を復習しておこう。




【ライトノベル作家を目指して！　⑥原稿修正の基本作法】

　まず、作家のもとには初校原稿の控えが届けられる。

　控えでない本稿が届くこともあるが、控えが届くことの方が若干多いとか。

　この控えというのは初校と同時に出されるものであり、ほぼ初校原稿（本稿）と同じものだと思って間違いない。これは文庫の場合は文庫に、『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』の場合は雑誌用に、それぞれフォーマットや段組などが調ちよう整せいされたものであり、それ自体は何も書き込まれていない真まっ新さらなものである。

　そこに編へん集しゆうサイドからの修正点、校こう閲えつさんから提案される修正点を基に、作家自身が修正すべきだと感じた点を赤字で書き足していくのである。

　修正期間はだいたい一週間ちょっとくらい。

　その期間内にそれらの赤字を全すべて追加して、編集部に戻すことになっている。

　そしてその修正方法だが。

「基本のやり方としては、控え原稿の修正部分を赤字で囲って、修正後の文章をその横の余白に赤字で入れることになってるんだよな」

「うん、そう言ってた。他ほかに文章を削ってそのまま詰める場合はその部分に二本線せんを引いてその横に『トルツメ』、修正を求められてるけどそれをしないでそのままにする場合は『イキママ』っていう風に、やり方が決まってるんだよね」

　奈な央おがうんうんとうなずく。

　例えば『彼は今、最高の筋肉のバイブレーションを受けて究極至高の喜びに打うち震ふるえている』という文章の〝究極至高の〟という部分を削って、また〝バイブレーション〟という部分をそのままにする場合は、




[image: 彼は今、最高の筋肉のバイブレーションを受けて究極至高の喜びに打ち震えている]




　という具合に赤字を入れるのである。

　まあこの辺は最終的にその修正を入稿原稿に反映させる編集さんに伝わればいいわけだからそこまで形式にこだわらなくてもいいんだが、いちおう基本の作法としてはそういう風に決まっているということである。

「基本は手書きで直接原稿に書き込んでいく形式だけど、その修正部分が数行にも及んでいる場合はデータで送ってもオッケーなんだよね」

　これはあまりにも修正が多い場合、余白に修正赤字を書ききるのが物理的に大変な場合もあるからだろう。

　また修正を終えた初校は郵送で送ったり直接編集部に持っていくのが通常だけど、締しめ切り的にギリギリの時には全てデータにしてメールで送る場合もあるとか。

「──って感じで、だいたい基本としてはそんなもんだよな。大丈夫そうか？」

「ん、ありがと！　おかげでばっちり確かく認にんできたよ！　──よーし、気合い入れてばりばり赤字入れてくぞー！」

　奈な央おが笑え顔がおでうなずいて。

　一ページ目から順に修正していく。ちなみに編へん集しゆうさんの修正点は、すでに一昨日おとといに電話とデータで受け取っていた。

「うーん、ここの心情描写のところ、どうかな？　編集部指摘ではこれがなくても主人公の内心は十分分かるから取ってもいいんじゃないかってあるんだけど……」

「うーん、そうだな……でもないと少し分かりにくいって人もいるだろうし、ここはそのままでもいいんじゃないか？」

「あ、渉わたるくんもそう思う？　ん、だったらここはこっちの意見を通させてもらおう……イキママ、と」

「こっちの指摘はどうするんだ？　主人公とサブヒロインの料理シーン、間の取り方が冗長だって指摘されてるけど……」

「あ、うん。それは指示に従おうって思う。あたしも余計かなーって思ってたところだったから。トルツメっと……」

「ここの同じ単語が近い位置で使われてる被かぶり部分は……」

「あ、そこはね──」

　そんな会話を交わしながら進めていき。

　そして初校の束と向かい合うこと二時間。

「──よし、できた！　これであたしの直したいところと編集さんの指摘点は終わりかな！」

「ん、お疲れ」

　満足げにそうつぶやく奈央。

　けっこうな量を修正したようで、初校は書き込まれた赤字で真まっ赤かになっていた。

「ふう、改めて原稿を見直してると直したいところが次から次へと出て来ちゃったから、思ったよりも時間がかかっちゃった。でもおかげで満足がいく直しができたよ。あとは校こう閲えつさんの指摘部分を推すい敲こうして吸収するだけかなー」

「ん、そうだな」

　俺おれはうなずき返して。

「あ、そういえばこの校閲指摘だけど、校閲さんによってはかなり当たり外れがあるらしい」

「え、そうなの？」

「ああ、トメ姉ねえから聞いたんだけど、色んな人がいるらしくて……」

　校閲さんとは、主に誤字脱字を中心として原稿のチェックをしてくれる人たちである。主に外注で頼むことが多いとか。

　きちんと作品の隅々まで読んで、文脈からそのシチュエーションを考こう慮りよしてくれる校こう閲えつさんと、割とその辺が大おお雑ざつ把ぱな校閲さんがいるらしい。もちろん前者がほとんどらしいが、中にはちょっと困ったような指摘をしてくる人もいるとか。

　一例を挙げると、何でもコメディシーンで植木鉢が登場人物の頭に落ちてきてそれに気付かずそのまま植木鉢を頭に乗せて歩いていってしまうというシーンがあったらしいんだが、それに対する指摘で『植木鉢が頭に当たったら大おお怪け我がをしませんか？』『植木鉢を頭に乗せていたら本人が気が付くはずですが』というものがあったらしい。

「え、それって、そこが面おも白しろいところだよね？　植木鉢が頭に当たってるのにそれに気付かないで、そのまま歩いていっちゃうのがくすっとするところなのに……」

「ん、だな」

　つまりその校閲さんはそのシーンだけで判断したってことなんだろう。

　まあ指摘自体はもっともなんだが、それはあまりにも柔軟性がないというか……

「他ほかにもこんな話も聞いた。同じ校閲さんらしいんだが、何でもドラゴンがマグマを吐くシーンがあって、誤植でその『マグマ』が『マグロ』になってたことがあったとか。で、それを見落として、そのまま発行されたって」

「あははは！　それはそれで面白い気がするけど……」

「コメディシーンならともかく、普通のシーンでその見落としはきついよな。植木鉢のところは変に細かく突いてきたのに、そういう大事なところは見落とすのかって、その作品の作家さんが苦笑いしてたってさ」

「うーん、それはそうだよねえ……」

　ドラゴンがマグロを吐くって、シュールすぎるシーンというか……

　とまあ校閲さんに関しては色々あるらしいが、今回の奈な央おの校閲さんに関してはそんなことはないようだった。

　和わ田ださん曰いわく「かなり細かいところまで読み込んでくれる」校閲さんらしく、俺おれたちが見落としていた設定上の矛む盾じゆんや齟そ齬ご、さらには作中の経過時間の統一性なんかにも言及してくれていた。

「あ、ここの時系列、おかしくなってた……！」

「どれどれ……お、ホントだ。一章の時点で五月だったんだから三ヶ月過ぎた二章では八月のはずなのに、七月になってる……」

「そ、そっか、改かい稿こうしてる時に色々と変更したから混ざっちゃって……」

「もしかしたらこの辺は時系列の一いち覧らん表ひようとかを作った方がいいのかもな。……って、ここの章、主人公の名前が全部誤字ってる」

「え、ほんと!?　わ、やっちゃってた……そういえばここを書いてた頃ころ、文章入力ソフトをＡＴＯＫに変えたばっかりで単語登とう録ろくがまだ完全じゃなかったから……」

「危ないところだったな……」

　自分たちではそれが正しいと思って原げん稿こうを見ているから、意外とそういう細かいところには気付かないもんなんだよな。ううん、ありがたいな……

　そんな感じに校こう閲えつさん指摘も吸収していき。

　初校修正作業は順じゆん調ちように進んでいった。
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　さて、そんな感じに初校作業を進めていたわけだけど、実は初校作業中から再校が出てくるまでの間に、もう一つ大きな出来事があった。

　それは何かと言うと……




『件名　イラストレーターさんが決まりました』




　奈な央おのメールボックスに届いた一通のメール。

　それだった。

　イラストレーター。

　作品のもう一つの顔とも言うべき重要な要素で、ことイラストがカバーになり挿さし絵えがあることが売りのライトノベルにおいて、その重要性は見過ごせないものであるらしい。確たしかに本屋に行って魅み力りよく的てきなカバーが目に入ったら、それだけでその本を買おうかなって気持ちにもなるしな。

「わ、渉わたるくん、イラストレーターさんが決まったって……！」

「お、おお」

「ど、どうなったかな……？　だれに決まって……」

　イラストレーターさんは、基本的には編へん集しゆうさんが決めることとなっているらしい。

　ただそれも絶対というわけではなくて、自分たちから推おしたいイラストレーターさんがいれば選ぶ際の参考にはしてくれるとのことだ。色々と編集部的な都合もあるだろうし、条件や期限なんかで商業的な問題もあることだから、そこは一〇〇パーセント作家の要望が通るわけじゃないってことだろう。

　だけどその辺は和わ田ださん三み木きさんはかなり柔軟に対応してくれて。

「もしどなたかお気に入りのイラストレーターさんがいらっしゃいましたら、遠えん慮りよなく言ってくださいね。言うだけならタダですし、できる限り希望に添えるようにはしますから」

　と言ってくれた。

　なのでそれを聞いてすぐに色々なイラストレーターさんのホームページを見たり、ピクシブのページを見たり、ツイッターを調しらべたりして。

　奈な央おと二人ふたりでああだこうだ言いながらどんなイラストが『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』に合うかを話し合った。

　そして何人かの候補を選び出して、和わ田ださんにその旨むねを伝えたのが今から一ヶ月ほど前。

　その結果イラストレーターさんとして決まったのは──




「──プリティー☆豚ぶた野や郎ろう先生だ！　プリティー☆豚野郎先生だよ、渉わたるくん!!」




「おお！」

　奈央の口から発せられたのは、そんな弾んだ言葉だった。

　プリティー☆豚野郎先生。いやその人前ではいまいち連呼しにくいペンネームはともかく、可愛かわいらしい絵柄と緻ち密みつな構図で有名なイラストレーターさんだ。奈央といっしょに選んだ候補の中にも入っていた。まさかそのプリティー☆豚野郎先生が選ばれるなんて……

　メールには、参考となるよう何枚かのイラストデータが添付されていた。

　魅み力りよく的てきなイラストの数々。それらのほとんどはそのイラストレーターさんが今までに描かいていたサンプルだったけど、中に一枚だけ『幸せ二世帯同居計画』のラフが混じっていた。

　それは奈央の生み出したキャラクターたちが初めてイラストというカタチで具現化された瞬しゆん間かんであって──

「どうしよう……なんか感動で、言葉が出て来ないよ……」

「ああ、そうだな……」

「こういう風に実際にイラストが上がってくるのを目の前にしてみると、本当に一つの作品が出来上がっていくって実感できるっていうか……。こうやって登場人物たちに魂が入っていくんだね……」

　そっと目をつむりながら奈央がそう口にする。

　魂が入っていくっていう表現はまさにその通りの表現で、俺おれも思わずうなずいてしまうものだった。







　そんな感じにイラストレーターさんも決まった。

　それに伴って上がったモチベーションとともに、初校作業に続く再校作業も特に問題なく進んでいき。

　そしてとうとう。

「──再校の戻し、いただきました。それではこれで校了とさせてもらいますので。お疲れさまでした」

　そんな和わ田ださんからの確かく認にんを受けて。

　③の最後の作業──再校の戻しまでが終わった。

「や、やったー！　終わった、終わったよ、渉わたるくん！」

「ああ、お疲れさま、奈な央お」

「ありがとう！　これでもうあたしたちにできることは何もないんだね……あとは発売を待つだけで……」

「そうだな、人事を尽くして天命を待つってところか」

　とはいえ奈央としてはやれることはやり切った様よう子すだったので、その表情は晴れやかだった。

　自信たっぷりとはまではいかないけれど、少し前までのプレッシャーに負けそうな様子や不安そうな様子はほとんど見られない。

　何ていうか……作家の卵は、こうやって少しずつだけど本物の作家になっていくのかもしれないね。







　そしていよいよ、『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の掲載された『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』の発売日がやってくる──
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　二月十日。

　学校が終わっての放ほう課か後ご。

　俺おれたちは二人ふたりで……奈央の部へ屋やで並んでテーブルの前に座っていた。

「……それじゃあ渉くん、開くよ？」

「……あ、ああ……」

　目の前にあるのはもちろん『電撃文庫MAGAZINE』の最新号。

　発売日である今日きようの午後に、見本誌が奈央のもとに届いたのだった。

「ひょ、表紙は、『ソードアート・オンライン』だね……」

「そ、そうだな……」

「え、えっと最初は『ソードアート・オンライン』と『アクセル・ワールド』の特集で、その次は『ゴールデンタイム』と『ストライク・ザ・ブラッド』で……も、もうちょっと後ろの方かな……」

　ごくり……とツバを飲み込みながらページをめくっていく。
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　メディアミックスされた作品の紹介や次にアニメ化される作品の特集、声せい優ゆうさんのグラビアページ、作家による企画ページなんかが通り過ぎていき。

　そして──




「──あ、あったよ……！」




「！」

　とうとう……辿たどり着いた。

　奈な央おが指し示した先。

　そこには美び麗れいなプリティー☆豚ぶた野や郎ろう先生のイラストとともに……『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』のページがあった。

「す、すごいよ渉わたるくん！　ほ、ほんとに載ってるよ……！」

「ああ、載ってる……！」

「噓うそみたい……『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』に自分の作品が載ってるのを見ることになるなんて……」

　そうつぶやきながら、夢じゃないことを確たしかめるかのように、奈央が何度も何度も『電撃文庫MAGAZINE』を閉じては開き、閉じては開きを繰くり返して『幸せ二世帯同居計画』が掲載されているのを確かく認にんする。

　そこに確たしかに載っている見み慣なれた文章。

　奈な央おと俺おれの……二人ふたりの作品。

　頭では分かっていたとはいえ……こうして実際に掲載されているのを目にすると感動するもんなんだな……

「あたし……本屋でもう二冊『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』を買ってくるよ。これと合わせて、観かん賞しよう用ようと保存用と布教用にする……」

「そうだな。そうしよう……」

「うん、そうする……えへへ……」

　幸せを嚙かみしめるかのように奈央がじんわりとした笑えみを浮かべる。

　しばしそんな風に初掲載の余よ韻いんに浸ひたりながら『電撃文庫MAGAZINE』のページをめくっていて。

「……お？」

　と、そこで見慣れた名前を目にした。

『幸せ二世帯同居計画』よりもだいぶ前のページに載っていた、『ダブルワールド・クロニクル～二ふたつの世せ界かいの英えい雄ゆう譚たん～』という作品の作者。

　そこにあったのは。




〝久く遠おん寺じ三み月つき〟




「これって……」

　確か……あの授じゆ賞しよう式しきの時に絡んできた高校生美少女小説家（自称）だよな？

　ちょっと賑にぎやかというかどちらかと言えば騒さわがしい感じの女子。あの高校生美少女小説家（自称）も同じ『電撃文庫MAGAZINE』に掲載してたのか。しかもよく見てみればこっちは短たん編ぺんを全文掲載と書いてある。むう、さすがに電撃文庫MAGAZINE賞を獲とってるだけはある。本人はなんかコンプレックスを持ってるみたいだったけど、普通にすごいな……

「あれ……この『ダブルワールド・クロニクル～二つの世界の英雄譚～』って、久遠寺さんのだよね？　授賞式で会った……」

　奈央も気付いたのか、そう言ってくる。

「ん、たぶん」

「だよねだよね！　わあ、すごいなー！　まさかおんなじ号になるなんて。なんか知ってる人といっしょに載ってるって思うと倍嬉うれしいよー！」

　本当に嬉しそうに奈央が声を弾ませる。

　これはこれである意味同期デビューってことになるのかね？　授賞式での一件といい、何だか妙な縁えんがあるな、あの高校生美少女小説家（自称）とは。

　とまあ、そんな風に『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』デビューを果たして。

　それから奈な央おは一日に三回は『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の載っている『電撃文庫MAGAZINE』を見返したりした。

　そこに載っている『幸せ二世帯同居計画』を確たしかめるかのように大切そうにページをめくる。

　その度たびに口元を綻ほころばせて、奈央はむふふ～♪　ととろけそうな表情をしていた。本当に感無量なんだろうな……

　他ほかにも『電撃文庫MAGAZINE』発売に伴って、ネットでの感想や評判なども目にすることもあった。

　それらは好意的な反応から否定的な批判まで様々。

　当然ハッキリと面おも白しろくないと書かれることもあって、それを見た奈央は叱しかられた仔こ犬いぬみたいなしょんぼりとした顔をしていたが、それも褒ほめてくれている感想を目にするとすぐに元気になった。

　何ていうか、作家にとって自分たちの書いた文章ってのはほとんど子供みたいなもんだ。

　それを褒められれば嬉うれしくなるし、いかにそこにちゃんとした理屈があっても悪く言われればそりゃあ悲しい気持ちになる。ましてや心ない言葉で一方的に糾きゆう弾だんされたりするのは本当にしんどいもんだ。直接執筆をしていない俺おれでもそう感じるんだから、奈央はもっとだろう。深く考えずにそういうことをしている人たちは、そういう何ていうか、作家にもちゃんと心があるってことも少し考えてもらいたいっていうのは望みすぎかね。

「……」

　と、そんな具合に色々なことがありつつ、『幸せ二世帯同居計画』が掲載された『電撃文庫MAGAZINE』が発売されて、二週間ほどが経たった。

　そんなある日──
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　その日も一日の授業を終えて、奈央は本日はテニス部の活動があることからその日の執筆活動は休みということになり、一人ひとりで下校しようとしていた時のことだった。

　上うわ履ばきを履き替えて校舎から出て、校門のところにさしかかったところで、人だかりができているのが目に入った。

「……ん？」

　ざわざわとした騒さわがしい雰囲気。

　何やらただ事ではない様よう子すである。

「なあ、あれって桜さくらヶが岡おか女じよ学がく院いんだよな……？」

「うん、あの制服、そうだよね……」

「あんな超お嬢じよう様さま学校の子がうちに何か用でもあるのかな……？」

「だれか兄弟でも通ってるとか……」

　周りからもそんなささやきが聞こえてくる。

　よく分からんが、だれか有名人でも来てるのかね……？

　とはいえ特に興きよう味みはなかったため、そちらに目を向けることもなくそのまま通り過ぎようとして。




「──あ、見付けた！」




「？」

　そんな声が背中から聞こえてきた。

　どこかで聞いた覚えのあるメゾソプラノな声。

　振り返ってみるとそこにいたのは──

「久く遠おん寺じさん……？」

　それは授じゆ賞しよう式しきで見た顔にしてつい先日『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』で見た名前。

　高校生美少女小説家（自称）こと……久遠寺三み月つきだった。

　制服姿の久遠寺さんはずんずんと近づいてくると。

「ちょっと、出てくるのが遅いわよ！　五分くらい待ったんだから！　この超多忙な私を待たせるなんていい度胸してるじゃない！」

　いきなりそんなことをのたまった。

「え？　いや、待たせたって……」

　そもそもこの高校生美少女小説家（自称）と約束なんてした覚えがない。

　それに五分ってほとんど待ってませんよね……？

　そんな突っ込みに。

「私が待たせたって言ったら待たせたのよ！　それにタイムイズマネーって言うでしょう。売れっ子で超過密スケジュールな私の五分はあなたみたいなウスバカゲロウの五日間に匹敵するのよ。いわば百倍の時間のロスよ、百倍！」

「……」

　一体どういう計算式で百倍っていう数字が叩たたき出されたのかさっぱり分からない。

　とはいえもうその辺にこだわると話が進まなそうだったのでそこはスルーするとして。

「それでどうしてここに……？」

　授賞式で会った時には、特に連絡先とかは教えていなかったはずだ。

　すると。

「あの時に着てたあなたたちの制服から調しらべたのよ。最初は編へん集しゆうに教えてもらおうと思ったんだけど、個人情報だからとか何とかで教えてくれなくって。まったく、肝心な時に使えないんだから……」

「なるほど……」

　とりあえず久く遠おん寺じさんがここに来ることができた理由は分かった。

　だとしたら次に疑問になるのは。

「それで……俺おれたちに何か用なのか？」

　それだった。

　二つ目にして最大の疑問。

　この高校生美少女小説家（自称）が編集さんに訊きいたり制服を調べてまで俺たちを訪ねたかった理由は何なんだろうね？

　その問いに。

「そんなの決まってるでしょう──」

「？」

　そこで久遠寺三み月つきはすっと眼めを細めると、剣けん吞のんな表情になって。




「今日きようは……あなたたちを抹殺しに来たのよ！」




「え？」

　何か今……非常に物ぶつ騒そうなことを言わなかったか？

「……聞こえなかった？　抹殺って言ったの！　英えい語ごにしたらジェノサイド！　虐いじめぬいた挙げ句に殺すって意味よ！　いいから今すぐに死んでちょうだい！　いや私自らの手で執行してあげるわ！」

　そんなワケの分からないことを言いながらぽかぽかと殴りかかってくる。

「い、いてて……！　ちょ、ちょっと待て！　何かよく分からんけど、別に俺たちは久遠寺さんに抹殺されなきゃならないようなことしてないだろ!?」

「したわよ！　あなたたちは……私を抜いたんだから！」

「え？」

「そ、それも一生に一度の華々しいデビューの場面で……！　抜かれたら抜きかえさなきゃならない、それはこの世の中の鉄則……でもあなたたちは、この『受じゆ賞しよう組ぐみ』の私に格下である『拾い上げ組』のあなたたちを抜かせるなんて無ぶ様ざまなことをさせるつもりなの!?　それだったらその前に……抹殺してやるっ……！」

　両手を振り回しながらさらにぐいぐいと詰め寄ってくる。

　ぬ、抜いた抜かないって何の話だよ……!?

　まるで身に覚えがないというか……

　おまけに。

「お、おい、聞いたか？　何かあいつ、あの女の子に抜かせようとしてるらしいぞ……？」

「え、それって……そういう意味だよね……？　ドン引き……」

「うわ、最低……」

　周りからはそんな声まで聞こえてくる。うう、最悪だ……

「と、とにかくちゃんと説明してくれ！　何を言ってるのかさっぱり分からない！」

「う、うるさいっ……！　そのことはあなたたちが一番よく分かってるでしょう……！　いいから黙だまって抹まつ殺さつされなさいよ……!!」

「だ、だから……」

　とにかくこのままじゃ話にならない。

　何とかして落ち着かせるべく声をかけ続けていると。

「う、うう……な、何で私がこんな目に遭わなきゃいけないのよ……輝かがやかしい将来を約束された未来の超売れっ子作家候補のはずなのに……そ、それが、よりにもよってこんなデビューからケチを付けられるなんて……う、ううっ……うわぁああああああああああん……！」

「!!」

　とうとう泣き出してしまった。

　その大きな目から涙を溢あふれさせて、辺り一帯に響ひびき渡るような大声で泣きわめき始める。

　え、いやちょっと、これどうすればいいの……？

「あ、あのさ、ひとまず落ち着いて……」

「うわぁあああああん……うるさい！　ばか！　あほ！　この人でなし……！　どうしてこんなことになってるのよぉおおおおお……！」

　なだめようとしてもまったく取り合ってくれない。

　もうこれ以上ここでやり取りしていては俺おれの社会的立場が完全に赤信号だ。

「うわぁああああああああん……！」

「ス、スマン！　少し場所を移そう！」

　まだ大声を上げる高校生美少女小説家（自称）の腕を引いて。

　俺は急いでその場を離はなれたのだった。







「……落ち着いたか？」

「…………ん」

　学校から五百メートルほど離れたカラオケボックスで。

　俺おれは久く遠おん寺じさんと向き合って座っていた。

　さっきまでお気に入りのオモチャを取り上げられた子供のように泣いていた久遠寺さんも、ここに連れてくるまでの時間で少しは落ち着いてくれたみたいだった。今は少し前とは一転して、仏像になってしまったかのように押おし黙だまっている。

「それでさっきまでのことなんだが……」

「……」

「一体何のことなんだ？　その、抜いたとか抜かれたとか……まったく身に覚えがないんだが」

　まずはそこから説明してもらわなきゃ始まらない。

「……」

「……」

「……」

　しばらくの間久遠寺さんは無言のままだった。

　だけどやがてゆっくりと唇を動かすと。

「…………『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』…………」

「え……？」

「……だから、今月号の、『電撃文庫MAGAZINE』よ。見てないの……？」

　ぼそりとそうつぶやいた。

「え、いや見てるけど……」

　それこそ奈な央おといっしょに穴が空くくらいに。

　それが今回のこの一件と何か関係しているのか？

　あ、そういえばこの美少女（略）も今月の『電撃文庫MAGAZINE』でデビューだったんだっけか。ん、ひとまずそのことに触れておいた方がいいのかな。

「そういえば久遠寺さんも今月号に初掲載だったな。デビューおめでとう──」

　なのでそう言いかけたところ。




「──っ！　ど、どの口がそんなことを言ってるのよ……!!」




「え？」

　突然、爆ばく弾だんに火が点ついたかのように久遠寺さんが荒ぶった。

「な、何がおめでとうよ……！　そ、その華々しいデビューにあなたたちが泥を塗ったんでしょうが……！　他ほかならない、『拾い上げ組』のあなたたちが……っ！」

「ど、泥？」

「そうよ！　しょ、賞しようも獲とってない『拾い上げ組』のくせに、この『受賞組』にして未来の超売れっ子作家の私の順位を抜くなんて……そんなこと、あり得ないあり得ないあり得ないっ！」

「順位？」

「認めたくもないことだけど……あなたたちの『しわ寄せ二世帯転落計画』は二位で、私の『ダブルワールド・クロニクル～二ふたつの世せ界かいの英えい雄ゆう譚たん～』は三位だった！　もう意味が分からない……これは陰いん謀ぼうよ！　国家ぐるみの壮大な陰謀に違いないわ……！」

　シャー！　と威い嚇かくしながらそう声を上げてくる。

　ちょっと待て、その順位ってのは何なんだ……？

　いきなりそんなこと言われてもワケが分からないんだが。

　初めて聞いた単語に困惑する俺おれに。

「何よその顔は。まるで順位なんて自分たちには関係ないみたいなすまし顔をしちゃって。ネンネじゃないんだからカマトトぶるんじゃないわよ……！　読者の人気アンケートの順位なんて、どうでもいいってわけ……！」

「読者人気アンケート……」

「そうよ。聞いてるでしょう。『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』に付いているハガキで集計されるアンケートよ」

「……」

「……」

「……」

　しばしの沈ちん黙もく。

「え、何……？　もしかして本当に知らなかったの？」

「え、あ、ああ。そんなもん、これっぽっちも聞いてない……」

『電撃文庫MAGAZINE』が発売された後に、何回か和わ田ださんたちと会って打ち合わせをしたが、その時にもそんな話は出なかった。順位が何位だったとかいう以前に、そもそも順位の存在自体聞かされていない。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。今確かく認にんしてみる……」

　分からないことばかりだったので、とりあえずスマホで編へん集しゆう部ぶに電話して和田さんに訊きいてみたところ。

『え？　今月の『電撃文庫MAGAZINE』の順位ですか？　ええと……ああ、はいはい、確たしかに『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』は二位でしたよ。おめでとうございます。え、どうして教えてくれなかったかって？　いやー、そもそもあんまり順位のことを訊いてくる作家さんがいませんし、ここのところ原げん稿こうの読み込みで忙しくてついつい忘れてしまっていて……』

　とのことだった。

「……」

「……」

「……」

「……あー、つまり話を総合すると、久く遠おん寺じさんは俺おれたちの作品の順位が自分のより上だったことが気に入らないってことか？」

　どういった経緯いきさつかは知らないけど、この高校生美少女小説家（自称）は『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』での自分の作品の順位が気になって訊きいてみた。すると『ダブルワールド・クロニクル～二ふたつの世せ界かいの英えい雄ゆう譚たん～』は三位であり、俺たちの『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』が二位であることが判明した。受じゆ賞しよう組ぐみの自分が拾い上げ組の俺たちに負けた……そのことが許せずに、俺たちを抹まつ殺さつするためにわざわざ制服を調しらべてまでやって来たと。

「そ、そうよ！　ただでさえ私が三位なんておかしいっていうのに……何であなたたちが二位なのよ！　一位じゃないのはまあ仕方ないにしても、普通に考えたら賞持ちの私の方が上に来るのが当たり前でしょう！　受賞組なんだから！」

「いや、でもそんな『電撃文庫MAGAZINE』での順位までそこまで気にしなくても……」

　和わ田ださんもあんまりそのことについて訊いてくる作家もいないって言ってたし。

　それに俺たちの方がたまたま高かったとは言っても、順位自体は別に悪いものじゃなくてしっかりと三位には食い込んでるわけなんだから……

　するとそれを聞いた久遠寺さんは。

「──甘いっ！」

「！」

「『電撃文庫MAGAZINE』の順位は少なからず編へん集しゆう部ぶや営業部の耳に入る……ということは、ひいてはいずれ出る文庫の初版部数に影えい響きようする……そして初版部数はある程度そのまま売り上げに直結するの！　だからこれを見過ごすわけにはいかないのよ！」

　そこで一度言葉を止めると。




「──私は、売れるものを書きたいのっ[image: !!!]」




　ドン！　という効果音が背中から聞こえてきそうなほど大きな声で、久遠寺三み月つきはそう言い放った。

「売り上げこそが、この何もかもがあやふやなライトノベル界の中で唯一の正義！　初版部数は実弾、累計部数は大砲よ！」

[image: ]

　まったくもって迷いのない口く調ちようでそう言いきる。

「そ、そういうものなのか……？」

「そうよ！　売り上げが伴ってなければどんなキャリアのあるベテランでもただの老害……ましてや若手なんて墜つい落らくした豚よ！　私は豚になんてなりたくないし老害にもなりたくない。そのためにデビュー前から売れ筋をとことん研究したの！　少し前までは『学園ラブコメ』、それから後に『魔ま王おう』ブーム、そしてネット小説に端を発した『俺TUEEE』……それらから考えて書き上げたのが『ダブルワールド・クロニクル～二ふたつの世せ界かいの英えい雄ゆう譚たん～』だったっていうのに……」

「……」

　いやそんな売れ筋とかブームとかあるもんなんだね。

　というかデビュー前からそこまで色々とデータを調しらべてるなんて、本気で売り上げのみを作家としての指標として考えているのか。その根性はある意味すごいというか……

　目の前の高校生美少女小説家（自称）のリサーチ能力に感心していると。

「それであなたたちはどうなの！　『しわ寄せ二世帯転落計画』は『学園ラブコメ』に分類されるジャンルみたいだけど、この時期にこれを出すってことは何か考えがあってのことなんでしょうね？」

「え、いやそんな深いことは考えてなくて……」

　奈な央おの最も書きたいテーマが『家族』であることからこうしただけだ。

　ブームだとか売うれ線せんだとかはまったくもって考えてなくて、ラブコメとか学園とかの要素は、主に編へん集しゆう部ぶからの助言で追加した部分が多いわけだし……

　するとその返答が不満だったのか。

「…………そう、あなたたちもそういう類たぐいの人種なのね……」

「え……？」

「……自分たちの書きたいものだとか、テーマだとかの綺き麗れい事ごとをすぐに前面に持ち出してくる偽善者ども……！　そういう何の苦労もしないで作品作りをしてるようなやつらが一番むかつくのよ……！　電でん撃げきでも○×とか●●▲とか……。自分の好きなものを好き勝手に書いて売れてるやつらなんかに……絶対負けたくない！　書きたいものが売れてるもののやつらなんて死ねばいいんだから……！」

　威い嚇かくモードに入ったネコみたいな目で睨にらみ付けながらそんなことを言ってくる。うーん、徹てつ底ていしてるなあ……

　でもまあ──そういう考え方もありなのか。

　奈な央おはあくまでも子供の頃ころに自分を救ってくれた電でん撃げき文ぶん庫こに感かん謝しやして、それと同じように自分の本を読んでくれただれかに新しい世界を贈おくりたいというモチベーションで執筆をしているが、何もそれが全すべてじゃないだろう。作家がいればその作家の数だけ書きたい動どう機きってもんはあるだろうし、こうやって売り上げのみを執筆のモチベーションと考えているだれかがいてもおかしくはないはずだ。

　俺おれは納得した気分になって。

「あー、まあ、久く遠おん寺じさんの考え方は分かった……」

「…………」

「それで久遠寺さんはどうしたいんだ？　久遠寺さんの考え方を否定するつもりはないけど、だからって抹まつ殺さつされてやるわけにはいかないぞ」

「……ちっ……」

　心の底から悔しそうに舌打ちをしてくる。本当に抹殺しようとしてたんですね……

「まあ……本当に抹殺してしまったら私が犯罪者になってしまうからそれはやめておいてあげるわ」

「……」

「だったら──代わりに責任を取ってちょうだい！」

「責任……？」

「そうよ。あなたたちには私の華々しくも麗うるわしくなるはずだったデビューを台無しにしたことに対して、その身を削ってでも奉仕して償つぐなう義務があるわ！」

「そんなこと言われてもな……」

　どうすればいいっていうんだ。

　すると久遠寺さんは少しだけ考えるような素振りを見せて。

　真まっ直すぐに俺の顔を見ながら、こう言ったのだった。




「……そうね、ちょうどいいわ。これから行く取材とリサーチに付き合いなさい」







[image: 第３章]













　　　　０




　辺り一面が、肌はだ色いろだった。

　思わず目を覆おおわんばかりのまばゆい肌色。

　周囲にあったのは……何というか、その、そういった肌色がメインに使われているちょっと大人おとな向けなＤＶＤの数々。

「…………あ、あのさ、久く遠おん寺じさん」

「……な、何よ？」

「…………何で俺おれたち、こんなところにいるんですかね……？」

　思わずそう口にしてしまう。

「だ、だから、取材だって言ったでしょ。私は『ダブルワールド・クロニクル～二ふたつの世せ界かいの英えい雄ゆう譚たん～』の一巻を四月に発売することが決まってて、今その二巻を書いてるんだけど……そのための取材よ」

「いや取材って……」

　この……辺りを埋め尽くす肌色メインの場所が……？

　どう見ても思春期の男子高校生が時折迷い込んでしまう青春の迷路地帯にしか思えないんだけど……

「しょ、しょうがないでしょう……！　次の巻で、サブヒロインの姫ひめ騎き士しを敵の下僕であるオークたちが陵りよう辱じよくするシーンがあるんだから……。そのシーンで使われる器具とかを見たり、参考になるＤＶＤとかがないかをチェックするために、仕方ないから来たのよ……！」

「は、はあ……」

　陵辱シーンって……

「な、何よその反応は！　私は自分が書くものについては絶対にきちんと取材してから書きたいの！　それが全部使えるかどうかは別として、しっかりと調しらべ上げたものじゃないと売り上げに響ひびくかもしれないでしょう！　これは必要なことなのよ！」

　声を荒らげながらそう言ってくる。

　う、うーん、言ってることはたぶんものすごくいいことで正せい論ろんなんだろうが、何せ周りにあるものがな……

　──久遠寺さんに連れられて俺たちがやって来ていたのは……秋あき葉は原ばらだった。

　駅前にある通称エロタワーと呼ばれている大型店てん舗ぽ。

　そこには今見ているような肌色のＤＶＤやら、その、そういった大人のオモチャやらが山ほど並んでいて……う、うーん、本当に何だってこんな状況になってるんだろうね……？

「ま、まあ、何だかんだ言ってもあなたがいてくれたおかげで助かったわ。私のデビューを台無しにしたことの当然の償つぐないとはいえ、おかげで懸けん案あん事項だった取材が何とかなりそうだから……」

「あー、それはどうも」

「な、何よ、いちおうこれでも本当に感かん謝しやしてるのよ。そ、その、こういうところは私一人ひとりじゃなかなか入りにくいでしょう……？　なんかその、そういう目で見られそうだし……」

「……」

　ああ、うん、確たしかにこれは女の子一人だと入りにくいな……

　というか俺おれがいっしょにいても入りにくさに変わりはないんだけど、人数が増えた分少しだけその気恥ずかしさが希釈される感じか。赤信号みんなで渡れば怖くない的な。まあ場所が場所とはいえいちおうは取材だっていうし、これで目の前の高校生美少女小説家（自称）の逆さか恨うらみがなかったことになるならそれもいいか──

「ねえちょっと。これ、買ってきてくれない？」

「ん、どれだ？」

「これよ、これ」

　そう言いながら久く遠おん寺じさんが差し出してきたのは、『俺のオークがこんなに姫ひめ騎き士し好ずきなわけがない』というタイトルのアニメＤＶＤ。

　もうあからさまに肌はだ色いろの露ろ出しゆつ率りつが臨りん界かい点てんを超えていて、カバーのところでなんかブサイク極まりない豚ぶた面づらがアヘ顔で女の子の太ふと股ももを舐なめ回している。

「買えるかこんなもん！」

　よりによって何て選択をしてるんだよ！

　そもそも制服を着てる時点で十八禁の品物を買うのは完全にアウトである。

「……ちっ、役に立たないわね。これくらい買うのに恥ずかしがるような顔をしてないでしょうに……」

「…………」

　……前言撤てつ回かい。

　……思ったよりも難なん儀ぎそうだ、これ……
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　さて冒頭でも言った通り、俺がこんなところにいるのは……久遠寺さん曰いわく「彼女のデビューに泥を塗った！」ことの償いとして彼女の取材とリサーチに付き合うためだった。

　まあそれ自体はほとんど逆恨みというか理不尽な要求だったんだけど、俺はそれを承しよう諾だくすることにした。何ていうかここでこれ絡みの禍か根こんは断っておかないと後々面めん倒どうなことになりそうだったし、それに取材ってもの自体にはけっこう興きよう味みがあったんだよ。奈な央おとも、その、デートシーンの詳細を実じつ体たい験けんするためにやってみたこともあるし、他ほかの作家がどういう風にそれをやっているのかは常々気になってはいたことだった。

　なので。

「──なあ、久く遠おん寺じさんはいつもこうやって取材するのか？」

「ん？　ええ、そうよ。取材は執筆には不可欠ね」

「そうなのか。なあ、もしよかったらどういう風にして取材をしてるのか、コツみたいなものがあったら教えてくれないか？」

　そう頼んでみたところ。

「はあ？　何で私がわざわざそんなことをしなきゃいけないのよ。面倒くさい……」

　本当にイヤそうにそう言ってきた。

　うーん、まあこの辺は予想通りの反応だな。

「そこを何とか頼むよ。ほら、やっぱり『受じゆ賞しよう組ぐみ』の人たちがどうやって取材をやってるのか、『拾い上げ組』の俺おれたちとしては興味があって……」

「『受賞組』……！」

　その単語に、久遠寺さんはぴくり！　と反応した。

「ああ、『受賞組』の久遠寺さんの『受賞組』としての経験に基づくありがたい話を『受賞組』ならではの視点で話してもらえればと思って……」

「……そ、そうなの？　ま、まあそういうことなら仕方がないわね……。正直言ってうちで飼ってるインコとしりとりでもしてた方がマシってくらいに面倒だけど、持てる者が持たざる者に施しをするのはある意味で義務でもあるわけだから」

　まんざらでもなさそうな表情でそう言ってくる。

　……うん、なんかこの子の操そう縦じゆうの仕方が少しだけ分かってきた気がするな。

「それじゃあ説明してあげるわ。まあ、別に取材っていっても特別難むずかしいことをしているわけじゃないんだけどね」

　というわけで、久遠寺さんによる取材講こう義ぎが始まった。




【ライトノベル作家を目指して！　⑦取材のやり方】

「まず取材の意義だけど……さっきも言ったけど、私は自分が書くものについて不勉強な部分があったら、必ず取材に行くことにしてるの。どうしてかって、取材するかしないかだったらした方が作品のクオリティが上がるのは確かく実じつだし、作品のクオリティが上がればそれは売り上げに繫つながると思うから」

「ふむふむ」

「とはいっても取材した内容を全部そのまま作中に使うわけじゃないわ。取材で集めた資料全すべてを落とし込んでもかえって分かりにくくなることもあるし、内容的に問題があることもあるし」

「ん、それはそうだよな」

「ま、その辺は適当に取捨選択する感じかしら。で、その取材をする過程だけど……ざっとこんな感じよ」





　分からない部分が出てくる。

　↓

　まずはネットや手持ちの本などで調しらべてみる。家族や友達などにそういったことに詳しい人がいないか訊きいてみる。

　↓

　必要だったら資料としての本やＤＶＤなどを購こう入にゆうする。

　または実地で直接それらを取材する。

　↓

　それらの資料を読み込んで、作品に使えるように落とし込む。






「どう？　別に特別なことは何もないでしょう」

「確たしかに……」

　これだけを見る限りでは奈な央おと俺おれとがやったものとそう大差はない。

「まあでもこれだけだとあんまりにも不親切だから、いくつか『受じゆ賞しよう組ぐみ』としての私なりのポイントを挙げてあげようかしら」

　久く遠おん寺じさんはふふんと笑うと。

「たとえば集めた資料は当然その後に読み込むわけだけど、そういった資料を読み込む時には気を付けてることがあるわね」

「気を付けてること？」

「ええ、そう。これは資料に限らず何かを読み込む時全般に言えることなんだけど……とにかく、一回目の読み込みで全部を理解しようとしないこと。最初はパラパラと流し見をするレベルで気になるところに赤あか線せんなり付ふ箋せんなりでチェックしておくくらいでいいの。で、同じことを何回か繰くり返す。その際はあんまり細部にこだわらないで、資料の全体の流れというか輪りん郭かくをぼんやり摑つかむ感じね。長い時間をかけて資料を隅から隅まで一回読むよりも、このやり方で三回読んだ方が有効よ。これは試し験けん勉強とかでもそうだから、一度やってみるといいわ」

「へえ……」

　資料は一回でしっかりと読み込んだ方がいいのかと思ってた。

　これは確たしかに寝耳に水だな。

「またその際には速読ができると便利かもね。自己流だけど、そのためには書かれている文字を頭の中で音読しちゃだめよ。文字をそのまま概念として理解するの。たとえば『温泉』っていう単語が出てきたら『おんせん』って頭で音読するんじゃなくて、『温泉』っていう字面から直接イメージを理解できるようにするの。字を『読む』んじゃなくてカタチを『見る』感覚かしら？　最初は難むずかしいかもしれないけど、これができると楽がく譜ふとかも早く読めるようになるわよ」

「はー……」

　そういうもんなのか。

　そんなこと考えたこともなかった。

「あとは応用としては、私は本を読む時は二カ所同時に読み進めてるわ。見開きのものだったら一ページ目と二ページ目を同時に。そうすることでさらに読む時間を短たん縮しゆくできるの。まあこれはちょっとした応おう用よう編へんだけど……」

「……」

「テクニカル的なことはそれくらいね。実用的な面としては……そうね、どこか実地に取材に行く場合は基本的には許可とかはいらないと思うわ。お店の名前とか商品名とかをそのまま作中に使う場合は別だけど、参考として作品に活いかすだけなら特にことわらなくても大丈夫だと思うわ」

「ああ、それはそうかもな」

「それと取材時にだれか人から話を聞く時には、ＩＣレコーダーを用意しておくといいかもね。それが無理な場合はスマホとかの録ろく音おん機き能のうでもいいから、とにかく録とっておくこと。人間の記き憶おくなんて曖あい昧まいなものだからちゃんと客きやつ観かん的てきな記録を残しておくのは必ひつ須すね。あと録音していてもメモは取った方がいいわね。その時にその人から話を聞いて気付いた自分の意見がその場で書き残せるから」

「なるほど……」

「──ま、だいたいこんな感じかしら？　これくらいのことを気を付けるだけで、取材と資料集めはぐっと楽になるわよ」

「いや、すごいな……」

　取材一つ取ってみてもここまで色々と考えてやってるんだな……

　今まではちょっとアレな騒さわがしいだけの子という印象だったが、少しばかりそれを見直さないといけないかもしれんな。

　だけど久く遠おん寺じさんは特にそれを誇ることもなく。

「こんなこと当然よ。──私は、売れるためなら何でもやるから」

「……」

　ここは絶対に自慢してくるところだと思ったのに、この子にとってはこれくらいのことは当たり前のことで、特にアピールするようなことじゃないってことか……

「何よその顔は？　さ、いいから次に行くわよ」

「ん、あ、ああ」

　目をパチパチとさせる俺おれにそう言って、エロタワーから離り脱だつしたのだった。
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　久く遠おん寺じさんに次に連れて行かれた先は、本屋だった。

　エロタワーからそう離はなれていない場所にある大型書店。

　そのコミックやライトノベルのあるフロアに、二人ふたりで並んで立っていた。

「？　こんなところで何をするんだ？　何か本屋で取材するもんでも……？」

「ん、違うわ。取材とリサーチに付き合ってもらうって言ったでしょ。これはそのリサーチの方よ」

「リサーチ……」

　って、そういえばそんなことも言ってたな。

　けどリサーチって、一体何をリサーチするってんだ？

　若干困惑顔になる俺に。

「細かいことはいいから、まずはフロアを見て回って。特にライトノベルのある辺りは念入りにね」

「ん、ああ」

　言われている意図が分からなかったが、とりあえず言われるがままに店内を見て回る。

　さすがに大型書店の専門フロアだけあって、ライトノベル売り場はかなりのスペースだった。

　両手で抱えきれないほどの大きな平台に、新刊をはじめとして、アニメ化されている作品やドラマＣＤなどのメディアミックス化されている作品、帯に有名作家の推すい薦せんコメントが入っている作品などが目に入ってくる。他ほかにも店員さんの手書き推薦ポップなんかもあったり。そういえばこうやってじっくりと本屋のライトノベル売り場を見たことはなかったけど、本当に色々あるもんなんだな……

「にしてもライトノベルは色んな出版社から発売されてるんだな……」

　ざっと見ただけでも十を超える出版社が目に付く。

　電でん撃げきを初めとして富ふ士じ見み、角かど川かわスニーカー、ＭＦ、ガガガ、スーパーダッシュetc……。そういえば二〇〇〇年代に入ってライトノベルに新規参入する出版社が激げき増ぞうしたって、トメ姉ねえが言ってたっけか。今では六十を超えるほどのレーベルがあるとかないとか。すごいもんだね。

　そんなことを考えながらライトノベルのスペースを通り過ぎる。

　次に目に入ってきたのは、マンガのスペースだった。

「こっちはマンガか……おお、これってライトノベルが原作のやつなのか？」

　数ある様々なマンガの中に、ライトノベル原作と書かれたものが目に入った。

　それもよく探してみると一冊や二冊じゃない。というかライトノベルのコミックだけで一つのコーナーを作れそうなほどだ。や、コミック化されているライトノベルもあるってのは聞いていたが、ずいぶんたくさんあるんだな。こうして改めて見てみるとちょっとしたカルチャーショックというか……

「ずいぶんとライトノベルは色んな分野に進出してるんだな……」

　思わずそんな感想が口から出る。

　そうやって一通りフロア内を見終えて、久く遠おん寺じさんのもとへと戻った。

　久遠寺さんは俺おれの顔を見て。

「──さ、どうだった？　ライトノベルのコーナーを見てみて、何か目立つのはあった？　平ひら積づみにされてるのとか、ポップが付いてるのとかあったでしょう？」

「ん、ああ、あったな」

「そういったやつが今書店にプッシュされてるやつよ。書店でプッシュされているということは、ひいてはブレイクしかけている作品ってこと。電でん撃げきで言えば『ねじ巻まき精せい霊れい戦せん記き　天てん鏡きようのアルデラミン』とか『ネトゲの嫁よめは女おんなの子こじゃないと思おもった？』とかが今は一押しね」

「そうなのか？」

「そうよ。それくらい、少し考えれば分かるでしょ？　これから売れそうなものは必然的に推される。世界の理ことわりよ」

「……」

「他ほかにもマンガのコーナーがあったでしょう？　色々とライトノベルに関連があるものがあったんじゃない？」

「ん、そうだな、ライトノベルがコミック化されたのとかがあった」

「そうね、ライトノベルのコミック化は少し前からだいぶスタンダードになってきてるわ。マンガは比較的ライトノベルに近い性質を持ってるから、二つの親和性は高いんでしょうね。だからマンガの売れている傾向を見ることで今のライトノベルの売れ筋の参考にすることができるの。今言ったみたいにライトノベルのコミカライズもかなりの量が出てるしマンガ原作をやってるライトノベル作家も多くなってきているからね」

「なるほど……」

「リサーチっていうのは、簡かん単たんに言ってしまえばそういう売れ筋とか流は行やりものとかの情報を収集すること。それもライトノベルだけじゃなくてその周辺のメディアも含めてのね。その辺のちゃんとした情報を持ってないと、売り上げに繫つながるような作品を書くことなんてできないもの」

「……」

　なんかもういちいちもっともすぎて返す言葉がない。

　やっている行動が全すべて理にかなっていてムダがないというか……

　リサーチに関する一連の久く遠おん寺じさんの行動と考え方に心の中でうなずき返すしかなくなっていると。

「じゃあ次の本屋に行くわよ」

「え、次？」

「そうよ。一店てん舗ぽだけじゃ何が売うれ線せんなのか分からないでしょ。ローラー作戦は基本中の基本よ」

　そう言って、ずんずんと歩き出した。







　そんな感じに、何店も書店を回った。

　駅ビルの中に入っている大型書店から個人経営の小規模書店、アニメ専門店の中にある書しよ籍せきコーナーまで。

　二時間ほどかけて、十店舗くらい回ったかね。その度たびに平ひら積づみにされている作品や推おされている作品のチェックをしたり、在庫状況を訊きいてみたり、店舗に飾られていた作家のサイン色紙の数までチェックしたりもした。いやこれ、地味に見えてけっこう大変な作業だぞ……

「久遠寺さんはこういうリサーチを今までずっとやってたのか……？」

「ええ、そうよ。作家になろうって思ったその日から、ずっと。ちなみにこれで終わりじゃないわよ。これから買ってきためぼしいライトノベルを読んで、その内容を分析しなきゃいけないんだから。小ネタとかシチュエーションとかを勉強したり構成を分解して要素を抜き出してみたり……あ、面おも白しろいと思ったところに付ふ箋せんを貼はっていくいうのも、伏ふし見みつかさ先生がやってるって聞いて私もやることにしたわ」

「……」

「他ほかにもネットとかのチェックも必ひつ須す項目ね。色んな批評サイトとか読書メーターとかツイッターとかも参考にして、どういう作品がどういう評価をされているのかを調しらべていくの。エゴサーチ？　してるに決まってるでしょ！　エゴサーチを一度もやったことのない作家なんて皆無よ、皆無！　あとは順位ね。Amazon、楽らく天てん、セブンアンドアイ……この辺は明めい確かくに順位も出してくれるからそこからだいたいの文庫内での相対位置が分かるわ。後は発売後だと大おお阪さか屋やとオリコンの順位チェックは欠かせないわね。月げつ曜よう日びと水曜日はいつもドキドキしちゃう」

「……」

「昔は日につ販ぱんの順位とかもあったんだけど今はなくなっちゃったから、この二つが発売直後の初動売り上げを計る主な目安ね。ちなみにオリコンの数字からだいたいの初版部数は分かるわよ。数字が出てるものはそれを一・五倍から二倍したものがだいたいのそれよ。経けい験けん則そくから言ってるだけだから必ずしも全部が全部そうってわけじゃないけど」

「………」

　何ていうか……もう本当にやれることは全部やってるんだね。

　とことんまで徹てつ底ていした売り上げ至上主義。そりゃあそこまでやっていると、特にそういったことは何もしていない俺おれたちに順位で負けたら腹も立つか……

　少しばかりこの高校生美少女小説家（自称）の行動理由（抹まつ殺さつ）が分かったような気がしていると。

「──まあ、リサーチは今日きようのところはこれで終わりって感じかしら。さっき言った家での作業は残ってるけど、さすがにそこまで手て伝つだわせようとは思わないし」

　こっちを見上げながらそう言ってくる。

　じゃあまあ今日はこれでひとまず終わりってことか。

　軽い解放感とともにひと息吐つこうとする俺に。

「それじゃあ……今から最後の取材に行くわよ」

「？　え、まだあったのか？」

「……え、ええ、最後にして最大の関門となりそうなところがね……」

「？」

　なぜかそこで久く遠おん寺じさんが少しだけ顔を背けながら言葉を濁にごした。？　この基本的には自信たっぷりで唯ゆい我が独どく尊そんな高校生美少女小説家（自称）がこんな風に戸惑ったような顔を見せるなんて珍しいな……

「そ、それじゃあ行くわよ。付いてきなさい」

「ん、ああ」

　怪け訝げんに思いつつ久遠寺さんの後を付いていき。

　すぐに──その理由が分かった。

「……」

「……」

「……」

　久遠寺さんが向かった先。

　そこは電気街の中で場違いにピンク色に輝かがやくお城のような建物。

　ラブホテル……だった。
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　ラブホテルの中は薄うす暗ぐらかった。

　灯あかりは淡く光る間接照明のみで、少しだけ幻想的な感じに部へ屋やの中を照らしている。

　広さ自体は普通のシティホテルや広めのビジネスホテルと同じくらいであり特に言及するところはない。……ただし、周囲にある様々な何だか特殊な嗜し好こうに合致したような備品の数々を除けば。

「……」

「……」

「……」

「……なあ、久く遠おん寺じさん……」

「……な、何よ……？」

「……何で俺おれたち、こんなところにいるんだ……？」

　さっきのエロタワーにいた時以上の違和感。

　というかほとんど意味不明な心地ここちである。や、なんかやたらと枕まくら同士が近づけられたベッドや枕元で七なな色いろに怪しく光るライトとかを見ていると、何だか頭の中がグルグルとおかしな気分になってくるというか……

「しょ、しょうがないでしょう！　こ、今度の二巻に、そ、その、こういうラブホテルが出てくるんだから……！」

「……」

「だけど私はこういうところに行ったことがなかったから……だ、だから、どうにかして取材しなきゃいけなかったんだけど、一人ひとりで入るのはちょっとっていうかかなり抵抗があるし、というかそもそも一人でも入れるのか分からなかったし……」

　もごもごとそう言ってくる。

「……」

　まあ……そりゃあ普通はこの歳としでラブホテルに行き慣なれてるなんてことはないだろうけど。ていうか姫ひめ騎き士しがオークに蹂じゆう躙りんされたりラブホテルが出てきたりって、この高校生美少女小説家（自称）の『ダブルワールド・クロニクル～二ふたつの世せ界かいの英えい雄ゆう譚たん～』二巻は一体どんな話になるんですかね……？

　それにいくらラブホテルが作中に出てくるからって、さすがに自分で実地体たい験けんまですることはないと思うというか……ほら、そこら辺は想像とかで何とかすればいいんじゃないのか……？

　その突っ込みに。

「ダ、ダメよ！　どんな時でもどんな場所でも、そこが現実に存在する場所ならちゃんと取材をするっていうのは私のポリシーなの……！　ラブホテルだからといってそれは例外ではないわ……！」

「……でも一人ひとりだと入りづらいから、俺おれを連れてきたと……？」

「そ、そうよ！　オスならだれでもよかったんだけど、たまたま今回の一件で貸しがあったからあなたを選んであげたのよ。あなた、何となくその辺に生はえてる草みたいに無害っぽかったし……。そのことをむしろ誇りに思いなさい！」

　なぜかベッドの上で仁に王おう立だちになりながらそう見下ろしてくる。

　信用されてるのかバカにされてるのかもよく分からんが……はあ……もうこれは事故にでも遭ったと思って割り切るしかない。

　俺は深くため息を吐ついて。

「……分かったよ。それで何を取材するんだ？　ちゃちゃっと終わらせて早く出よう」

「あ、あなたに言われなくてもそのつもりよ！　まずは部へ屋やの間取りとか備品とかね。写真とか撮とったりするから手て伝つだいなさい！」

「へいへい」

　というわけで、ラブホテルの部屋内を〝取材〟することとなった。

　部屋の造り自体はメインとなる部屋にベッドとソファが置いてあって、それに洗面所と風ふ呂ろ場ばとトイレが付いているというシンプルなもの。

　ただしその各所各所に普ふ段だんは見み慣なれないというか用途不明な怪しい備品があるのであって……

「ね、ねえ、これは何なのかしら……？」

「……いや、これはそういうものなんじゃないのか……？」

「そ、そういうものって……そ、その、オモチャ的な……？」

「……ああ、たぶん……」

「……」

「……」

「……」

　とりあえずその辺のものは見なかったことにした。

「ここの筒みたいなのは何なんだ？　…………おお、ここから料金を支払えるのか」

「ここにお金を入れると吸い込まれて受付まで届いて、お釣りとかも同じようにして送られてくるみたいね。できる限り対面しなくても済むようにする仕組みってわけか……」

「ああ、そういえば受付もそんな感じだったしな……」

　まあそれはありがたいことだけど……

「うお、風ふ呂ろ場ばがすごいな。ジャグジーが付いてるし、なんか暗くすると七なな色いろに光るぞ……」

「これでロマンチックな雰囲気を演出しようって魂胆かしらね。そういえば電でん撃げきの某作家の家のお風呂もこんな風にジャグジー＆ライト完備だって話を聞いたことがあるわ」

「そ、そうなのか……」

　自宅にこれがあるのはうらやましいようなさほどそうでもないような……

　あ、でもそういったラブホテル的な偏見を抜きにすれば毎日ジャグジー＆七色ライト付きの風呂に入ることができるってのは少しだけ憧あこがれるか……

　とまあそんな感じにベッド周辺、入り口近く、浴室と巡って。

　一通り部へ屋やの中を見て回ったところで。

「──まあ、ざっとこんなものかしら」

「ん、そうだな」

「ふ、ふん、ラブホテルなんていうから少し緊きん張ちようして身構えちゃったけど……何よ、意外と大したことないじゃない」

　円形のベッドの枕まくら元もとにぱふんと腰を下ろしながら久く遠おん寺じさんがそう口にする。

「まったく拍子抜けもいいところね。これなら別に一人ひとりで来ても大丈夫だったかしら。ラブホテル、超余裕ね──」

　そう言って何気なく手元にあったリモコンでテレビのスイッチを入れて。

　次の瞬しゆん間かん、業務用冷凍庫で急速瞬間冷凍をされたイワシのようにフリーズした。




『あん、あん、ああ～ん……♡』




　画面に映っていたのは……その、いわゆるそういうビデオ。

　ディスプレイの中では着衣の乱れまくっている男女が文字通り絡み合っていて、肌はだ色いろが画面の至る所に乱らん舞ぶしているわけであり……

　……あ、ああ、そういえばラブホテルのテレビは基本的にこういうペイチャンネル的なものが流れるって風の噂うわさで聞いたことがあったというか陽よう介すけが言っていたような気がするんだが……って、今はとりあえずそれどころじゃない！

「…………あ、あわあわあわあわ…………」

　ベッドの上では久遠寺さんがガクガクと身体からだを震ふるわせながら壊こわれたロボットのように完全に機き能のう停止状態になってしまっている。こ、これは早く何とかしないと……！

「く、久遠寺さん、とにかく消すんだ！」

「け、消す……？　消すって何を？　私の存在を？　それともこのいやらしく乱れた世界を……？」

「……」

　……ダメだこれは！

　……完全にポンコツになってしまっている！

「と、とにかくそのリモコンを貸して！」

　役立たずな久く遠おん寺じさんの代わりにリモコンを受け取って消そうとするものの。

「ひ、ひいっ！　み、密室であるのをいいことに私に何をしようっていうの……！　こ、この変態！　痴ち漢かん！　ケダモノ！」

「あ……！」

　なんかそんな勘違いした台詞せりふを口にして久遠寺さんが暴あばれて服を摑つかんで。

　ドサリ……！

「う、うおっ……！」

「きゃ、きゃあっ……！」

　その結果もつれ合うようにして。

　ベッドの上に──二人ふたりで倒れ込んでしまった。







「……」

「……」

「……」

　静寂だった。

　二人とも無言で、まるで周囲の音が消えてしまったかのようにシンと静まり返っている。

　聞こえてくるのは……テレビから発せられるアレなアンアン音となぜか大きく聞こえてくる時と計けいの針の音だけ。

「…………」

　目の前には瞳ひとみを潤うるませた久遠寺さんの姿。

　俺おれの下に横たわるような体勢で、少しだけ上じよう気きした顔でこっちを見上げてきている。しかもベッドに倒れ込んだ拍子に制服のスカートがめくれ上がってしまっていて、その、色々とその下のデンジャラスゾーンとかが見えかかってしまっていて……。う、な、何かこの前読んだライトノベルの中にこんなシーンがあったな……

　おまけに、気付けばテレビの中の男だん優ゆうと女優（？）も同じような体勢だった。

　荒い息づかいの二人が折り重なるようにしてベッドの上で絡み合っている。……まあ、唯一違うところは、テレビの中の二人は服を何一つ着てないってことなんだが（違いすぎる！）。

「……」

「……」

「……」

　う、ど、どうしたらいいんだよ、この状況……

　もう何が何だかさっぱり分からなくなる。

　静まり返ったラブホテルの一室で、知り合って間もない久く遠おん寺じさんとベッドの上で見つめ合っている。それだけでもワケの分からないシチュエーションだってのに、なんか久遠寺さんもこっちを見上げたまま何か物言いたげな顔で黙だまり込んでしまっている。う、この高校生美少女小説家（自称）、性格はアレだけど、顔だけ見れば自分で言うだけあって確たしかにかわいいんだよな……

　そんなことをグルグルと考えながら動けずにいると。

「……そ、そういえば……」

「……？」

「まだ少し先になるかもしれないけど……これから先の『ダブルワールド・クロニクル～二ふたつの世せ界かいの英えい雄ゆう譚たん～』のシーンの中にこんなシーンがあったわ。異世界に召しよう喚かんされた主人公の騎き士しとヒロインの姫騎士のシーン……しゅ、取材だと思えば、これも有益かもしれないわね……」

　久遠寺さんはそう言うと。

「ほ、ほら……だからいいわよ……」

「え……？」

「す、少しくらいなら触ったりしても……お、男はそういうことをするのが好きなんでしょう」
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　そんなとんでもないことを口にした。

「え、さ、触るって……!?」

　突然何を言い出すの、この子は!?

　その爆ばく弾だん発言に、思わず……その、視し線せんが胸とか、脚とかに行ってしまう。

　と、それに気付いたのか久く遠おん寺じさんが。

「ば、ばか！　違うわよ！　髪に触るとか、頭をなでなでするくらいならしてもいいって言ってるの……！　オークと姫ひめ騎き士しのシーンじゃないんだから分かるでしょうそれくらい……！」

「あ、そ、そうか……」

　そりゃあそうだよな。場所が場所（ラブホテル）だからって、何をアホな勘違いをしてるんだ、俺おれは……！

「ほ、ほら、やりなさいよ。取材とはいえ、あなたごときが私の頭を撫なでられるなんて、光栄に思いなさいよね」

「わ、分かった、じゃあ……」

　そううなずき返して。

　壊こわれ物に触れるように恐る恐る……久遠寺さんの頭に手を伸ばす。

　サワサワ……サワサワ……

「ん……っ……」

「……」

「うん……ん……っ……」

「…………」

　……何で頭を撫でてるだけなのにそんなヘンな声を出すんですかね……？

「……ん……な、何だか……気持ちよくて……」

「……」

「……頭撫でてもらうのって……それだけでこんなに気持ちのいいものなのね……。知らなかった……こういうことしてもらうの……初めてだったから……ん……っ……」

　ぽわんとした表情でそんなことを言ってくる。

「…………」

　う……な、なんか……かわいくないか……？

　あの基本的には荒ぶる虎とらみたいに攻こう撃げき的てきだった久遠寺さんが、夢見るような表情を浮かべて甘えた猫のような顔で気持ちよさそうにしている。

　その姿は何だか新しん鮮せんというか普通に可愛かわいらしくて、胸の奥がそこはかとなくドクリとくるもので……

「……」

「……」

「……」

　……い、いかんいかん、何かヘンな気分になってきた……！

　ラブホテルっていう基本的な立地問題と何だかそれを助長するロマンチックな感じの間接照明が悪いってのもあるんだろうけど、おかしなことになる前に手を打っておかないと……！

　とりあえずこのまま久く遠おん寺じさんの頭を撫なで続けるのはマズそうだ。

　いったん気持ちを落ち着かせるべく手を引こうとして。

　と──その時だった。

　サラリ……

「お……」

「あ……」

　頭のところから手を引こうとした拍子に……久遠寺さんの頰ほお──というか唇と、俺おれの手がかすめるように触れた。

　柔らかで温かな感触。

　突然にして予想外の接触に……一いつ瞬しゆん頭の中が真っ白になる。

「あ──わ、悪い！　これはワザとじゃなくて……！」

「わ、分かってるわよ。あなたにそんな度胸があるとは思えないから……」

「ホ、ホントに悪い！　こ、こんなはずじゃなかったんだけど……！」

　慌てて久遠寺さんから距きよ離りを取ろうとして。

　バッと右手を引こうとした拍子に、体勢を崩した。

「おお……っ!?」

「ちょ、ちょっと……！」

　ドサリ……！

　ベッドから転げ落ちないためにバランスを取るべくお互いがお互いの身体からだに捉つかまり合って……今度はさっきよりもさらに際どくほとんど抱きつきながら押し倒すような格好で、久遠寺さんに覆おおい被かぶさる体勢になった。

「……」

「……」

「……」

　もはやテレビに映っている二人ふたり以上に絡み合った状態。

「……」

「……」

「……な、何よ……と、とうとう、オークの本性を現して襲おそうつもり……？」

「そ、そんなんじゃ……」

　とはいえ結果的には完かん膚ぷ無なきまでに押し倒してしまっているため説得力はない。

　というか即座に突き飛ばされるかとも思いきや、なぜか久く遠おん寺じさんは口では文句を言いつつも今の体勢のまま何もしようとしないし……

「……」

「……」

「……」

　時間ばかりが刻々と過ぎ去っていく。

　相変わらずやけに耳に響ひびく時と計けいの秒針の音。

　さっきまで以上に頰ほおを紅こう潮ちようさせた久遠寺さんの整ととのった顔。

　もはや何をどうしていいかこれっぽっちも分からず、俺おれの中の混乱度合いが最さい高こう潮ちように達した時だった。

　カチリ……

「……？」

　そんな音がして。

　ウィンウィンウィンウィン……

　同時に鈍にぶい駆動音とともに、ベッドがゆっくりと回り出した。

　ポカンとなる俺たちをヨソに、ベッドは俺たちを乗せたまま優ゆう雅がに牧歌的に回転している。

　それはまるでテンパっていた俺たちを笑っているかのようで……

「……」

「……」

「……ぷっ……」

「……フ、ハハハハハハハ……」

　どちらからともなく笑い出してしまった。

　空気を読まないというか、ある意味これ以上ないくらいに読んでくれたベッドに、二人ふたりして同時に視し線せんを向ける。

「な、何よこれ……いいタイミングで回りすぎでしょう……」

「ホ、ホントだな……バッチリすぎる……」

　どうやら二人してベッドの上でバタバタしていた時に何かの弾みでスイッチに触れてしまったようだったが、それにしたってこれ以上ないくらいのジャストタイミングである。

「あはははは……ま、まったく、何だか締しまらない感じね。これじゃあ私たち、まるで回かい転てん寿ず司しみたい。──まあ、でもいいわ。これも取材だと思えば有意義だったわ。これでまた売り上げへ繫つながる貴重な経けい験けんができたかと思えば、気にもならない。ケガの功名ね」

　まだ口元に笑いを残したままそんなことを言う。

　こんな時まで売り上げを真っ先に口にするんだね。

　そんな久く遠おん寺じさんを見ていて──何となく訊きいてみたくなった。

「──なあ、久遠寺さんは何でそこまで売り上げにこだわるんだ？」

「え？」

「や、もちろん売り上げが大事だってのは分かる。作家としてやっていく上で欠かせない要素の一つだってのも。だけど久遠寺さんほどこだわるのは見たことがなくて、それが少し不ふ思し議ぎだっていうか……」

　疑問なんだよな。

　この子自身、書くこと自体に決して情じよう熱ねつがないわけじゃないってことは、今日きよう一日の取材とリサーチの過程で十分に伝わってきた。あれだけ的てき確かくにライトノベルとその周辺情報を捉とらえることができていて、書くことに対するモチベーションが売り上げだけってことはないと思う。なのに何だってそこまで売り上げだけにこだわって他ほかのことは眼がん中ちゆうにないみたいな言い方をするのか……

　すると久遠寺さんは。

「え？　そんなの決まってるじゃない」

　肩にかかっていた髪の毛を後ろにさらりと流すと。




「そんなの──ちやほやされたいからに決まってるでしょう！」




　ベッドの上に片足を乗っけてそう言った。

　え……そんな理由なの？

「何よその顔は。家が貧乏で十分な売り上げを確保しなきゃ生活していけないとか、子供の頃ころにライトノベルの売り上げにまつわるトラウマがあったとかの深刻な理由があるとでも思ったの？　やっぱり何かにチャレンジするからにはその世界の頂点を、ナンバーワンをゲットしてちやほやされたい……そのためには売り上げが一番分かりやすい指標じゃない」

「や、そこまでは思ってなかったけど……」

　だけどもう少し深いというか本質的な理由があるんだと思ってたんだけど……

「ふん、前にも言ったかもしれないけど、売り上げがあれば色々なことを自由にすることができるの。作家の間でも編へん集しゆう部ぶの間でも一目置かれるしちやほやされるし、自分の立場を使ってちゃんと自分の意見を言うことができる。それは作家の世界の中でも、それ以外の世界でもね。だから私はどんな時にも自分を貫いて堂々と自じ由ゆう奔ほん放ぽうに生きていくためにも、ちやほやされるためにも、売り上げをがっちりきっちりゲットしたいの！」

「……」

　さらにそんなことを言ってくる。

　いや本当に根底にあるのはそれだけの理由（ちやほや）なんですね……

　何と答えていいか分からなくなる俺おれに。

「な、何よ、その顔は……」

「え、いや……」

「光合成に失敗したミドリムシみたいなシケた顔をしてないでよね。せっかく少しだけ愉快な気分だったっていうのに……」

　久く遠おん寺じさんがつまらなそうにそう言い放つ。

　何ていうかもう少しだけ聞かされた者の胸をドキドキさせてくれる熱あつい理由を期待してたってのは……口には出さない。

「……」

「……」

「……」

　そんな俺に、久遠寺さんは「はー……」と小さく息を吐いて。

「…………売り上げっていう、分かりやすい数字がないと、認めてもらえないのよ……」

「……え？」

「私はライトノベルを書きたい……物語を、世界を描くことは好きだし、ライトノベル作家として、ずっと自分の世界を書き続けていたい……でもそのためには、あいつらに分からせるためには確かつ固こたる売り上げを見せ付け続けないと……」

「……？」

　最後の辺りの言葉は消え入りそうなほど小さくて、よく聞こえなかった。

　振り向いて久遠寺さんの方を見るも。

「ま、まあ何でもいいじゃない。私にだって……色々あるのよ。それよりほら、そろそろ出るわよ。取材は終わったんだし、いつまでもこんなところにいてもしょうがないから」

「え、ああ……」

　何となくモヤモヤとしたものを抱えたまま。

　俺たちはホテルを出たのだった。
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「──それじゃあ、今日きようはごくろうさま。色々あったけど……まあ、いい取材とリサーチができたと思うわ」

　ラブホテルを出て。

　久遠寺さんがそう言った。

「そっか」

　本当に色々あったけど、何であれまあ役に立てたのならよかった。これでめでたく『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』の件の償つぐないも終了ってことで、俺おれとしてはひと安心ってもんだ。

　そんな俺に。

「え？　何を言っているの。これで終わりのわけないでしょう？」

「へ？」

　はあ？　と眉まゆをひそめながら、久く遠おん寺じさんがそんなことを口にした。

「まさか今日きよう一日の取材とリサーチくらいで許されたと思ったの？　今日のあなたの働きじゃ……そうね、せいぜい一割くらいの償いってところじゃないかしら」

「い、一割……？」

「そうよ。一生に一度のデビューをあんなカタチで汚された私はいたく傷ついたんだから……あと三十回は馬車馬のごとく付き合ってもらわないとね」

「三十回って……」

　今日の貢献度が一割だっていうなら計算が合わないんじゃ……

「い、いいのよ、そういう細かいことは！　とにかく、これからも私が望む時には取材とリサーチに付き合うこと！　いいわね！」

「は、はあ……」

　まあリサーチの方はこの高校生美少女小説家（自称）のやり方は参考になるところばかりだし奈な央おのためにもなりそうだから別にいいんだが……取材の方は、今日みたいなデンジャラススポット（色んな意味で）が続くのはちょっと遠えん慮りよしたいというか何というか……

　少しばかり及び腰になる俺をまったく気にすることなく。

「それじゃあ、あなたの住所と電話番号とメールアドレスとツイッターとフェイスブックとＬＩＮＥのＩＤを教えなさい。用があるときは連絡するから」

「え、そこまで……？」

「そうよ。どんな時でもどんな場所でもどんな状況でも、私が望んだ時には必ずすぐに連絡が取れるようにするんだから。文句はないわよね」

「……」

　……いや文句しかないんですが。

　とはいえここで断っても結局は用事がある度たびにうちの高校までやって来ることだろう。それは……かなり遠慮したい。

「……分かった、これでいいか？」

「ん、メールアドレスがフリーメールなのは少し気にくわないけど、まあいいわ」

　久遠寺さんは満足げにうなずくと。

「それじゃあまたね。この未来の売れっ子にして高校生美少女小説家の手て伝つだいができることを、飼かい慣ならされた従順な犬のように鳴いて喜ぶといいわ」

　そう高笑いをして。

　駅の方へと消えていったのだった。

「……」

　何ていうか……この高校生美少女小説家（自称）とは長い長い付き合いになりそうな気がするね。
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　四月になった。

　長かった冬もすっかり明けて、巷ちまたでは花粉を伴った温かな風が吹き始めたり桜の花が咲き乱れ始めたりスーパーの食品売り場に菜の花が並んだりし始めるとともに、学年も一つ上がり新しい出会いと別れが交こう錯さくしたりもする季節。

　どこか気持ちが高揚する時期ということもあり周囲は何となく浮かれているような空気だったが、そんな中でも奈な央おは粛しゆく々しゆくと執筆活動に勤いそしんでいた。

　毎日のコツコツとした積つみ重ね作業。

　昨年から続けていた改かい稿こう作業はそろそろ佳境に差しかかっているようだった。つい先日発売された『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』の四月十日発売号には『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の第二話も掲載され、執筆は順じゆん調ちように進んでいるように思えた。

　そんな中。

「──え……文庫の出版月が決まった……？」

「うん、そう。十月に発売しようと思ってるんだけど、どうかな？」

　編へん集しゆう部ぶで和わ田ださんたちからその言葉を聞かされたのは、四月の終わり──世間はもうすぐゴールデンウィークに入ろうとする頃ころだった。

「ほら、『電撃文庫MAGAZINE』の二月号と四月号に載せた一話と二話も好評だし、そろそろ満を持して文庫を発表する頃だと思って。十月ならプリティー☆豚ぶた野や郎ろう先生のスケジュールも問題ありませんし」

「電撃では正規進行では、発売月の四ヶ月前の月末が入稿締しめ切りになっています。十月刊だと六月末ですね。まだ三ヶ月近くありますし、改稿作業もだいぶ進んでいるから、大丈夫ですよね？」

　にっこりと笑いながらそう言ってくる。

「あ、え、ええと……」

　その言葉に奈央は一いつ瞬しゆんだけ戸惑うような表情を見せたものの。

「え、ええと、は──はいっ！　だ、だいじょうぶです！」

　すぐに真まっ直すぐに和田さんたちの顔を見返してそう答えた。即答とはさすがにいかなかったようだけど、『電撃文庫MAGAZINE』掲載を持ちかけられた時のような迷いは見られなかった。

「ああ、よかった。実はもう会かい議ぎにかけちゃったからダメって言われたら困ったところだったんですよ、あはは」

「でも城じようヶが崎さきさんたちならきっとそう言ってくれると思ってましたから、僕たちは何も心配してなかったですよ！」

　二人ふたり揃そろってそんなことを言ってくる。

　うーん、相変わらずノリが軽いというかある意味適当だなー。でも何だかんだでこの二人は仕事はできるしこっちのことを陰で色々と気き遣づかってくれているのは分かるから、頼りにはしているんだけど。







　ともあれそういう次第で話がまとまって。

　いよいよ作家デビューの最終段階……文庫発売へ向けての作業が、スタートすることとなった。
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「それにしても文庫発売か……とうとうここまで来たんだな……」

　編へん集しゆう部ぶから奈な央おの部へ屋やへと戻って。

　俺おれは感慨深さから思わずそう口にした。

「電でん撃げき小しよう説せつ大たい賞しようでの拾い上げから始まって、改かい稿こう作業、『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』掲載、そしてついに文庫デビューか……。無事に発売まで持っていければ、奈央も晴れて電撃文庫作家の仲間入りってわけだな」

「そ、そだね、そうなれるといいな……」

「大丈夫だって。奈央ならやれるさ」

「う、うん、がんばるよ……っ！　十月に本が出せれば、その年に一冊以上本を出せば年末にある忘年会も呼んでもらえるみたいだし……」

「忘年会か……」

　その話はちらっと和わ田ださんたちから聞いていた。

　電撃文庫では年末に作家やイラストレーターさんを招待しての、会社主催の忘年会があるらしい。都内の某ホテルの大広間で行われる、総勢百人を超える参加者のある盛大なパーティーになるとか。ちなみに授賞式はその年に本を出した出さないに関かかわらずこれまでの受賞者たちが呼ばれるとのことだったが、忘年会は受賞者うんぬんは関係なくその年に一冊でも本を出した作家が呼ばれるとのことである。ううん、複雑だな。

「ともかく、忘年会に呼ばれるためにもまずは大まかなスケジュールだけでも確かく認にんしておくか。それだけでも大分違うだろうしな」

「あ、う、うん、確たしかプリントアウトしてもらってたよね」

　和わ田ださんたちから聞いた文庫発売までのスケジュールは以下のようになっていた。





【ライトノベル作家を目指して！　⑧文庫ができるまで】

①六月末（発売月の四ヶ月前の月末）、入にゆう稿こう。

↓

②初校修正。戻し。

↓

③再校（著者校）修正。戻し。

↓

④イラストのラフチェックや設定チェック、あらすじや著者近きん影えい、あとがきなどのチェック。

↓

⑤完成。発売！






「だいたいは『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』に掲載する場合と同じなのか……」

「うん、みたいだね。違いはあとがきがあったり、人によってはあらすじとか著者紹介とかも自分で書いたりするくらいで……」

「その辺は自分で書いても、編へん集しゆうさんに任せてもいいみたいだな。奈な央おはどうするんだ？」

「あ、せっかくだから自分で書いてみたいなって思う。やっぱりデビュー作だし、書いてもいいなら自分で書いてみたいなって……」

「そっか、それもいいかもな。だけど先に『電撃文庫MAGAZINE』掲載を経けい験けんしておいたおかげで全体のペースは何となく分かる感じだな。よかった」

「うんっ」

　今挙げた部分以外では、基本的に『電撃文庫MAGAZINE』に掲載した時と差はないようだった。

　書き上げて、入稿して、二度のチェックを経た後に戻して完成する。

　各工程の間隔もだいたい『電撃文庫MAGAZINE』の時と同じのようだった。

「となるとまずはあれだ、六月末の入稿に向けて、まだ改稿作業の終わってない三話と四話と五話を進めていかないとか」

「う、うん、そうなる、かな……」

　と、そこで奈央がちょっとだけ言葉を濁にごす。

「？　どうした？　何か気になることでもあったりとか……」

「あ、うん、ちょっとね……五話のところで展開が強引かなって思うところがあって、もしかしたら割と大きめな修正を入れるかもしれないんだ。そこが少し気になって……」

「そうなのか？」

「ん、和わ田ださんたちにはそこまで言われてないんだけど、あたし的にちょっと直したいかなって……。いったん気になっちゃうと、そこばっかり目に付いちゃうんだよね、あはは……」

「そっか……」

　そういう細かな違和感は、きっと書いている本人にしか分からないこだわりからくるものなんだろう。

　奈な央おがそう感じるというのなら、基本的にはそれを支持しようと思う。

「じゃあそこで少し時間を取られるかもしれないから、ペースを上げて三話と四話を終わらせて、早く五話まで辿たどり着かないとな」

「うん、そうだね……！　余裕をもって修正ができるようにがんばるよっ！」

　ぐっと手を握りしめてそう宣言する。

　うまい具合にスケジュールが転がってくれるといいな。







　そうして続きに取りかかった改かい稿こう作業であったが、三話四話の改稿作業では特に引っかかるところはなかったようだった。

　自分の直したいところと編へん集しゆう部ぶから指摘された部分との修正を織おり交ぜて、快かい調ちように進めていく。

「えっと……ここはもうちょっと行を増やして心情描写をした方が分かりやすいって指摘か。うーん、渉わたるくんはどう思うかな？」

「ん、俺おれもあった方がいいと思う。特にこだわりのない部分なら直した方が……」

「そっか。うん、分かった。あたし的にはどっちでもよかったところだし、だったら直すことにするよ」

「そうだな。で、そっちはそれとして、こっちの説明が冗長って指摘はどうするんだ？」

「ん、どれどれー」

　これまでと同じような地道な修正作業。

　そんなこんなをしている内にゴールデンウィークも終わり、五月十日となり。

　その日は今月の電でん撃げき文ぶん庫この新刊の発売日。

「──あ、久く遠おん寺じさんの文庫が発売されてるよ！」

「お」

　新刊を買うために訪れた書店。

　そこの新刊の棚には、あの高校生美少女小説家（自称）のデビュー文庫、『ダブルワールド・クロニクル～二ふたつの世せ界かいの英えい雄ゆう譚たん～』一巻が、他ほかの電撃文庫の五月刊と並んで平ひら積づみで置かれていた。

「わー、すごいすごい……！　期待の新人って書いてあって……あ、帯が鎌かま池ち先生のコメントだよー！」

「おお、豪勢だな……」

「『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』に掲載されてた分も面おも白しろかったけど、文庫収しゆう録ろく分は書き下ろしも追加されてもっともっと面白くなってそう……。カバーイラストもすっごくきれいだし、いい仕上がりだねー！」

　奈な央おが自分のことのように嬉うれしそうに声を上げる。

　その久く遠おん寺じさんだったが、あれからも何回か取材とリサーチに付き合わされていた。

　リサーチの方は相変わらず色々と知らなかった情報を知ることができて目からウロコのことが多かったんだが、取材の方が微妙というかいまいち参考にならないというか……。行く場所行く場所がエロ本専門店やら心しん霊れい現象の噂うわさがある廃はい墟きよやら裏通りにある荒すさんだメイド喫茶やらで……いや作中に使うってことは分かってるんだけど、何だってそんな微妙な場所ばっかり選択するんですかね……？

　そんなことを考えていると。




　～～～♪




　と、スマホから着信音が響ひびき渡った。

　見てみると噂をすれば影かげが差したのか久遠寺さんから。

「ん、ちょっと悪い。電話がかかってきた」

「あ、分かったよ。じゃああたしはこの辺を適当に見てるから」

「スマン。終わったら合流する」

　奈央にそう答えて電話をして迷惑にならない場所に移動して出てみると。




『──ねえちょっと、何で私の新刊宣伝ツイートをリツイートしないのよ！』




　いきなりそんな怒ど鳴なり声ごえが飛び込んできた。

「リ、リツイート？」

『そうよ、同期であり未来の電撃文庫作家のトップであるこの私が新刊を出してそのツイートをしたんだから、手て伝つだいとして迷うことなくリツイートするのがこの世の理ことわりってもんでしょう！』

「え、そう言われてもな……」

　そもそも久遠寺さんのこと、フォローしてないし……

　その弁明に。

『はあ!?　何で『拾い上げ組』のあなたがこの『受じゆ賞しよう組ぐみ』の私をリフォローしてないのよっ！　私はお情けでしてあげてるっていうのに……！　この役立たず！　不能！　ポークビッツ！』

「は、はあ……」

『いい、今すぐにフォローしてリツイートしなさい！　これは命令よ！　ツイッターやブログは作家にとって貴重な宣伝手段なの！　あなたのフォロワー数が三十人にも満たないゴミみたいなものであることは十分に把握してるけれど、それでもその三十人足らずに宣伝することは大事なのよ！』

　お怒り心頭ながら要所要所で的てき確かくにディスってくる久く遠おん寺じさんの意見はまあひとまず置いておくとしても。

　ツイッターとブログ。

　久遠寺さんの言うように、確たしかにこの二つは宣伝手段として有用なようだった。

　作家の中にもやっている人たちが多くいて、作家同士や、作家と読者との間でも気軽にやり取りができるコミュニケーションツールにもなっているとか。

　ただ奈な央おは、個人としてのアカウントは持っているようだったが、作家としてのアカウントは持っていないようだった。

　その理由を訊きいてみたところ。

「え？　うーん、あたしにはまだ早いっていうか扱いきれない感じっていうか……あ、もちろん文庫がちゃんと発売されてデビューしたらやってみたいかなって思ってるよ？　でも今はまだいいかなーって。人それぞれかもしれないけど、あたしはなーんか調ちよう子しに乗って余計なことをつぶやいたりしちゃいそうで怖いんだ、あはは……」

　とのことだった。

　うーん、この高校生美少女小説家（自称）ならともかく奈央に限ってそんなことはなさそうだったが、まあその辺は奈央の言った通り本当に人それぞれってところなんだろう。

　ただトメ姉ねえは、作家がデビュー前に軽い気持ちでツイッターを始めることに少しだけ苦言を呈していた。

「ん～、何ていうかね～、デビュー前のツイッターとかは本当に失言が多かったりするのよ。デビューできることになって浮かれちゃうのも分かるんだけど、まだ作家としての自覚とか責任とかが理解できないままに気分だけ作家先生になっちゃうっていうか……。急に上から目め線せんになって他ほかの投とう稿こう者しやたちにアドバイスをし出したり、独りよがりな文ぶん学がく論ろんみたいなのを語り出しちゃったり、挙げ句の果てには外には出しちゃいけない情報までうっかりつぶやいちゃったり……そういうのはちょっとどうかと思うのよね～。もちろんちゃんとしてる人はいるんだけど、世の中やっぱり悪い方ばっかりが目に付いちゃうからね～」

　よく分からんけど、そういう意見もあるってことかね。

　ホントに使う人のモラルだとか心がけだとか次第と言うしかないが……

　と。

『ちょっとちゃんと聞いてるの!?　せっかくこの私がわざわざ電話をかけたんだから、今すぐにその場で私をフォローして新刊ツイートをリツイートしなさい！』

「はいはい……」

　まあその辺のデビュー前作家のツイッターの是非はともかくとして。

　とりあえず俺おれの個人アカウントで久く遠おん寺じさんをフォローして、件くだんの新刊宣伝ツイートをリツイートするところまではやっておこう。やらないとまた学校まで乗り込んで来かねない勢いだし。







　そんなこんなをしている内にあっという間に五月も終わり、六月となった。

　過ごしやすかった温かな春も終わり、季節はジメジメとした梅つ雨ゆへと移り変わっていく。

　奈な央おの改かい稿こう作業はここまでは順じゆん調ちように進んでいて、先週の段階で三話四話を終えて、いよいよ問題の五話へと差しかかったようであった。

「……うーん……ここのところがなあ……」

「どうした？　どこか気になるところでも……」

「……え？　あ、うん、ちょっと前に言った五話のところが引っかかってて……」

「そうなのか？」

「うん、展開のロジック的には問題ないとは思うんだけど、何か全体の流れっていうか、読んでてところどころのエピソードの繫つながりが気になるっていうか……」

「……」

　奈央は悩んでいるみたいだった。

　奈央的には気にかかっているという五話の部分。

　何とか修正はしたいのだけれどうまい代だい替たい案あんが見付からない。そんな感じだった。

「……んー、やっぱり見知らぬ人たちが集まって疑似家族を形成するシチュエーションがうまく書けてないっていうか、その心の動きに説得力が足りないのかな……でもそんなのはここで始まったものでもないし……」

「……」

「……最初は主人公たちもぎこちなかったから特に違和感はなかったけど、少しずつ慣なれてきてるから理解しにくいのかな……疑似家族ってどんな感じなんだろう……どんな出来事が起こるものなんだろう……」

　そんな風に悩んでいる日が何日か続き。

　一週間ほどが経たったある日。

「あ、あのさ、渉わたるくん……」

「ん？」

　放ほう課か後ごの『秘密の小こ部べ屋や』で、奈な央おが真剣極まりない顔で話しかけてきた。

「どうした？　何か相そう談だんとか……」

「あ、う、うん……」

　そこで奈央はいったん言葉を切ると。

「え、えっと、渉わたるくん……！」

「？」

「あ、あの、あのさ……その、あたしと……」

　やがて思い切ったかのように顔を上げて俺おれの顔を見て。




「──あ、あたしと……〝同居〟して、くれませんか……っ！」




　そう、言い放ったのだった。
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　──さて突然だがここで、奈央が今文庫出版に向けてがんばっている作品……『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の内容について説明しておこう。

　昨年度の電でん撃げき小しよう説せつ大たい賞しように応募して、三次選考まで通過した作品。

　あらすじとしては、以下のようになる。




　住んでいたアパートが火事で全焼してしまったことから家を無くしてしまった、天涯孤独の主人公とその妹。

　ふとしたことから雨風をしのげそうな空き家を見付けて隠れ住むことになるのだが、実はその家は主人公の同級生であるヒロインが一人ひとりで住んでいる家だった。

　だだっ広い家に一人きりで暮らすヒロイン。

　不ふ思し議ぎに思うも、やがて主人公たちの存在はヒロインにもばれてしまい、いっしょに暮らしていくことになる。

　奇妙な関係の奇妙な同居生活。

　やがてヒロインの家には他ほかにも訳ありな者たちが集まり、一つの疑似家族を形成していくことになるのだが──




　といった感じである。

　いわゆる『疑似家族モノ』であり、奈央の根底にあるテーマが『家族』なのではないかということに気付いて、執筆を開始したものである。

　そういったあらすじやテーマ、タイトルからも分かるように、この『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』という作品は見知らぬ他人同士の同居というものがメインのモチーフとなっているのであり……

「……」

　とまあ、この辺で分かったと思うんだが。

　奈な央おが口にした〝同居〟という言葉。

　それは当然のごとくこの『幸せ二世帯同居計画』と関かかわってくるものであって──

「……」

　目の前には大きな洋よう風ふう家屋があった。

　ここ一年でもうすっかり来慣なれてしまった城じようヶが崎さき邸てい。

　地ち中ちゆう海かい風ふうの洒落しやれたデザインや広い庭、大きな玄関などはどこまでも普ふ段だん通どおりである。いつもと違うのは、俺おれの手に二泊三日のお泊まり用のアイテム一式が入ったバッグが握られているということであって……

「……あ、い、いらっしゃい、渉わたるくん」

「お、おう……」

　呼よび鈴りんを鳴らすと出迎えてくれたのは奈央だった。

　まだ奈央も学校から帰って間もないのか制服にスリッパという格好で、少しだけ恥ずかしそうな様よう子すでもじもじとこっちを見上げている。

「……あ、そ、それとも、おかえりなさい、の方がいいのかな……？　その、〝家族〟として〝同居〟するっていう設定だし……」

「あ、お、おう、そうだな。その方がいいかも……」

「わ、分かった…………お、おかえりなさい、渉くん……」

「た、ただいま……」

「……」

「……」

「……」

　どちらともなく何となく無言になる。

　う、ただ「ただいま」と「おかえりなさい」を言い合っただけなのに何かやたらと気恥ずかしいのは、この週末を城ヶ崎邸で過ごす目的が関係しているのであって……

「あ、と、とにかく中に入って。こんなところで立ち話してるのも何だし、渉くんにはこれから三日間、うちを自分の家だと思って過ごしてもらうことになるんだから……」

「そ、そうだな……」

「み、三日間だけだけど……ど〝同居〟、よろしくね……」

　──つまるところ。

『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』五話の修正部分に出てくる、〝疑似家族〟が集まって〝同居〟するということがどういうことであるかを実際にその身で味わってみるために──取材の一いつ環かんとして、この週末の二泊三日、奈な央おの家で〝同居〟体たい験けんをすることとなったのだった。







「あ、わたる～にゃおにいさんだ～♪　いらっしゃ～い♪」

「お」

　玄関から室内へ上がるなりそう声をかけてきたのは真ま奈なちゃんだった。

　今こ年としで小学六年生になった奈央の妹。

　こっちの姿を確かく認にんするなり嬉うれしそうにとことこと駆け寄ってきて、そのまま抱きついて頰ほおを寄せてくる。

「へへ～、すりすり～」

「ちょ、ちょ、真奈ちゃん!?」

「え～、だって今日きようから日にち曜よう日びまで、わたる～にゃおにいさんはまなのほんとのおにいさんになってくれるんでしょ～？　おねえちゃんがそう言ってたよ～？」

「そ、それはそうなんだが……」

　それにしてもコミュニケーション過剰というか……

　真奈ちゃんの相変わらずのマイペースっぷりにどう対処していいか分からなくなっていると。

「あら渉くん、いらっしゃい」

「あ、ど、どうも」

　台所の方からエプロン姿の奈央母が姿を現した。

　慌ててくっついていた真奈ちゃんを離はなして挨あい拶さつを返す。

「わざわざごくろうさま。中間試験に向けての泊まり込みの勉強会なんでしょう？　高校生は大変ねえ……。大したことはできないけど、自分の家だと思って、いつも通りゆっくりくつろいでいってくれていいからね」

「あ、は、はい」

「真奈も、あんまり渉くんとお姉ねえちゃんの邪じや魔ましちゃだめよ？」

「は～い」

「二人ふたりとも、ちょっと落ち着いたら居間にいらっしゃい。お茶を淹いれるから」

　そう言って奈央母は台所へと戻っていった。

　……そういえば奈央はまだ、自分がライトノベルを書いていることを家族には言ってないんだよな。

　だから普ふ段だん俺おれが城じようヶが崎さき邸ていに来ているのも、今回泊まりに来ているのも、取材の一環だからという理由ではなく、勉強会を兼ねたお泊まり会ということになっている。まあそれ自体は別に構わないんだけど……奈な央おはいつまで隠しておくつもりなんだろうか。さすがに文庫発売も近づいているし、そろそろちゃんと知らせておかないとマズイと思うんだが……

　そんな俺おれの内心をヨソに。

「あ、それじゃあひとまず二階の客間にいこっか。渉わたるくんにはそこで寝泊まりしてもらえたらなって」

「ん、ああ」

　うなずき返して二階の客間へと移動する。

　十畳ほどの広さの洋よう間まは、客間とは思えないほど広くきれいだった。見るからにふかふかなソファとベッドが置かれ、窓際には上品そうなカーテンが揺らめいている。いや自宅の俺の部へ屋やよりも遙はるかに豪華なんだが……

「……」

　そこはかとなく微妙な気持ちを抱えつつ。

「……それで、俺はどうすればいいんだ？」

「あ、えっと……そだね、この三日は疑似家族の一人ひとりとしてここに住んでる体ていで生活してくれると助かるかな？　それでそれがどんな感じだったか毎日教えてくれると……」

「なるほど……」

　毎日リポートをするってことか。

「それじゃああたしはいったん部屋に戻るね。渉くんも落ち着いたら居間に行ってて。あたしも後から行くから」

「ん、分かった」

　制服のスカートを翻ひるがえして出て行った奈央の背中を見送りながら考える。

　……まあつまり、この三日間俺はこの家で他人たちと家族の体で暮らしているという〝疑似家族〟のつもりでいればいいんだろう。そしてその際に起こることやそれに対して感じたことを奈央に伝えればそれがそのまま改かい稿こう部分の資料となるということか。

「……」

　うん、それなら大丈夫そうだ。

　もともとここはこの一年でだいぶ慣なれ親しんだ城じようヶが崎さき家けとはいえあくまで自分の家ではないわけだし、何というか微妙なアウェイ感は特に意い識しきしなくとも持つことはできる。

　とすれば後は、疑似家族気分で三日間この家で生活し、その上で起こった何かしらのハプニングとそれに対してどう感じたかを心に留めるように心がけておけばいい。

「ん、行ける行ける」

　とりあえず自分のやるべきことを確かく認にんしたところで、荷物を置いてから奈央母の厚意に甘えるべく居間へと向かおうとする。

　と、そこで思い出した。

「そういえばトメ姉ねえからお土産みやげを渡されてたんだったっけ……」

　バッグの中から上等そうな包装紙に覆おおわれた長方形の箱を取り出す。

『和わ菓が子し本ほん舗ぽ銀ぎん果か堂どう』と書かれたそれは、普ふ段だんからちょくちょくと城じようヶが崎さき家けにはお邪じや魔ましている上に今回は三日もお世話になるということで、手土産としてトメ姉から菓子折を持たされていたものだった。

　どうせだし俺おれが渡すよりも、奈な央お経由で奈央母に渡してもらうのがいいだろう。

　なので居間に行く前にそれを頼もうと思い。




「おーい、奈央、お母かあさんに渡してもらいたいものがあるんだけど──」




　そう口にしながら奈央の部へ屋やのドアを開けた時のことだった。

「──!?」

　言いかけて──言葉が止まった。

　止めざるを得なくなった。

　だって……ドアを開けた向こうにあったのは、奈央が制服を脱ぎかけて部屋着に着替えようとしている光景だったのだから。
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「……」

「……」

「……」

　一呼吸遅れて。

「……きゃ、きゃああああああっ!?」

「!!　あ、ス、スマンッ!!」

　慌てて叩たたき付けるようにドアを閉める。

　バタン！　という大きな音が廊下に響ひびき、すぐに視界に映るものは白いドアだけとなる。

　だけどまぶたの裏には今しがた見た光景が焼き付いてしまっていて……

「…………」

　……な、なるほど、疑似家族で暮らしていると、こういう予想外なアクシデントが起こったりするのか……

　まったくもって想定すらしていなかった出来事。

　骨の髄ずいからそのことを実感できたような気がした。







「……本当に悪かった！　ゴメン、奈央……！」

「も、もういいよ。渉わたるくんだってわざとやったわけじゃないんだから……」

　着替え遭遇騒そう動どうから五分ほどが経たち。

　制服から部へ屋や着ぎに着替え終わった奈央に、俺おれは頭を下げていた。

「そうは言ってもだな……」

「ほ、ほんとに気にしてないって。事故みたいなものなんだしあたしもなかったと思って忘れるから、渉くんも気にしないでくれると嬉うれしいな……」

「そ、そうか……」

　奈央がそう言ってくれている以上、あまりいつまでもこの話題に触れるのもかえって悪いような気がする。

　あまりに鮮せん烈れつというか脳裏にこびりついてしまったことで、忘れることはできないけどなるべく考えないようにしよう。それにいくら七十二時間一つ屋根の下な〝同居〟生活だからって、もうそうそうこんな予想外なことは起こらないだろうし……

「……」

　……と思ったんだが。

　その考えは甘かった。

　普ふ段だんは違う場所で暮らしている者たちが同じ場所でいっしょに生活をしていると、こういった思いも寄らない出来事は考えていた以上に頻ひん繁ぱんに起こるものであり……

　例えば庭の物干しで。

「──あ、お母かあさん、雨だよ！　雨が降ってきたみたい！」

「え、本当？　あらいやだ、洗せん濯たく物ものを仕し舞まわないと……」

「あ、俺おれも手て伝つだいます！」

「ありがとう、助かるわ」

「いえ！」

　庭の物干しのところに飛び出して洗濯物を受け取ろうとしたところ。

「……！　こ、これは……っ」

「……ん？　あら、ごめんなさい、これ奈な央おの下着だったわ」

「い、いえ……」

「じゃあこっちを……って、いやだ、こっちは真ま奈なのじゃない」

「……」

「こっちは私のだし……そうね、じゃあこれをお願ねがいできるかしら？」

「は、はい……」

　渡されたのは奈央父の下着がぶら下がっている洗濯ハンガー。いや奈央父、あんな無骨そうに見えてブリーフなんですね……

　と、そんな色々な意味で驚おどろきの経けい験けんをしたり。

　例えば夕食時に。

「……おや、母さん、私の愛用の黒こく檀たんの箸はしはどうしたんだ？」

「え、そこに置いてませんか？」

「いや見当たらんが……」

　奈央父が首を傾かしげる。

「え……もしかして……これ、ですか……？」

　俺の手元にあった黒い高価そうな箸。

　何かやたらと高級そうでこんなの使っていいのかなあと思いつつも出されていたから使ってたんだけど……

「む……どうしてお前が私の箸を使っている……！」

　奈央父が猛もう獣じゆうのような鋭するどい視し線せんでギロリと睨にらむ。

「え、い、いや置いてあったのでつい……」

「だからどうして私のお気に入りのマイ箸がお前のところに置いて……！」

　奈央父がさらに吼ほえかけて。

「あ～、それ、まながおいたんだよ～♪」

「え？」

　と、真奈ちゃんがにこにこ笑え顔がおでそう口にした。

「おとうさん、そのおはしはおうちでいちばんえらいだいこくばしらが使うんだっていってたよね～？　わたる～にゃおにいさんはおきゃくさんでしょ～？　だからいちばんえらいんだとおもって～」

「そ、それは……」

「……だめ、だった？　まな、わるいこかなあ……」

「そ、そんなことはない……！　真ま奈なは何も悪くないぞ！」

「そうかなそうかな。えへ～」

「……くっ……」

　真奈ちゃんのその笑顔に何も言えずに悔しげに俺おれの方を睨にらんでくる。……いやそんな睨まれてもどうしようもないというか、むしろ奈な央お父ちち愛用の箸はしに口をつけまくってた俺おれこそ絶望的な気分なんですが……

　そんな感じに、奈央父と望まない間接キス（？）をするはめになったり。

　風ふ呂ろに入っている時には。

「ふう……極楽だなあ……」

　脚を伸ばせるバスタブに首まで浸つかりながらリラックスしていると。

　ガチャ……ゴソゴソ……

「……？」

「にゃんにゃんにゃ～ん……♪　今日きようもげんきにおふろおふろおふろ～♪」

「え、そ、その声……」

「今日のにゅうよくざいはなにかななにかな～……って、あれ～？」

「ま、真奈ちゃん!?」

「あれれ～？　なんでわたる～にゃおにいさんがはいってるの??」

「な、何でって、今入って大丈夫だって言われたからなんだが……」

　奈央、この時間は空いてるから大丈夫だって言ってたよな……？

「あ、そ～なんだ～。まな、今日は宿題しててはいるのがおそくなっちゃったからいつもと入る時間がかわっちゃったからな～。じゃあまな、わたる～にゃおにいさんといっしょにはいる～♪」

「え？」

「わたる～にゃおにいさんといっしょににゅうよく～♪」

「入らないから！」

「え～、なんで～？」

「何でって……」

　そんなやり取りをしたりすることもあった。

　う、うーん、だれかとだれかがいっしょに暮らしていくってのは大変なんだね。箸をきちんと配ったり風ふ呂ろの時間帯をうまく調ちよう整せいするだけで一苦労だ……

　とはいえ、そういった困ったハプニングばかりでもなかった。

　人がたくさん集まっているからこその、楽しいというか何だかほっとさせてくれるような出来事もまたたくさんあった。

　その一つは風呂上がりの団だん欒らんの場で。

「あら、渉わたるくん、お風呂上がったの？」

「あ、はい、いただきました」

「よかったらコーラでも飲む？　冷えてるわよ」

　そう言って奈な央お母ははが冷えたコーラを出してきてくれる。

「あ、渉くん、おいしそうなの飲んでるー！　お母かあさん、あたしもちょうだい！」

「はいはい」

「あ、まなもまなも～。こ～らのむ～」

「まなは牛乳にしておきなさい」

「え～」

　いつの間にか風呂から出て来た真ま奈なちゃんも加わり。

「……母さん、私の分はないのかね？」

「はいはい。あなたはこっちでしょう？」

　さらにはビール片手な奈央父も追加された。

「あ、どうせだったらみんなで乾杯しようよ！　せーの、かんぱーい！」

「「「「かんぱーい！」」」」

　楽しげなノリで乾杯の声が居間に響ひびき渡る。

　乾杯を終えた後もその和なごやかな空気は続いていた。

「わ～、このばんぐみおもしろいね～。おっきないかさんがうつってる～」

「大王イカだねー。わ、おっきい……真奈より大きいかもよ？　あんなに大きなイカがいるんだ……」

「……大王イカはダイオウイカ科に分類される巨大なイカの一種だな。ダイオウイカ属には複数種があるとする説もあったが、遺い伝でん子し的てきにはきわめて均一な同一種だと判明したらしい。世界各地に存在する巨大な頭足類の伝説、クラーケンはダイオウイカをモデルにしているとも考えられていて──」

「あなた、そんな専門的な説明はだれも聞いてませんから……」

「…………」

　テレビを見ながらそんな会話が繰くり広げられる。

「うーん、でもあそこまで大きいイカがいるなんて海ってすごいよねー……って、あれ、渉くん、コーラがないよ？　おかわりいれよっか？」

「お、悪い、奈な央お」

「あ～、おねえちゃんばっかりおしゃくしてずるい～。まなもやる～」

「お、おっとっとととと……」

　両りよう脇わきからコップにコーラを注ついできてくれる。

「奈央、真ま奈な、お父とうさんにもお酌しやくをしてくれると嬉うれしいんだが……」

「あ、ごめんね、今ちょっと手が離はなせないから……」

「まなもわたる～にゃおにいさんにおしゃくするのにいそがしいからあとでね～」

「…………」

　……いや奈央父が殺気溢あふれる目でこっちを睨にらみ付けてきて怖いんですが……

「…………まあいい。客に酌を優ゆう先せんするのは当然だろう。それより一いちノの瀬せくん、よければ一杯付き合いなさい」

「あ、は、はい」

　呼ばれて奈央父と杯さかずきを酌くみ交わす（俺おれはコーラだけど）。

　う、緊きん張ちようするなあ……

「うーん、なんか渉くんとお父さんがいっしょに飲んでるのって、不ふ思し議ぎな光景だよねー」

「そうだね～。でもわたる～にゃおにいさんとおとうさん、なかよしさんだ～」

「ふふふ、お父さん的にはまるで息子むすこができたような気持ちなんじゃないかしら。ね、あなた？」

　奈央母のそんな突っ込みに。

「……な、何を言う。私は別に……」

「そっか～。おねえちゃんとわたる～にゃおにいさんがけっこんしたら、おにいさんがむすこになってこんな風にたのしくなるんだね～」

「!!」「!?」

　真奈ちゃんがさらに混乱を呼ぶ一言を加える。

「え。ちょ、何を……」

「ま、真奈……!?」

「えへへ～♪」

「ふふふ、そうね。そうなってくれたら毎日楽しいかもね」

「お、お母かあさんまで……！」

「……」

　……まあその内容はともかく。

　城じようヶが崎さき家けに来る度たびにいつも思うことだけど、この温かいというかどこまでも居い心地ごこちのよい雰囲気は、どこかほっとさせてくれるね……







「──ふう」

　賑にぎやかだったひと時を終えて。

　俺おれは自室となっている客間でひと息吐ついていた。

「楽しい時間だったな……」

　思わずそんな言葉が口から出る。

　前にも感じたことだけど、俺自身こういった団だん欒らんの時間ってものをあまり経けい験けんしたことがない。そのためさっきまでの時間は俺にとっても貴重なものだった。ホントに楽しかったな……

「『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の疑似家族も、こういった気持ちを感じてたのかな」

　だとしたら登場人物たちが疑似家族という道を選んだのも分かるような気がする。

　それまで見も知らなかった他人同士が同じ屋根の下に住むのは、住む家が欲しいっていう理由以外にもきっと何か他ほかの特別なものを求めてなんだろう。温かな人との繫つながりを欲しがるというか……

「……」

　……って、何か柄がらにもないことを言っているような気がするな。

　軽く頭を振りつつ、何となくまだ眠くなかったので少し散歩でもしてみることにした。

　他の人たちを起こさないよう音を立てずに部へ屋やを出て、庭へと向かう。

「月がキレイだな……」

　灯あかりの消えた庭は静まり返っていた。

　辺りに音はなく聞こえてくるのは気の早い虫の声くらい。夜空から降り注ぐ月の淡い光だけが庭の輪りん郭かくをうっすらと白く浮かび上がらせている。

「……」

　そんな光景を目にしながらテラスデッキから芝しば生ふのところに降りる。

　かすかに吹く夜風は少し冷たかったけれど、さっきまでの団欒の時間で火ほ照てった身体からだには心地ここち好よかった。うん、気持ちいいな……

「…………」

　しばし庭と月とをぼんやりと眺めながら何も考えずにボーっとしていると。

「……？」

　ふいにガサリと。

　背後で人の気け配はいがした。

「……渉わたるくん？」

　続いて聞こえてきたのは耳みみ慣なれた声。

　振り返るとそこにいたのは……パジャマにピンク色のカーディガンを羽は織おった奈な央おだった。

「あ、やっぱり渉くんだ。どうしたの、こんな時間に？」

「ん、ちょっと眠れなくて。奈央こそどうしたんだ？」

「あたしも同じような感じかな？　さっきまでが楽しくて、目が冴さえちゃったのかも」

「そっか」

　そのまま何となく二人ふたり、並んで置いてあったイスに腰を下ろす。

　周りの空気が少しだけ動き、シャンプーなのかボディソープなのか分からないけどフローラル系の柔らかな香りがふわりと辺りに漂った。

「んー、でも今日きようはほんとに楽しかったなー。賑にぎやかで笑いがいっぱいで」

　と、奈な央おがうーんと伸びをしながらそう言った。

「お父とうさんのあんな顔、はじめて見たし、お母かあさんも楽しそうだった。それに真ま奈なもずっとはしゃぎっぱなしで。やっぱり渉わたるくんが来るとみんなすごく嬉うれしそう。ほんと、久しぶりにあんなにみんなで笑ったなあ……」

　さっきまでの楽しかった時間を思い出すかのように弾んだ声を出す。

「なんかさ、月並みな言葉かもしれないけど、家族っていいよね。楽しくてあったかくて……」

「ん、そうだな」

　その点は同意かもしれない。

「……分かんないけど、きっと家族っていうのは、世界でただ一つのどんな時でも安らげる場所なんだと思う。優やさしくてあったかな、ビニールハウスみたいな……。でも……」

「……？」

　と、そこで奈央は黙だまり込んでしまった。

　十秒ほどの意味ありげな沈黙。

　やがて何かを吐き出すかのように少しだけ顔を上げると。

「でもその家族に……あたしは隠し事をしてるんだよね……」

　小さくそう口にした。

「……あたしは、あたしが今やってることを家族に言ってない……ライトノベルを書いていることを、言ってない……」

「奈央……」

「このままじゃ……いけないと思うんだ。あたしは決して恥ずかしいことや後ろめたいことをしてるわけじゃない……あたしは、ライトノベル作家を素す晴ばらしい仕事だと思ってる。胸を張れる仕事だと思ってる……だから、ちゃんと、言わないと」

「……」

「でもね、でもね……やっぱり、怖いんだ。今までライトノベルを書いてるなんてこと全然言ったことはなかったし、お母さんも真奈もライトノベルのことなんて何も知らないと思う。……それにお父さんは、作家をよくない仕事だと思ってる。だから……」

　きゅっと唇を嚙かみしめながらそう言う。

　苦しそうな思い悩んでいるような表情。きっと心では家族のことを信じていても、頭では受け入れてくれるかが不安なんだろう。

　その気持ちは何となく分かった。

　だから俺おれは奈な央おの目を見て。

「大丈夫だ、奈央」

「え……？」

「お父とうさんたちはきっと分かってくれる。何てったって奈央の家族だろ？　奈央の言うことを分かってくれないはずがないって。それに……一人ひとりだと言いにくいなら、俺もいっしょにいるからさ」

「え、で、でも……」

「それくらいさせてくれって。だって俺はさ」

「……？」

「俺は、奈央のパートナーだろ？　だったら大事な報告をいっしょにするのは当然だ」

「渉わたるくん……」

　その言葉に奈央は少しの間黙だまったままこっちを見上げていた。

　真まっ直すぐにこっちを見てくる視し線せん。

　だけどやがて何かを受け入れたかのように一度目を閉じると……こくり、と遠えん慮りよがちに小さくうなずいてくれた。

「──それじゃあ、そろそろ戻るか。少し冷えてきたし、あんまり遅くまで起きてると明日あしたが辛つらいしな」

「あ、う、うん……」

　俺の言葉に奈央がうなずき返して家の中へと入ろうとする。

　と、その途中の芝しば生ふからテラスデッキへと上がる段差のところで。

「あ、きゃっ！」

「おっ……」

　奈央がつまずいて軽く体勢を崩した。

　腕を伸ばして、反射的にその身体からだを支える。腕の中で髪がはためいて、柔らかくて温かい感触とともにさっきまでうっすらと漂っていたフローラルの香りがより強く鼻び腔こうをくすぐった。

「あ──ありがとう……」

「ん、大丈夫か？」

「う、うん、渉くんのおかげで……」

「……」

「……」

「……」

　と、そこでどちらともなく無言になってしまった。

　や、お互いの顔が予想以上に近づいていてドキリとしてしまったというかどういう反応をすればいいのか分からなくなってしまったというか……う、うーん、こういうのも同居生活でのハプニングの一つなんだろうか……

「え、えっと、あの……」

「あ、お、おう……」

「……」

「……」

　しばらくそんなやり取りとも言えないようなやり取りをした後。

「そ、それじゃあ、おやすみっ！」

「あ、ああ、おやすみ」

　そう早口で言って、奈な央おは家の中へと逃げるように走って行ってしまった。

　後にはポツンと一人ひとり庭に取り残される俺おれ。

「……」

　……何でだろうね。

　……奈央が行ってしまった後も……何だか胸が締しめ付けられるみたいにドクリドクリと動き続けていた。
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　城じようヶが崎さき家けでの二日目の朝は、紅茶の香りから始まった。

　二階にまで届くいい匂においに引かれて起き出してみると、台所ではすでに朝食の支し度たくが進められていた。

「あ、お、おはよっ、渉わたるくん！」

「お、おう、おはよう、奈央」

　エプロン姿の奈央がそう声をかけてきてくれるが、昨晩のことがまだ頭の片隅に残っていたため、少しだけぎこちなく挨あい拶さつを返す。いやそんな意い識しきするようなことじゃないのかもしれんが……

「おはよう渉くん。よく眠れたかしら？」

「あ、は、はい、おかげさまで」

「そう、よかった。朝ご飯はもうすぐできるから、ちょっとだけ座って待っててね」

　奈央母に促されてテーブルに座る。

　出されていたお茶を飲もうとすると、奈央父と真ま奈なちゃんもやって来た。

「おはよ～、わたる～にゃおにいさん♪」

「ん、おはよう真ま奈なちゃん。お父とうさんも、おはようございます」

「……うむ」

「あれ～、わたる～にゃおにいさん、なんだか顔があかくない～？　あれれ～、おねえちゃんも～」

「！」「!?」

　あ、相変わらずヘンなところで鋭するどいな、この子は。

「い、いやそんなことないって！　全然普通だ！」

「そ、そうだよ！　あ、あたしはさっきまでフライパンで目玉焼きを作ってたから、その熱ねつでちょっと火ほ照てって赤くなっちゃってるかもしれないけど、それだけだから！」

「ふ～ん、そうなんだ～。──あ、ミルクがある～。わ～い♪」

　真奈ちゃんはそれ以上深く追及せずにテーブルにあったミルクをこくこくと飲み始めた。ふう、うまく誤ご魔ま化かせたか……。何か勘づいたとかじゃなくて、本当にその時思ったことを口に出してるだけってのがこの子の天然なところであり恐ろしいところなんだよな……

　そんなちょっとしたドタバタ（？）もありつつ朝食を終え。

　その後、午前中は奈央の部へ屋やで執筆作業をやることとなった。

　昨日きのう一日で色々と体たい験けんした同居生活でのエピソードを、『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』本文に吸収するためである。

「──それで、どうだった、渉わたるくん。昨日一日……っていうか半日くらいだけど、〝同居〟してみて」

「そうだな……色々あったな」

「ふんふん」

「洗せん濯たく物ものの取り込みでちょっと困ったりとか奈央父の箸はしを間違って使ったりとか……」

　他ほかにも細かいところだと食事後の後片付けをどこまで手て伝つだうべきかとか、使用後のトイレのフタを開けたままにしておくべきか閉めておくべきか悩んだりとかもあったりした。

「あとは真奈ちゃんが風ふ呂ろに入ってこようとしたのにはまいったな……」

「あ、ご、ごめんね！　それなんだけど、あたしが渉くんがお風呂に入ってるってことを真奈に伝え忘れちゃって……」

「あ、いや、大丈夫だ」

　いっしょに入ってこようとするのだけは全力で阻止したし。

「……うん、でもそっか、やっぱり同居生活をしてるとそういうお風呂でのアクシデントとかはありそうだよね。ん、よし、だったらお風呂で主人公とサブヒロインが鉢合わせしちゃうシーンを入れてっと……」

「……」

　しっかりと原げん稿こうに反映させるようだ。

　……少しばかり小っ恥ずかしい体たい験けんだけど、少しでも役に立てたなら本望ってもんだね。







　午前中はそんな感じに執筆作業にあてて、午後は買い物に行くことになった。

　せっかくなので今晩の食事は奈な央おと真ま奈なちゃんと俺おれとでいっしょに作ろうということになり、そのために材料を買いにいくこととなったのだった。

　行く先は城じようヶが崎さき家けから歩いて十五分ほどのところにあるスーパー。

　二人ふたりを連れて、国道沿いの道を歩いて行く。

「ええと、買う物はジャガイモ、タマネギ、ニンジンと……」

「あと牛肉もじゃない？　隠し味にチョコレートと牛乳があってもいいかも」

「あ、まな、りんごとはちみつもほしい。あまくなっておいしいんだよ～♪」

「そうだな、その辺も買おう」

　話している内容からも分かるように、作るメニューはカレーである。

　だれが作っても必ず美お味いしくできる定番メニュー。

　奈央と真奈ちゃんは料理が趣しゆ味みでその腕もバツグンだからもっと難むずかしいメニューも作れたのかもしれないけど、微妙に足を引っ張りそうな俺がメンバーに入っていることから無ぶ難なんにカレーにしたのだ。や、普ふ段だんからトメ姉ねえの料理を作ってるとはいえ、作るものといえば簡かん単たんなオカズとお総菜くらいだしさ。

　そんなことを話している内にスーパーに到着する。

「よーし、買い物するぞー！　まずは野菜からだね！」

「おう」

「まな、おいしそうなじゃがいもさんをえらぶね～♪」

　そううなずき合ってカゴを手に取って。

　まずは野菜売り場でジャガイモ、タマネギ、ニンジンと野菜を選んでカゴに入れる。

　続いてコンソメの素やカレー粉やらの粉物を買って、最後にメイン素材である牛肉を買うために精肉コーナーへと向かった。

「んー、お肉はどっちがいいかな……」

「どれどれ？」

「百グラム二百五十円の普通のお肉と百グラム五百円のちょっといいお肉……うーん、どっちも捨てがたいんだよなー……」

　奈央が悩みながら牛肉を選んでいると。

「よっ、お姉ちゃん。今日きようは牛肉をご所しよ望もうですかい？」

「え？」

　肉屋のおじちゃんが声をかけてきた。

「あ、はい、そうです。カレーを作ろうと思って……」

「お、カレーかー、いいねぇ。だったら、こっちの百グラム七百円の神こう戸べ牛ぎゆうがおすすめだよ！」

「百グラム七百円か……んー、ちょっと高いかも……」

　奈な央おが少し困った声を出す。

「そう言わずに！　これで作るカレーは最高だよ！　若わか旦だん那な様さまも大喜びってもんだ、ねえ、若奥様！」

「え、わ、若奥様……？」

　その言葉に奈央がピクン！　と反応する。

「そうだよー。そっちのお兄にいちゃんが若旦那様でお姉ねえちゃんは若奥様。カレーの材料を二人ふたりで買いに来るくらいなんだから、付き合ってるんだろ？　初うい々ういしくていいねえ」

「あ、あの、その……」

「え、ええと……」

　突然の突っ込みに何と答えたらいいか分からない。

　こういう時にうまく場の空気を流してくれそうな真ま奈なちゃんはさっきからお菓子を見に行ってしまっていてここにはいないし……

　ひとしきりわたわたとした後に。

「……え、えっと……そっちのおすすめのお肉、ください……」

「へい、毎度あり！」

　奈央が控えめにそう言って。

　今晩の牛肉は神戸牛に決まったのだった。







　帰り道。

　何となく微妙な空気だった。

「……」

「……」

「……わ、若奥様って、言われちゃったよ……」

「ん、あ、ああ……」

　奈央がぽつりとつぶやくように言ってくる。

「わ、若奥様って、そういうことだよね……？　……や、やっぱり、そういう風に見えたってことなのかな……？」

「ど、どうなんだろうな……？」

　まあああいうおっさんは深い考えもなしにそういうことを言いそうな気もするが、それでもまったくそうとは見えない相手（たとえば真ま奈なちゃんと俺おれとか）にはそこまで無責任なことは口にしないだろう。ということは、やっぱりその、客きやつ観かん的てきに見れば奈な央おと俺はそういう風に見える可能性もあるということで……

「……」

　……う、ううむ、なんか気恥ずかしいな……

　もちろん奈央とそういった関係に見られるのはその場で四回転ジャンプをしてもいいくらい嬉うれしいことなんだけど、あえて意い識しきをしてしまうと何とも言えない心地ここちに襲おそわれるというか……

　隣となりを見ると、奈央も頰ほおを赤く染めてうつむきながら恥ずかしそうにしている。真奈ちゃんだけが、いつも通りに「にゃんにゃんにゃ～ん♪」と元気だった。

「……」

「……」

「……」

　何となくお互いの顔が見られないまま道を歩いていて。

　と、その時だった。

　キキィッ……！

「！」

　そんなタイヤの音とともに、一台の車がこっちに向かって走ってくるのが見えた。

「危ない！」

「！」「!!」

　慌てて奈央の肩に手をやって道路から引ひき離はなすとともに、壁かべになるように自分の背中を道路側へと向ける。

　その直後に、さっきまで奈央のいたところを車が猛スピードで通りすぎていった。

「危なかったな……」

　まったく、最近は乱らん暴ぼうな運転をする車が多くて困るね。

　走り去っていった車を睨にらみ付けた後、奈央の方を見返して。

「大丈夫だったか？　ケガとかは……」

「あ、う、うん。だいじょうぶ、ありがとう……」

「や、大丈夫ならよかった。気にするなって」

「何だかあたし……渉わたるくんに助けてもらってばっかりな気がする。普ふ段だんからは言わずもがなだし、昨日きのうの夜もそうだったし……」

　そう言ってきゅっと胸元にある手を握りしめながら見上げてくる。

　頼ってくるような甘えてくるような顔。

　その表情は奈央が普段は見せないようなものであり、何だか昨晩に引き続いて胸の辺りが苦しいようなドキドキするような不ふ思し議ぎな感覚に襲おそわれて……

「い、いいんだって。その辺は俺おれが好きでやってることなんだから、気にするなって」

　胸の鼓動を誤ご魔ま化かすようにそう言いかけて。

「そ～だよ～、おねえちゃん。だってわたる～にゃおにいさんは今日きようはまなのほんとうのおにいさんなんでしょ？　まなのほんとうのおにいさんってことは、おねえちゃんのおむこさんってことだよね？　それともはくばのおうじさま？　でも、どっちにしろそれだったらわたる～にゃおにいさんはおねえちゃんをまもらなきゃいけないんだから、今のはとうぜんのぎむなんだよ～♪」

「ま、真ま奈な！」

「え～、まな、なんかへんなこといった～？　わたる～にゃおにいさんは月げつ曜よう日びまではほんとうのおにいさんなんでしょ～？」

「そ、それはそうなんだけど……」

　奈な央おが何ともいえないような表情になる。

　それを見ながら、とりあえず城じようヶが崎さき家けで最強なのはやっぱり真奈ちゃんなんだなと、改めて思い知らされたのだった。







　夕食のカレーは、問題なく作ることができた。

　や、まったく問題なくっていうのには少し語ご弊へいがあって、ニンジンを切っていたら包丁の勢いで飛んでしまった欠片かけらが奈央の胸の谷間に入ってしまったり、タマネギを切っている時に奈央が号ごう泣きゆうしてしまいそれを聞きつけた奈央父が仁に王おうのような顔で飛んで来たり、隠し味に入れようとした牛乳が真奈ちゃんの顔にかかってしまい一時騒そう然ぜんとなったりなどのアクシデントはあったものの、結果的にカレー自体は美お味いしそうに作ることができた。

「あら美味しい。隠し味の牛乳がまろやかで……みんな、がんばったわね」

「……む、なかなかだ」

「え、ほんと？」

「まなたちのかれ～、おいしい？」

「ええ、とっても」

「……よくできていた」

　奈央母と父の賞賛に。

「わ～、やった～♪」

「よかったね、真奈」

「うん、わたる～にゃおにいさんにしろいえきたいをかけられちゃったけど、がんばったかいがあったよ～」

「！　ま、真ま奈なちゃん！」

「……それはどういうことだね？」

「え、い、いや……」

「……事と次第によっては君を訴える準備がこちらにはあるが……！」

「や、だ、だから……」

　奈央父が訴えるとか言うとシャレにならないから……

　そんなヒヤリとする瞬しゆん間かんもありつつも。

　概おおむねは昨日きのうと同じ団だん欒らんの時間で夕食の時間は終わり。

　後片付けを手て伝つだったり、リビングで真奈ちゃんたちと『大人おとなの人生ゲーム』というちょっとシュールなボードゲームを遊んだり、風ふ呂ろに入ったりして。

　気付けば就寝の時間になっていた。

　みんなそれぞれ部へ屋やへと戻り、俺おれも後片付けを手伝った後に客間に戻ったものの。

「…………」

　今日きようもまた寝付けなかったため、俺はそっと客間を出て庭へ行ってみることにした。

　昨日の静まり返った夜の庭は幻想的だったし、かすかに聞こえる虫の音や夜風が気持ちよかった。

　それに──何となく、いるような気がしたから。




「──あ、渉わたるくん」




　予想した通り、奈な央おがそこにいた。

「どうしたの？　今日も眠れなくて……？」

「ん、そんな感じだ。奈央もか？」

「うん、昨日今日って賑にぎやかだったからちょっと気持ちが昂たかぶっちゃってる感じで。……あとは、何となく渉くんが今日も来るような気がしたから、かな」

　静かにそう口にする。

「……」

　奈央も俺と同じことを考えていてくれたのか……

　もしかしたらただの偶然で深い意味はないのかもしれないけど、何となく心が繫つながっているみたいで嬉うれしかった。

「……」

「……」

　二人ふたり並んで、昨日と同じようにイスに腰を下ろす。

　少しだけ沈ちん黙もくがあった後、奈央はゆっくりと口を開いて。

「──渉わたるくん、昨日きのう今日きようと、本当にありがとね。渉くんがいてくれたおかげで、すっごく助かったよ」

「え？」

　にっこりと笑って、そう言った。

「渉くんのおかげで疑似家族の同居生活での問題点っていうかどういうハプニングが起こるのかが分かったし、原げん稿こうにもうまく反映できそう。それにそれだけじゃなくて、昨日から、その、色々と助けてもらったりもしてて……」

「や、俺おれは大したことはしてないから……」

「そんなことないって！　渉くんは本当に全すべての面で助けになってくれてる、渉くんがいてくれてあたしがどれだけ助けられたか……分からないくらいだよ！」

「そ、そうか……」

　個人的には本当に大したことをしてるつもりがないので、面と向かってそう言われるとどう反応していいか分からなくなるんだよな……

　奈な央おの言葉に少しだけ戸惑ったような心地ここちになっていると。

「……渉くんはいつだって真剣にこっちのことを気き遣づかってくれていて、これ以上ないくらいにあたしを励まして助けてくれる。それはすごく刺し激げき的てきで、あたしも前を向いてがんばらなきゃって気持ちになる。昨日よりも今日、今日よりも明あ日す、もっともっと目指しているなりたい自分にならなきゃって気持ちにさせてくれる。だからあたし……」

「……？」

「あたし……決めたんだ」

　そこでいったん言葉を止めると。

　奈央は顔を上げて空に輝かがやく星に目を遣やって。




「──あのさ、渉くん。明日あした……お父とうさんたちに、言おうと思うんだ」




　決心を感じさせる声で、言ってきた。

「え、言うって……」

「ん、その……あたしが今やってること、ライトノベルのこと……」

「あ……」

　その言葉に思わずそんな声が出る。

　そっか奈央、とうとう……決意したのか。

「いつまでも……逃げてばかりはいられない。いつかは言わなきゃいけないことだし、後になればなるほど言いづらくなるかもしれない。それに……このままだと渉くんが応援してくれてるライトノベル作家が、あたしが子供の頃ころから憧あこがれてた電でん撃げき文ぶん庫こ作家が、何だかうしろめたいものなんじゃないかって思えちゃってくるの。そんなのはいやだから……」

「奈な央お……」

　真まっ直すぐに放たれた言葉。

　その声音に含まれている真しん摯しな響ひびきから、奈央が本当に覚悟を決めているのが見て取れた。

「だからあたし……ちゃんと言う、ね。それでその、できれば渉わたるくんにはそれをちゃんと見届けていてほしくて……。正直お父とうさんたちがどういう反応をするのか分からないけど……それでも、伝えられることを伝えたいから」

「ん、分かった。隣となりで見てる」

「ありがとう……」

　それだけ話して、この夜の会話は終わった。

　二人ふたりどちらともなく立ち上がって……それぞれ部へ屋やへと戻ったのだった。




　そして。

　奈央や俺おれたちの運命を大きく変えることになる、日にち曜よう日びがやって来る──
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　奈央が選んだのは、団だん欒らんの時間だった。

　夕食を終えて、テレビのあるリビングで家族全員が談だん笑しようしている時間。

　そこに──奈央は『電でん撃げき文ぶん庫こMAGAZINE』の見本誌やもらっていたイラストをプリントアウトしたものから、今書いている『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の原稿までも持って、やって来た。

「──あ、あのさ、お父さん、お母かあさん」

「ん？」

「どうしたの奈央、そんな改まった顔して」

　奈央父と奈央母が首を傾ける。

「え、えっとね……今から大事な話があるんだけど、聞いてもらえるかな……？」

「大事な話……？」

「あら、何かしら……？」

　二人で一いつ瞬しゆん顔を見合わせて。

「……はっ、ま、まさか結婚報告とかじゃないだろうな……？　『娘さんを、奈央さんを僕にください……！』などと言い出すつもりじゃ……！　い、いかんいかん、認めんぞ！　そんなのはまだ早い、早すぎる……！」

　そこはかとなく明後日あさつてのことを言い出して興こう奮ふん状態になる奈な央お父ちちを横目に。

　奈央はきゅっと唇を嚙かみしめると。

　両親たちの目を真まっ直すぐに見て……口火を切った。




「──あのね、あたし……作家になりたいの」




「……え？」

「……作家……？」

　怪け訝げんそうな声が返ってくる。

「──うん。それもいわゆる純文学とかじゃなくて、主に中高生向けのイラストとか挿さし絵えとかが入ったライトノベルっていうのを書くライトノベル作家。それになりたいと思ってる……ううん、違う。絶対になるって、決めてるの」

　真っ直ぐに前だけを向いた、力強い言葉。

「……」

「……」

「……」

　しばしの間、沈ちん黙もくがリビングの中を流れた後に。

「……それは、何かの冗じよう談だんか？」

　奈央父が、ゆっくりとそう答えた。

「……ううん、冗談なんかじゃない。あたしは本気だよ。去年賞しように応募して四次選考まで残って、今は担当編へん集しゆうさんも付いてる。もうすでに雑誌に何本か短たん編ぺんを掲載してもらってて、十月には文庫も出るの」

「……」

「い、今まで隠しててごめんなさい……でもこれはずっと前からあたしのやりたかったことで、ずっと叶かなえたかった夢で……どうしても譲ゆずれないものなの……っ……」

　ぎゅっと目をつむりながらそう訴えかける奈央に。

「……何を言っているんだ？」

「え……？」

「……こんなマンガなのか小説なのか分からないような代しろ物ものなど……くだらない。何を夢物語のようなことを言っている？」

　吐き捨てるように奈央父は言った。

「馬ば鹿かも休み休み言いなさい。少しくらい雑誌に載ったからといって、それがこの先もずっと続くというのか？　文章で食べていけるというのか？　作家なんて水商売みたいなものだろう。将来に何の保証もない。そんなものになろうとするのを、認められるわけがないだろう」

「お父とうさん、それはでも──」

「黙だまりなさい！　お前は何も分かっていない！　世間というものはそんなに甘いものじゃない！」

「……」

　奈な央お父ちちの一いつ喝かつに、奈央は言葉を失って黙り込んでしまう。

　その姿が見てられず。

「あ、あの……奈央はちゃんとやっていると思います。執筆をきちんと締しめ切りを守ってやりながら他ほかのこともおろそかにしていないし、学校の勉強や、部活や他の活動だってがんばっていて……」

「……」

　そこで奈央父は仇きゆう敵てきでも見付けたかのように俺おれの方に厳きびしい視し線せんを飛ばした。

「……なるほど、以前から何かをコソコソとやっていると思ったら、こういうことだったのか。奈央がこんなおかしなことを言い出したのはお前のせいか？　お前がおかしなことを吹き込んだのか？」

「え？」

「わ、渉わたるくんは関係ない！　これはあたしがやってることで──」

「そんなわけがないだろう。お前一人ひとりだったらこんなことをやるはずがない……。だいたい何だ、この内容と絵は。どうしてこの表紙の女子は下着が見えている！　何だってこの展開で突然入浴するシーンが出てくる……！　五十三ページではなぜ風が吹いたところでたまたまスカートがめくれるというのだ……！　実に低俗極まりない……！」

　一方的にそうまくしたててくる奈央父。

　奈央はなおも反はん論ろんしようとするものの。

「そ、それは一方的な見方だよ！　イラストが付いてたり、内容が軽い方が間口が広くなって、色んな層の読者に読んでもらえる……。それにそもそもメインとなる読者層は中高生だから……」

「読者層が中高生だからといってくだらないことには変わりがないだろう！　それにこう考えるのは私だけじゃない。世間一般でもそう評価する者たちは少なくないはずだ！　お前はこれで世の中に何を訴えかけようというのだ？」

「訴えかけたいことならたくさんある！　お父さんにはくだらなく思えても、それを楽しいと思ってくれる人たちはたくさんいる……それで救われたと思ってくれる人だっているかもしれない……！　あたしはそういう人たちに何か一つでも訴えかけることができればいいと──」

「だからこんなもので何を訴えかけることができるというのだ……！　軽い内容と軽い絵と軽い文章では軽い印象しか与えることはできない……それで救われたなどというのは、その程度のレベルの俗人くらいだろう！」

「……っ……！」

　まったくもって受け付けてもらえない。

　奈な央お父ちちの言動は頭から奈央のことを否定するようなものであって……

「…………」

　それを聞いていたら……何だか、心がザワザワとなってきた。

　奈央のやっていることがくだらない？

　低俗で下劣で、世間一般からもそう評価される……？

　そんなことがどうして分かる。

　それは確たしかにライトノベルの表紙やイラストは若干、その、パンツが多いかもしれないし内容もシンプルに書かれていることが多いため軽く見られがちかもしれない。だけど実際に読んでみればそんなことばかりが全すべてじゃないことも分かるはずだ。それに奈央の毎日のがんばりや、努力──それだけじゃなくてライトノベルに対する想おもい、それを目指すことになったきっかけを知ろうともしていないこの父親に……何が分かるって言うんだ。

　だから気付けば俺おれは。

「……そんなこと、ない……」

「む……？」

「……あなたの言っていることはあまりにも一方的じゃないですか……！　奈央は一いつ生しよう懸けん命めいに努力して、ライトノベルを書き続けている！　子供の頃ころからの夢を実現するために、ずっとずっと……。たとえそれを悪く言う人たちがいたとしても、それ自体は評価されるべきことだと思うし……そこにはちゃんと気持ちがある！　奈央の想いが──ある！」

　気付けば俺は……そう声を上げていた。

　そして奈央父の顔を正面から見返すと。




「見た目は軽く見えたとしても、そこにある想いは本物だ……！　キラキラ光る奈央の心が結実した宝石だ……！　だからこそそれには価値があるし、唯一無二の奈央だけができることなんだ……それからしたら、表紙でパンツが見えてるくらい、何が悪い……!!」




「わ、渉わたるくん……」

「ほう……よく言ったな、小僧」

　ギロリと、それだけで人を殺せそうな視し線せんで睨にらみ付けてくる。

　う、おっかない……おっかないが……それでもたじろがずに真まっ直すぐに奈央父の顔を見返せるくらいには、今の俺は憤いきどおっていた。

「お父とうさん……あたしの気持ちは渉わたるくんが言ってくれた通りだよ！　あたしはライトノベルを書いていることを誇りに思ってる……！　見た目は軽くても、くだらなく見えたとしても……だれかにきっと何かを伝えることができる素す晴ばらしい仕事だって思ってる……！　がんばって、想おもいを懸かけるのに相応ふさわしいものだって……！」

「……」

「だからあたしは……何と言われても、作家になる……！　ライトノベルを、書き続けるんだから……っ……！」

　それは叫びだった。

　普ふ段だんは決してこんな風に感情を荒あらげたりしない奈な央おの……心からの叫び。

　そんな奈央の声に。

「……覚悟は、あるのか？」

「え……？」

「それだけ言うからには、不退転な覚悟はあるのだろう？　何があっても、たとえこれから先にその決意が挫くじけてしまいそうなほど辛つらいことがあっても、今のその気持ちを持ち続けようという、強い覚悟が……！」

　奈央父のその言葉に。




「──あ、あるよ！」




「気持ちを貫く覚悟ならある！　何があっても……たとえ周りから何を言われても、それが批判ばっかりだったとしても、ライトノベルを書き続けていく覚悟ならあるよ……！　──ううん、あたし一人ひとりだったらもしかしたら無理だったかもしれない……でも、渉くんがいてくれる。いつだってすぐ近くで応援してくれる渉くんといっしょになら、夢を叶かなえることができる……あたしはそう信じてるよ……！」

「奈央……」

　ぎゅっと隣となりの俺おれの手を握りしめながら、強い口く調ちようで奈央は言う。その言葉には、迷いやためらいは欠片かけらも見当たらなかった。

「…………」

　それを聞いた奈央父は厳きびしい顔をしたまま黙だまり込んでいた。
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　静寂が居間の中を支配し、空気が重さを持ってしまったかのような威圧感を伴った沈ちん黙もく。

　だけどやがて大きく息を吐いたかと思うと。




「──そうか。それならば、いい」




「…………え？」

「奈な央おの決意は分かった。それだけの覚悟があるというのなら、私の口からは何も言うことはない。認めよう。作家の仕事、がんばりなさい。ただ大学にはきちんと行くように。高校を卒業していきなりそれだけをやっていくなんてことは、さすがに認めることができんからな」

「…………」

　……え、今、何て言ったの、奈央父……？

　認める……？　奈央の覚悟を、仕事を、認めるって言ったのか……？

「……あ、え、う、うん……」

　状況が理解できないのか、奈央も俺おれの顔を見て曖あい昧まいな様よう子すでそう答えた。いや俺もまったく分からないんだが。え、これって一体どういうことなの……？

　何が起こっているんだがさっぱり分からずに目をシロクロさせるしかない奈央と俺に。

「──あのね、私たちは前から奈央の〝仕事〟のことは知っていたのよ」

　と、奈央母がこっちを見ながら穏おだやかにそう言った。

「これでも親よ？　奈央が私たちに隠して何かをしてることに、本当に気が付かないとでも思ったの？　昔から何かを書いていたのは知っていたし、それに最近になって急にアスキー・メディアワークスっていう会社からの届け物が増えたんだもの。これは何かあったって思うのが当然でしょ？」

「え、そ、そうだった、の……？」

「うん、そう。そこから先は調しらべればすぐに分かることだし、あなたがいつちゃんと報告してくれるのか、私たちはずっと待ってたの。私たちは基本的にはあなたが決めたことなら応援しようって思っているわ。お父とうさんが最初は厳きびしく当たったのは、あなたの覚悟を試すため。だって作家という仕事が大変なのは事実でしょう。生なま半はん可かな覚悟で目指すくらいだったら、それこそ諦あきらめてしまった方がいいもの」

「……」

　突然の予想外すぎる告白に、奈な央おはぽかんとしたまま声を失ってしまっている。

　……いやそれはそうだよな……？　ずっと隠し通していたと思っていた大きな秘密が実はとっくの昔に両親の知るところになっていて、しかもそれをちゃんと認めてくれるっていうんだから。

　奈央と二人ふたりで狐きつねに摘つままれたような気分になっていると。

「──それにね、お父さんは悔しかったっていうのもあるのよ」

「え？」

「こ、こら、お前……」

「ほら、奈央が全然自分のことを話してくれないから……。お父さん、ひがんじゃってちょっといじわるをしたのよ。本当は雑誌に掲載された分は全部読んでいて、家族がテーマとは奈央もなかなか見事な話を書くじゃないか……って褒ほめてたのに。ふふ、お酒飲むとよくこぼしてたもの、『奈央は小さい頃ころはお父さんお父さんとなついて何でも話してくれたのになあ……』って。うふふ」

「こ、こら、やめなさい！」

　奈央父が珍しく取り乱した様よう子すで顔を赤くしながら声を上げる。意外にというかかなりの子こ煩ぼん悩のうなんだよな、実は……

「──と、とにかく」

　場の空気を元に戻すように奈央父は咳せき払ばらいをして。

「作家の──ライトノベル作家の仕事、がんばりなさい。雑誌にも掲載されたことだし、秋には本も出るのだろう？　ただしさっきも言ったように日々の勉強や学校生活などは怠おこたらずに、またちゃんと大学までは行くように。分かったか？」

　その言葉に。

「あ──は、はいっ……！」

　なおも目をパチパチとさせながら。

　奈央は大きくうなずいたのだった。







　とまあ色々とあったものの。

　ともあれこうして〝同居〟体たい験けんの終了とともに、奈な央おのライトノベル作家になるという夢は……めでたく両親公認となったのだった。







　　　　５




　そしてそれからも改かい稿こう作業は続けられて。

　いよいよ梅つ雨ゆも終わりに近づき夏の兆きざしが見え始める六月末──

「──終わった……！」

「おお……」

　奈央のそんな声が『秘密の小こ部べ屋や』に響ひびき渡って。

　半年以上改稿作業を行っていた『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』が……とうとう完成したのだった。

「終わった、終わったよ、渉わたるくん……！　完成したよ……っ……！」

「お疲れ、奈央！　長かったな……」

「ありがと、渉くん……！　へへへ……」

　奈央が感慨深げに声を漏らす。

　うん、本当にここに来るまで長かったもんな……

「あとはこれにあとがきを加えればひとまずは第一稿は終わりかなー。もちろんこの後に初校、著者校の修正とか色々なチェックとかはあるけど、ここまでかなり時間をかけて改稿してきたからそんなに量は多くないだろうし」

「あとがきか……せっかくだし、押さえておくポイントとかを確かく認にんしとくか？」

「あ、うん、そうだね。やっておこうかな……」

　奈央がそううなずいて。




【ライトノベル作家を目指して！　⑨あとがきについて】

「あとがきって……本の最後にあるやつだよな？　作者が書く……」

「うん、そだね。普通は見開き一ページか二ページくらいが適量だって和わ田ださんが言ってた。内容としては基本的には自由なんだけど、近況を書いたりとか、お世話になった人たちに謝しや辞じを述べたりとかが中心みたい。中には物語に出てくるキャラたちに対たい談だんさせたり、ちょっと変わったのだと時し雨ぐ沢さわ先生みたいにあとがきが一つの目玉になってる場合もあるけど、これは特殊な例だと思う」

「なるほど……」

　言ってみれば作者それぞれに任されてるってことか。

「それで奈な央おはどうするつもりなんだ？」

「ん、あたしは基本的には普通にいこうと思ってる。初めてだし、あんまり奇をてらったことはやらない方がいいかなって」

「そうか……」

　まあ特にやりたいことがあるとかじゃなければそうしておくのが無ぶ難なんだよな。

「じゃあ普通に近況を書いたりする感じか？　最近楽しかったこととか……」

　何気なくそう尋ねて。




「──ん、具体的内容は、秘密、かな」




「え？」

　そんな答えが……返ってきた。

「やっぱり初めてのあとがきなんだし、近況もいいけど、色々お世話になった人たち──トメお姉ねえさんや和わ田ださん三み木きさん、お父とうさんお母かあさんにそれに真ま奈な──への感かん謝しやの気持ちを最さい優ゆう先せんにしたいと思ってるんだ。こうして本を出すところまでこぎつけられたのは後押しをしてくれた全すべての人たちのおかげだし……。でもほら、何かそういうのをあらかじめ見せるって恥ずかしいんだもん。……だから、秘密」

「そうか……」

　その気持ちは分かるような分からないような……

　まあどの道文庫が発売されれば見ることができるわけだから今はいいか……

「ん、分かった。じゃあ今は見ない。文庫になったら見せてもらう」

「ん、ありがと」

　奈な央おが小さくうなずいて。

「──さ、それじゃああとがきを書いちゃうね。書く内容は決まってるから、三十分くらいで書けると思う」

「おう」

　最後の仕事──あとがきを書き始めたのだった。







　そして時は経たって。

　いよいよ、奈央の電でん撃げき文ぶん庫こ作家デビューとなる『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の発売日がやって来る──
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　十月になった。

　季節はすっかり秋となり少しずつ周囲の木々も色づき始める……十月十日。

　その日はいよいよ『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』一巻が発売される日だった。

「ど、どうかな……ちゃ、ちゃんと無事に発売されてるかな……？」

「ま、待て、今見てくるから……」

「う、うん……」

「……」

「……」

「……」

「……だ、大丈夫だ。ちゃんと並んでる、平ひら積づみになってる」

「そ、そっか……」

　学校が終わった放ほう課か後ご。

　奈な央おと俺おれは、近所にある大型書店にいた。

　目的はもちろん……『幸せ二世帯同居計画』がちゃんと売られているかをこの目で確かく認にんするためである。

「で、でも緊きん張ちようしてきた……無事に発売されてたのはいいんだけど、本当にだれか買ってくれるかな……？　い、一冊も売れなくて全部返本とかになっちゃったらどうしよう……！」

「そ、そんなことはないって！　少なくとも俺が買う！　十冊は買うから！」

「あ、そ、そだね、あたしも買おう！　二十冊買う！」

　と、そんな不毛な会話を繰くり返している時だった。

　スッ……

「あ……」

「お……」

　電でん撃げき文ぶん庫この新刊が並べられている平台。

　その中から……一人ひとりの高校生らしき男子が『幸せ二世帯同居計画』を手に取って、レジへと向かったのだった。

「な、奈央！」

「わ、渉わたるくん……！」

　二人ふたりして思わず声を上げて。

　固かた唾ずを吞のんで男子高校生の動向を窺うかがう。

　そんな俺たちを尻しり目めに、男子高校生はそのまま『幸せ二世帯同居計画』買ってくれた。

「か、買ってくれた……！　ほんとに買ってくれたよ、渉くん……！」

「あ、ああ、確認した……！」

「ど、どうしよう……あたし、あの人に直接声をかけて手を取って、心からお礼を言いたい気分だよ……！」

　奈な央おが本当に今にも走り出しそうな勢いでそう口にする。

　その気持ちはよく分かった。何てったって自分たちの目で直接見た初めての〝読者〟だ。興こう奮ふんするなってのは無理ってもんである。

　その後もしばらく様よう子すを見ていたが、ありがたいことに何人か『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』を買っていってくれる人たちの姿を見かけることができた。

　とりあえず目の前で一冊も売れないなんて結果にならなくてよかった……







「な、何人も買ってくれたね……」

「あ、ああ……」

　書店で一時間ほど状況を見た後。

　俺おれたちは城じようヶが崎さき邸ていの奈央の部へ屋やへとやって来ていた。

「何だかもう現実じゃなくて夢みたいだよ……自分の本が発売されて、それをだれかが本当に買ってくれたなんて……」

「そうだな……」

「どうしよう、これから毎日学校帰りに本屋さんに寄るのが日につ課かになっちゃいそう……」

　胸に手を当てながらそんなことを口にする。

　だけどそうしたくなるのも少し理解できるというか。

「にしてもようやく文庫発売か……ここで一区切りだよな」

「一区切り……そうかもね」

「どうせだから最後のメソッドを確かく認にんしておくか？」

「え？」

「ほら、トメ姉ねえからもらった『ライトノベル作家になるための10のメソッド』。あれの最後の一個が残ってただろ？」

「最後の……あ、分かった、作家になった後の心構えだよね？」

「ああ」

　奈央と知り合った頃ころにトメ姉から渡された、ライトノベル作家を目指す上での指針となるメソッド。

　それの最後の一つが……これだった。





【ライトノベル作家を目指して！　⑩作家としての心構え】

・インプットを怠おこたらないようにしよう。

・どんなことにも好奇心を持つようにしよう。

・できれば他ほかの作家とも交流を持つべし。

・デビューはゴールではなくスタート。






「最初のはあれだよな、実際に作家になった後だとアウトプットをすることが多くてなかなかインプットの時間がなくなるから、積せつ極きよく的てきに取り込んでいくようにしようっていう……」

「そだね。実際執筆に追われてるとやっぱり他のライトノベルとかマンガとかを読む時間はあんまりなくなるもん。それこそ無理やりにでも時間を取るくらいじゃないと……」

「意い識しきしてアンテナ張っていかないとダメだってことだよな。次のやつもそれと似たような感じか……」

　二つ目に視し線せんを移す。

「書くことばっかりに夢中になって、多方面への興きよう味みを失ったらダメってことだよね。作家である以上、常に貪どん欲よくに色々なことに目を向けていかないと。長く生き残ってる作家さんは多た趣しゆ味みなことが多いっていうし、それがインプットにも繫つながるわけだしね」

「そういう意味でも、他の作家とも交流を持って創作の刺し激げきにしていった方がいいってことだよな」

「ん、だね。タイプにもよるかもしれないけど、一人ひとりだけでがんばってるとやっぱり世界が狭くなっちゃうかもしれないってことかー……」

「そして作家になることはゴールではなくてスタートか……」

「作家になれただけで、デビューできただけで満足しちゃいけない……作家であり続けることが大事だってことだよね。至言だと思う……」

　デビューそれ自体は作家としてのスタートに過ぎないのであり、決してそこで立ち止まってはならない。それは本当にその通りだと思う。

「……結局、作家の心構えっていうのは全部が相互的に作用してるんだよな。デビューはゴールじゃなくてスタートだから、デビューした後もたゆまない好奇心を持ってインプットをして、他の作家たちともできれば交流して刺激を保っていくってことで……」

「そだね、全すべては一つってことか……」

　奈な央おが目をつむりながらそう声にする。

　そしてそれらの心構えのモチベーションを保つために必要となる一つのもの。

　物語を書き続けようとする強い想おもい──ってことだよな。







「これでトメお姉ねえさんから渡されたメソッドも全部かー……」

「ん、だな」

「終わっちゃったねー……何だかやり遂げたような寂しいような少し複雑な気分かも」

　奈な央おが少しだけしんみりとした表情をする。

「初めてこれを見たのが渉わたるくんと出会ってすぐの頃ころだから……もう二年以上も前かー」

「そうなるな……」

「そっか……あの時からもうそんなに経たったんだよね。渉くんと初めて知り合った日から……」

　奈央が懐なつかしそうに眼めを細める。

　それを見ていて……俺おれも奈央と出会った頃のことを思い出していた。

　本屋でたまたま奈央のことを見かけたのがきっかけで、ライトノベル作家になりたいという奈央の夢を知ってしまったあの日。

　その夢に懸かける奈央の熱あつい想おもいを肌で感じて、実現を応援しようと決めた放ほう課か後ごの『秘密の小こ部べ屋や』。

　あれからもう……二年が経ったんだよな。感覚的には全然そんな気はしないのに。

　あの時から比べれば、ずいぶんと状況は進展した。

　こうして無事に『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の一巻を出して電でん撃げき文ぶん庫こ作家としてデビューすることができたし、さらには来年頭には二巻の発売も予定されていて、今はそのための執筆作業を一いつ生しよう懸けん命めいに進めている。

　ブログやフェイスブックも始めたようだし、今回の文庫発売と合わせて、作家としてのアカウントでツイッターも始める予定のようだ。

　同期もできた。

　高校生美少女小説家（自称）こと久く遠おん寺じ三み月つきは『ダブルワールド・クロニクル～二ふたつの世せ界かいの英えい雄ゆう譚たん～』が好こう調ちようのようであり、来月には三巻が発売されるようだ。今でも取材やらリサーチやらに時々付き合わされたり、新刊発売の度たびにツイッターの新刊ツイートをリツイートしたかどうかの電話がかかってきたりもする。相変わらず目め線せんは超上からだったけど、それでも最近は少しだけ当たりが柔らかになってきた……ような気がしないでもないのだった（気のせいかもしれないけど）。

「…………」

　考えてみれば、本当に色々なことがあったよな……

　いっしょに〝デート〟をしたり、電撃文庫編へん集しゆう部ぶや電でん撃げき大たい賞しよう授じゆ賞しよう式しきに行ったり、〝同居〟体たい験けんをしたり。

　そのどれも、奈央の夢を応援しようと決めたことから端を発したことだ。

　この二年間を思い出して少しだけ感慨深い心地ここちになっていると。

「──渉くん、本当にありがとう……」

「え？」

　奈央がぽつりと、そう口にした。

「こうやって文庫を出すことができたのは……全部渉わたるくんのおかげだよ。渉くんのおかげであたしは念ねん願がんだった電でん撃げき文ぶん庫こ作家になることができた……お父とうさんたちに話すこともできたし、ここまで来ることもできた。子供の頃ころからの夢を叶かなえることができる、このステージまで……」

「奈な央お……」

「だから……渉くんに、せめてもの感かん謝しやの気持ちを伝えたい。あたしからの、心からの想おもいを……」

「？」

　そう言って手渡されたのは……『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の文庫本だった。

　見本誌として一週間前くらいに届いていたらしいけれど、発売日までは秘密だといって奈央は今日きようまで見せてくれなかったのだ。

「ここに……奈央の気持ちが？」

「……」

　無言でこくりとうなずく奈央の顔を見て、俺おれは『幸せ二世帯同居計画』の一巻をパラパラとめくっていく。

　そこにはプリティー☆豚ぶた野や郎ろう先生の美び麗れいなイラストとともに、奈央といっしょに何度も確かく認にんして改かい稿こう作業を行った文章があった。

　もはや目をつむっていてもストーリーを追えるくらい慣なれ親しんでいたものだったけど、改めてこうして読んでみてもやっぱり引き込まれてしまう。ストーリーそれ自体は当然として、文章の合間から奈央の熱あつい想おもいが伝わってくるかのようだった。

「……」

　やがてストーリー部分を読み終え。

　あとがきに差しかかった。

　……そういえば、あとがきはまだ読んでなかったんだよな……

　見られるのが恥ずかしいからと奈央が言って入稿時には見せてくれなかった部分。

　そこに──俺は初めて目を通した。

「…………」

　最初に書かれていたのはデビューするに至った経けい緯いやそのことについての感想、さらには近況など。

　そこから関係者への謝しや辞じと移っていき、手に取ってくれた読者への感謝の言葉が続いていく。

　そしてあとがきの最後の部分。

　そこには……こう書かれていた。




　──最後にこの作品を、あたしの一番大切で大事で……そして大好きな人に──渉くんに捧ささげます。




「あ……」

　思わずそんな声が出てしまう。

　何だかこう書かれてると俺おれが亡くなった人みたいにそこはかとなく思えるっていう突っ込みは置いておき。

　純粋に嬉うれしかった。

　大好きな人。

　初めてのあとがきの、それも一番最後の大事な部分でそう言ってくれた奈な央おの心こころ遣づかいが……心の奥の奥にまで染み渡るようだった。

「奈央……」

「ちょ、ちょっと恥ずかしいけど……これがあたしの、気持ち、だよ……。渉わたるくんとあたしの二年間という時間が結実する今日きように……初めての文庫が発売される日に、渉くんには見てほしかったんだ……」

　真まっ直すぐに目を見ながらそう言ってくる。

「あ、あたしは……渉くんのことを、本当に本当に大切な人だって思ってる……近くにいてくれるだけで何だか安心させてくれる太陽みたいなかけがえのない存在だって思ってる……。渉くんがいなかったら、今日のあたしはなかった……。こ、これからも傍そばで……あたしのことを、見守ってくれたら、嬉しいな……？　あ、も、もちろん渉くんがよかったらだし、迷惑もかけちゃうと思うんだ。でもあたし、渉くんがいないと……だ、だめかも、しれないから……」

　遠えん慮りよがちにそう小さく口にしてくる。

　そんなの……答えは一つしかないに決まっている。

　俺は大きくうなずき返すと。

「ああ、もちろんだ！　いつだって、どんな時だって奈央の一番近くでサポートする。だって──」

　そこで一度言葉を切ると。

　ありったけの気持ちを込めて。




「俺も、その……奈央のことが、好きだから……！」




　そう、正面から返した。

　それは心からの──俺の本心だった。

「あ……」

　その言葉に奈央は驚おどろいたように口元に手を当てて。

　続いて、泣き笑いのような笑え顔がおになった。

　そしてそのまま……どちらからともなく手を握り合って近づき合う。

　視し線せんと視線とが重なり合って……

「奈な央お……これからも、よろしくな」

「う、うんっ……！　こ、こちらこそ、よろしくお願ねがいします……！」

「……」

「……」

「……ふふふ……」

「……え、えへへ……」

　お互いに恥ずかしさを隠すかのように何となく笑い出す。

　俺おれの手の先からは奈央の体温が、奈央の手の先からはきっと俺の体温が伝わり合って。

　そんな俺たちを祝福してくれるかのように、テーブルの上の『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の文庫が秋風に揺れてはためいていたのだった。
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『城じようヶが崎さき奈央の電でん撃げき文ぶん庫こ作家になるためのメソッド』はその過程を全部修了したのかもしれないけれど。

　作家になることはゴールではなくスタートであるように。

　これから先も、奈な央おと俺おれとの不ふ思し議ぎな関係は続いていくのだろう。

　そこに物語を作り出そうという熱あつい想おもいがある限り、終わることなく──

「──それじゃあ、次回作の執筆も始めないとな」

「うん！　『幸しあわせ二に世せ帯たい同どう居きよ計けい画かく』の二巻ももちろんだけど、あたし恋愛モノもやってみたいな……！」

「恋愛モノ？」

「うんっ！　すっごく甘くて、すっごくどきどきするやつ。今なら……書けるような気がするから！」

「そ、そうか……」

　そんな会話を交わして。

　俺たちは笑い合ったのだった。
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　あとがき




　はじめましてまたはこんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『続ぞく・城じようヶが崎さき奈な央おと電でん撃げき文ぶん庫こ作さつ家かになるための10のメソッド』をお届けいたします。







　今回は、ヒロインが拾い上げられてから実際に一冊の本を出すまでのお話です。

　編へん集しゆう部ぶに声をかけられてから、『電撃文庫MAGAZINE』に短たん編ぺんを掲載したり、授じゆ賞しよう式しきに出席したり、取材に行ったりと、色々とやっております。前巻が投稿編だとしたら今巻はデビュー編で、上下巻のような構成となっています。たままた本巻のあとがきを先に読んで前巻に興きよう味みをもっていただけた方は、前巻もいっしょにレジまで持っていっていただけると著者がひっそりと喜んだりも……（宣伝）。







　以下はこの本を出版するにあたってお世話になった方々に感かん謝しやの言葉を。

　担当編集の和わ田ださま三み木きさま。今回も本編でちらほらと登場していますが、お疲れさまでした（笑）。

　イラストレーターの翠すい燕えんさま。今巻も素す敵てきなイラストをありがとうございます。いただいたラフを見つつニヤニヤとしております。

　また前巻に引き続き作中で名前を使わせていただいた作家の皆様、本当にありがとうございます。




　それではまたお会いできることを願ねがって──




　＊＊感想などをいただけるようでしたら、お手紙の他ほかにも、こちらにコメントなどをいただければと思います。

　Twitter：@syaruruu


　ブログ：『She loves 雄』http://ameblo.jp/syaruruu/







二〇一四年三月末日　五十嵐雄策
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

続・五十嵐雄策のメソッド。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、『乃木坂春香の秘密』で文庫デビュー。作家を目指す皆さんを応援するべく、編集との打ち合わせや色々な舞台裏、応募原稿の注意点まで可能な限りを詰め込みました！
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イラスト／翠すい燕えん

眠気が嫌いだけど睡眠が大好きなひよっこ絵描き。でもいっぱい寝るとなんだか罪悪感。一人前になるべく日々修行中。制服エプロンの妹に朝起こしてもらうのが将来の夢ですが、今日も冷凍パスタをチンしてます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「五十嵐雄策先生」係

「翠燕先生」係











本書は書き下ろしです。
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